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　高こう架かの側の二階建ての古いアパートの階段を上り、所々塗と装そうが剝はがれた鉄の扉とびらの前を三つ通り過ぎる。

　佐さ々さ木き、と遠えん慮りよがちに小さな右上がりの文字で書かれたプラスチックのプレートが掲かかげられた扉の前で、少女は足を止めた。

　卒業証書と思わしき黒い筒つつと、透とう明めいのセロハンに包まれた一輪のカーネーションを片手に移す。そして紺こん色いろのコートのポケットの中から、少し色が剝げた子こ猫ねこのキーホルダーのついた鍵かぎを取り出した。

「……っと」

　焦あせりすぎたのか、鍵かぎ穴あなに差し込もうとした直前で鍵を取り落としてしまった。ちゃりんと鈴すずが地面に落ち、鍵と離はなれてころころと階段の方に転がっていくのを目で追い掛けて溜ため息いきをつく。

　百円ショップで子猫のキーホルダーを母とおそろいで買ったのは、もう三年も前だ。そういえば組くみ紐ひもの部分はすり切れて細くなっていた。値段を考えればよく保もった方だろう。

　おそろいのもう一匹ぴきのキーホルダーは仏ぶつ壇だんの前にある。母の遺い影えいとともに。

『真まことー！　ノリ悪いよ～！　卒業式くらいバイト休みなよ～！』

　鍵を取ろうと屈かがんだ拍ひよう子しに、握にぎり締しめていたカーネーションの鮮あざやかな赤色が目に飛び込み、先さき程ほどまで一いつ緒しよにいた友人の言葉がふいに耳の奥おくに蘇よみがえった。

　彼かれらは今いま頃ごろ高校生活を振ふり返かえりながら、楽しく過ごしているだろうか。

　マコトはきゅっと唇くちびるを嚙かみ締しめる。

（私、感じ悪い……）

　なんの罪もないクラスメイトを妬ねたむ自分に気付いて、マコトはいっそう気分が暗くなる。いつもより感傷的になってしまうのは、今日が卒業式だったからだろうか。

　マコトはアパートからさほど離れていない公立高校に通っていた。一年前に母が病気で亡なくなり、他に身寄りもない状態で、当時は高校を辞やめるべきかと悩なやんだが、わずかながらも母が保険金を残してくれたおかげで、なんとか無事に卒業することができた。

　それでもやはり金銭的な余よ裕ゆうはなく、学校が終わればアルバイトに明け暮れる日々。しかし辛つらいことばかりではなかったのも事実だ。アルバイト先の小さなレストランの店長夫ふう婦ふが気さくな人物で、母を亡くしたマコトを心配し、気にかけて可か愛わいがってくれた。

　今日もせっかくの卒業式だからとバイトを休むように勧すすめてくれたが、臨月の奥さんのことが気になって、頷うなずくことはしなかった。それに就職先まで世話をしてもらったのだ。

　いつも二人は優やさしく、母の入院などで突とつ然ぜん休みを取っても、文句ひとつ言われたことがない。マコトもこの夫婦が好きだった。役に立ちたいと思ったからこそ、自分から今日のバイトを申し出たのに、こんな気持ちになってしまったのが申し訳ない。

（よし！　お母さんに卒業を報告したら、バイトに行こう！）

　軽く頭を振って沈しずみがちな思考を切きり替かえ、マコトは勢いよく鍵を拾い上げた。

　階段の方に転がった子猫の鈴も拾いに行く。

　屈み込んで鈴を拾い上げようとした時、子猫のすぐ横の床ゆかに小さく穴が空いていることに気付いたマコトはふと首を傾かしげた。まるで電動ドリルで開けたような綺き麗れいな穴だった。

　見下ろした先は予想していた一階の風景ではなくまっくらな闇やみだったが、コンクリートの分厚さのせいだと不思議にも思わなかった。

（なんだろう……なんか工事でもするのかな）

　なにはともあれ穴に落ちなくてよかったと思いながらキーホルダーを拾い上げようとしたその瞬しゆん間かん、横にあったはずの黒い穴に子猫が落ちていった。

「え？」

　そう呟つぶやいた途と端たん、その穴は一いつ瞬しゆんにして大きく広がり、華きや奢しやな少女の体を飲み込んだ。

　高架の上を電車が走る音。通過したその向こうに赤い夕ゆう陽ひが見えた時には、少女の姿も巨きよ大だいな黒い穴もすっかり消きえ失うせていた。
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　手た綱づなを引いて馬の方向を変えた男が、周囲を見み渡わたし白い息を吐はいた。

　頭上の空には数えきれないほどの星が瞬まばたき、弧こを描えがき流れていく。そんな砂さ漠ばくの空の下、先頭の人物に追い付いた四人の男達が馬の足を止めた。

　その中の一人──このあたりでは珍めずらしい水を含ふくんだ大地の色をした髪かみの男が空を見上げ、同じ色の瞳ひとみを柔やわらかく眇すがめた。男の名前はサハルといい、先頭で落ち着きなく周囲を見渡している幼おさななじみに苦く笑しようして声を掛ける。

「カイス。このあたりで間ま違ちがいありませんよ」

「分かってるって。しっかしなんもねぇな」

　雰ふん囲い気き同様の穏おだやかな声に、カイスと呼ばれた銀の髪の男が頷く。

　金属を連想させる硬かたそうなその髪は短く整えられ、意思の強そうな眉まゆと釣つり目がちな瞳を強調させていた。

「本当にここで合ってんのかよ。アクラム」

　カイスは馬から下りると後ろを振り返り、黒ずくめの男に声を掛けた。

「星の位置は合っている」

　抑よく揚ようのない声でそう告げたのはアクラム。他人が聞けば不ふ機き嫌げんなのかと問いたくなるほどの愛あい想そのなさだがそれが彼の常である。声だけでなく表情も乏とぼしいのは占うらない師しという職業故ゆえかもしれない。

「落ち着きなさいカイス。アクラムの先さき見みは外れたことがないのだし。こうして待つ楽しみというものもあるだろう？」

　少し癖くせのある長い髪をかきあげて悠ゆう然ぜんとした笑えみを浮うかべたのは、ここに集まった五人の中でも年長のタイスィールだ。女性と見み紛まがうほどの繊せん細さいな顔立ちに浮かぶ微笑ほほえみは夜の闇に映はえて妖あやしく美しい。

　彼らの輪から少し離れ終始無言を貫つらぬいているのは、片方の目を黒い布で覆おおった隻せき眼がんの男ナスルだった。燃えるような赤い髪とは対照的に冷えた眼まな差ざしは、ただ虚こ空くうに注がれ唇は固く引き結ばれている。そんな彼の外がい套とうから獅し子しの紋もん章しようが彫ほり込こまれた剣けんの柄つかが覗のぞいていた。

「──来た」

　ぼそり、と小さく呟いたアクラムの言葉に、四人は同時に空を仰あおいだ。

　一ひと際きわ大きな星が地上に降り注ぎ、一瞬だけ空を金色に染め上げる。眩まぶしさに目を細めて、カイスは興奮を抑おさえるように、乾かわいた上うわ唇くちびるを舐なめた。

「我らの『花はな嫁よめ』が」

　タイスィールとアクラムの声が重なる。その一瞬後、大きな地じ響ひびきが起こった。

　男達は逃にげようとする馬の手綱をきつく握り締め、ぐらつく足元に力を込めてやり過ごす。立ち上った砂すな煙けむりが収まると砂しかなかった目の前に──緑に囲まれた鮮やかなオアシスが現れた。小さな黄色い花が畔あぜに咲さき誇ほこり、見上げるほど高い椰や子しの葉が夜の風にざわざわと揺ゆれている。その澄すんだ水面には天上の月と星が映り込んでいた。

「すごい、ですね……」

　感かん嘆たんの声を漏もらしたサハルの呟きに応える者はいない。

　一人を除き、皆目の前で起こった奇き跡せきにただ呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていた。

　そんな中、顔色ひとつ変えなかったアクラムは、まっすぐにオアシスに足を向ける。小さな花が咲き誇る緑の中に分け入り、視線を彷徨さまよわせて目的のものを探す。

「いた」と、短く呟いた声に、男達ははっと我に返った。アクラムを追い急いで駆かけ寄よる。

　長く伸のびた草の上にうつぶせで倒たおれていたのは、小こ柄がらな少女だった。

　アクラムは躊躇ためらうことなく少女の体に触ふれ、荷物のように無造作に体を返す。月明かりに少女の顔が露あらわになった。

「ぁあっ!?」

「……おや」

「これは」

　後ろからそれを覗き込んだ四人はそれぞれ思い思いの顔をした。

　それを気にする様子もなく、アクラムは少女を無造作に抱かかえると自分の馬へと足を向ける。

「いや、うん、ちょっと待てアクラム」

　ようやく、といったように最初に口を開いたのは、困こん惑わく顔がおのカイスだった。

「なんだ」

「いや、可愛いっちゃー可愛いけどよ」

　彼らしくなく、口の中でもごもごと言いい淀よどんで、アクラムの胸の中にいる少女に視線を落とした。

「よかったな」

　他ひ人と事ごとのように返された言葉に、カイスはかっと目を見開く。

「っていうか若すぎるだろ！　いくらなんでも……十二、三歳さいか？　ニムより小せぇ気がすんだけど！」

　ちなみにニムとは、苦笑しているサハルの妹で十五歳になる少女だ。生意気盛ざかりで、カイスなど到とう底てい口では敵かなわない。

「……子供……？」

　アクラムはカイスの叫さけびに首を傾げる。

「あーもう、なんだよ！　十年ぶりの『イール・ダール』だって期待させるだけさせといて！　それとも『女め神がみの怒いかり』はまだ続いてるのかよっ！」

　呻うめくようにカイスが叫ぶと、その肩かたをぽん、と慰なぐさめるように軽くタイスィールが叩たたいた。彼がこの中の誰だれよりも『イール・ダール』を待っていたことは、ここにいる全員が知っていたからだ。

「まぁ、可愛らしい顔立ちをしているし、将来が楽しみだと思えば、それもまた、ね」

「育てるつもりですか」

　呆あきれ顔がおで問いかけたサハルに、タイスィールは意味深に微笑んでみせる。

「俺おれは出るトコ出てて締まってるトコは締まってる色っぽい姉ちゃんがよかったんだ！」

　カイスの吠ほえるような叫び声に一同は苦笑するが、少女の顔を覗き込んだサハルが、ふと呟いた。

「こうなっては、ここにサーディンがいなくてよかったですね」

　タイミングが合わず、迎むかえに出られなかった候補者はあと二人いる。

　そのうちの一人が、男女かまわず可愛いらしい子が泣いている顔がなによりも大好きだという、少々嗜し好こうに難があるサーディンだ。

　可愛いと思った人物にはとことんしつこく絡からみ、言葉通り泣くまでちょっかいを出し続ける。子供のソレとは違ちがう行きすぎた『意地悪』な言動は度たび々たび、村でも王都でも問題になった。

　華奢で儚はかなげな少女なんて、彼からすれば格好の獲え物ものだろう。加か虐ぎやく趣しゆ味みもあるとまことしやかに噂うわさされる彼が、ちょっかいを出さないはずがない。今は少し離れた王都で暮らしているサーディンが村に帰って来ると、気の強いニムですら遭そう遇ぐうするのを恐おそれて家から一歩も出ないのだ。

「まぁ、花嫁云うん々ぬんは別にして、こんなに素す晴ばらしいオアシスが出現したことを、素す直なおに喜びましょう」

　沈んだ空気を払ふつ拭しよくするように、サハルは口にしてしまった責任からフォローした。

「まぁな」

「それに、女性の年ねん齢れいというのは分からないし、案外これで成人しているかもしれないよ？」

　サハルに続き明るい口調でタイスィールも口を開く。

　カイスは顔を上げ改めて少女の顔を覗き込み、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

「間違いなくガキだろ……泣かなきゃいいけどな」

　突然訪おとずれることとなった『異世界』に。

　きっと親はとても心配しているだろう。同じ年頃の妹がいるサハルも、アクラムの腕うでの中で穏やかに寝ね息いきを立てている少女の顔を再び眺ながめて、表情を曇くもらせる。

　カイスの言葉に一同は思い思いの表情を浮かべて、自分の馬へと戻もどっていく。

「子供……」

　一人取り残されたアクラムは、異世界からの『花嫁』を見下ろすと、外套らしきもののボタンを外し、遠慮なく胸むな元もとに手を突つっ込こんだ。眠ねむりが深いのか幸いなことに少女が目を覚ます気配はなく、無造作に摑つかんだ膨ふくらみは顔に似合わず大きく柔らかい。

　こてん、と首を傾かたむけたアクラムはしばらく考えていたが、既すでに馬上で先を進んでいたカイスに急せかされ、少女を抱え直して再び歩き出した。
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（誰か──いる）

　意識が浮ふ上じようして、目を開ける前に人の気配があることに気付いたのは、ずっと一人で暮らしていたからだろうか。

　小さく、けれど確かに聞こえた衣きぬ擦ずれの音に、心臓が大きく跳はねる。寝起きの気だるさなど一気に吹ふき飛とび、泥どろ棒ぼうだろうかと強い恐きよう怖ふを覚えた。

　慎しん重ちように瞼まぶたを押おし上あげると、見慣れない白い天てん井じようが目に映る。等とう間かん隔かくで並ぶ木の枠わくは傘かさの骨組を連想させた。

（え……）

　そこは見慣れた自分の部屋ではない。その事実に愕がく然ぜんとする。

「目を覚ましたのかい」

　しわがれた老人の声が、突然耳に飛び込んできてマコトは文字通り飛び上がった。慌あわてて上半身を起こし、声のした方向に体ごと視線を向ける。

　そこには臙えん脂じ色の民族衣い装しようらしき服を着た老人がいた。地理の教科書で見たアラブ系の人の服によく似ている。白く長い鬚ひげがまさにそのものだ。

（誰？）

　その後ろには赤しやく銅どう色の髪を持つ若い男が控ひかえていた。すぐに目を向けたのは、その変わった髪の色と、片方の目を黒い革かわのようなもので隠かくしているというのに、突つき刺ささるようなきつい視線を感じたからだ。

「顔色が悪いね。まだ横になっていた方がいい」

　反対側から労いたわるような優しい声がして、マコトは男の視線から逃のがれるように振り向く。目が合うとにっこりと微笑んだその人に、マコトは状じよう況きようを忘れて一瞬見み惚とれてしまった。

（綺麗な人……）

　美しい顔立ちは最初女性かと思ったが、広い肩かた幅はばと喉のど仏ぼとけで男性だと判断できた、が。

（ぼうっとしてる場合じゃないってば……っ）

　はっと我に返り、マコトは再び老人に視線を戻した。

　老人を含め、男達は彫りの深い顔立ちで、明らかに日本人ではないことが分かる──が、彼らが話しているのは流りゆう暢ちような日本語だ。不自然なアクセントもなく目を閉じて聞けば、同じ日本人だと思っただろう。それがまた得体の知れなさを増ぞう幅ふくさせる。

　落ち着かず周囲を見渡すが、部屋はあまり広くはなく、老人と若い男二人以外に人ひと影かげはない。

（なに、この人達、誰？　私なんでこんな所に寝ていたの……？）

　男達の背後の壁かべは、湾わん曲きよくしていて緩ゆるやかな半球を描いている。

　壁には見たことがない模様が刺し繡しゆうされている布が掛けられていた。中央に吊つるされた橙だいだい色いろの大きなランプが部屋を同じ色に染めている。そんな異国めいた変わった部屋に、男達はしっくりと馴な染じんでいた。

　そう、自分だけが異質だった。

「ようこそ。『イール・ダール』」

　忙せわしなく視線を動かすマコトに、老人は穏やかな笑みを浮かべそう声を掛ける。

（イール・ダール？　ってなに。外人さんだから、挨あい拶さつの言葉かなにか？）

　とりあえず状況を理解しようと、マコトは一いつ生しよう懸けん命めい記き憶おくを辿たどる。どんな時でも冷静でいなければ、という防衛本能が先に働いた。

　今日は高校の卒業式だった。学校を出て、そう、家まで戻ってきた。

　玄げん関かんの鍵穴に鍵を差し込もうとして──鈴が落ち、それで、──それで──。

「……え」

　戸と惑まどいが口をつく。

　……分からない。綺麗にその後の記憶がない。

　妙みような黒い穴に落ちた気がする。黒い黒い闇。けれど不思議と『落ちる』感覚はなかった。

「ここは、あの、──どこ、でしょうか」

　頭がおかしいと思われるのではないだろうか。そう不安になったが、男達の風ふう貌ぼうと部屋の様子に、聞かずにはいられなかった。

（あの時貧ひん血けつでも起こして幻まぼろしを見た、とか。それで倒れてるところを助けてもらったとか？）

　上からだんだん視界が暗くなる感じは、確かにそれと似ていた気がする。

　だけどそれはあまりに都合のいい展開だと思った。

「この世界に名など付いていない。ただお前がいた『地球』という所とは違う場所だ」

　老人の後ろから静かな声が上がる。先程からマコトを睨にらみつけてくるあの赤い髪の男だ。

「まぁ、嬢じようちゃん達の言葉で言うところの『異世界』じゃな。タイスィール、お前の方がよく知っているじゃろう。説明してやりなさい」

　なんだろう、これは。なんの冗じよう談だん？

　タイスィールというのは、どうやらあの綺麗な顔の人の名前らしい。名指しされた彼は、肩を竦すくめて芝しば居いがかった仕草で口を開いた。

「さて、なにを見せればお嬢さんは信じてくれるのかな？」

　組んでいた長い足を解ほどき、壁伝いに歩いたかと思うと一気に窓を開け放つ。四角く切り取られた木の窓から見えたその景色は無数の星。明るい月が砂しかない地面を照らしていた。

「……砂漠」

　月の砂漠、そんな古い歌を思い出した。テレビで見た歌の映像にそっくりだ。

「そう。ここはね、サブールっていう砂漠の真ん中だ。少なくとも君が住んでいた場所にはなかっただろう？　……あとは魔ま法ほうだね。ナスル、簡単な魔法を見せてあげて」

　そう言ってタイスィールが赤い髪の男に視線を向ける。するとナスルと呼ばれた男は無言のまま右手をマコトの前に差し出した。聞き取りづらい発音で呪じゆ文もんらしきものを呟くと、その手のひらに小さな青い炎ほのおが生まれる。光はゆらゆらと揺らいで、男が手を握り締めるとすぐにかき消えた。

　その一連の動作を、マコトはただ呆然と見つめていた。

（ちょっと、待って……）
















　異世界、魔法、そんな単語と今見た炎が頭の中でぐるぐると回っている。

「あ、あの、でも日本語」

　はっと気付いて、縋すがるように口に出す。

　そう、異世界なんて言うのならば、彼らが日本語を話しているのはおかしい。

「ふむ、嬢ちゃんはニホン出身なんじゃな。残念ながら我々には嬢ちゃんが話している言葉は、この世界の共通語に聞こえとる。歴代の『イール・ダール』は全てそうじゃった。女神の祝福のひとつだと言われておるよ」

「女神の祝福……」

　全ての逃げ道が塞ふさがれどう反応すればいいのか分からず、マコトは混乱してまとまらない思考を抱えて唇を嚙み締めた。

　月並みに夢ではないかと左の手の甲こうをつねってみる。

　──痛い。ちゃんと痛みはある。

（私起きてる、よね？　ほんとにこれ現実……？）

　バイトの休きゆう憩けい室に置いてあった漫まん画が本ぼんで読んだことがある。

　異世界に召しよう喚かんされた普ふ通つうの女子高生が、女神の化け身しんだとか言われて、世界を救うのだ。まさにその冒ぼう頭とうのシーンを再現したような一幕だった。

「……あの私、特とく殊しゆな能力とか持っていません」

　とりあえず思い浮かんだ言葉を口に出すと、目の前の老人は、肩を揺らして笑った。タイスィールも苦笑していたが、ナスルだけは無表情を貫いている。

「大だい丈じよう夫ぶじゃよ。別にお前さんに世界を救ってもらおうとは思っておらん」

「私に言わせれば、無関係のか弱いお嬢さんに救われなきゃ存在できない世界なんて、滅ほろぶべきだと思うけどねぇ」

　まさに先回りされた言葉に、マコトは今度こそ言葉を失った。

（じゃあ、私はなんのために……）

　救世主に祭り上げられるのも御ご免めんだが、逆に存在意義がないのも辛い。

　笑いを収めると、老人は懐なつかしむようにうんうんと何度も頷く。

「うむ、前の娘むすめと一緒じゃな。そういう話やら……なんじゃ、マンガと言ったかの、まだ流は行やっとるんか？」

　前の娘、という言葉に引っ掛かり首を傾げると、老人が懐かしむように目を細めた。

「十年前の『イール・ダール』じゃ」

「私みたいなのが、他にもいるんですか!?」

　つい勢いきおい込こんで声が大きくなる。そうならばこんなに心強いことは、ない。

「ああ、十年前までは二、三年に一度は必ず現れていたからな、ワシが知っているだけで七人はおる」

　老人の言葉になにか引っ掛かったものの、マコトは老人ににじり寄った。

「その人達はどこに……」

「皆みなこの地に留まり、一族の男と婚こん姻いんを結んで幸せに暮らしておるよ」

　まるで幼い孫を相手にするように、ゆったりとした優しい口調で話す。

（婚姻……ってつまり結けつ婚こんってことよね）

「みんなこの世界にいる……ってことは、……」

　嫌いやな予感がして、マコトは言葉を続けた。否定してくれることを期待して。

「元の世界に帰った人はいないんですか……？」

「おらん。戻る方法はない」

　老人はそう言い切り、哀あわれみに満ちた瞳でマコトを見た。

　マコトはぎょっと目を剝むき、前のめりになって老人に食って掛かる。

「こ、困ります！　だって……ようやく高校を卒業できて……働き口が見つかって、……っそうだ、今日バイトに行かなくちゃ、いけないのに……っ！」

　言っていることが無茶苦茶だ。自分でも分かっていたが、なんでもいいから言葉にしなくては、本当にこれが現実になりそうで怖こわかった。夢なら早く覚めて欲ほしい。異世界に飛ばされたなんて悪夢以外の何物でもない。

「何度も言わせるな。お前は元の世界には戻れない」

　老人とは違う、苛いら立だちを含んだ低い声が背後から聞こえる。

　視線を向けなくても分かった。赤い髪の男に違いない。反論を許さないとでも言うような冷たいその声は、マコトの喉のどを凍こおらせた。

「ナスル、そうきつく言うもんじゃない。嬢ちゃん。これも女神が定めた運命と思って諦あきらめてくれんか。向こうの世界に比べたら不便じゃと思うが、慣れればそう悪くもないぞ」

　フォローするように、老人がそう言葉を添そえる。

（諦めるって無理、……なに、一体どうしたらいいの……っ）

　向こうの世界では、行方ゆくえ不明だということになるのだろうか。

　家族はいないが、アルバイト先のみんなに迷めい惑わくが掛かる。身重の奥さんにも心配を掛けてしまうだろう。それに就職先まで世話してもらったのに、店長の顔に泥どろを塗ぬることになる。なによりそれが申し訳ない。恩を仇あだで返すとはまさにこのことだ。

　ぐっと手のひらを握り込み、マコトは顔を上げて老人を見つめた。

「本当に帰る方法はないのですか」

　可能性が低くてもいい。それが心の拠より所どころになれば、なんとかこの世界で生きていけるかもしれない。

　マコトの問いに、老人は鬚を撫なでていた指を止めた。しばらく沈ちん黙もくが続き、訝いぶかしんだタイスィールの呼び掛けに、老人ははっとしたように体を震ふるわせた。

「長老？」

　次いでナスルからも声が掛かる。

「いや、すまない。……懐かしい、と思っただけじゃ。『イール・ダール』が現れるのは久方ぶりじゃからな。──嬢ちゃん」

　そのまま問いをなかったことにされるのではという心配から、マコトが口を開いたが、老人はそれを遮さえぎるように答えた。

「可か哀わい想そうじゃが、元の世界に戻る方法はない。決してな」

　ゆっくりと首を振る。それは諭さとすような優しい口調だったが、同時に反論を許さない強さも含まれていた。

（……嫌だ……っ帰りたい。なんで私が……っ）

　いっそ目の前の老人や、さっきから胡う乱ろんな視線を投げつけてくる男に怒ど鳴なってやりたい。

　けれども、彼らの言うことを信じるのならば、彼ら自身がマコトをこの世界に呼んだわけではないのだ。それにここで反はん抗こうして彼らの不興を買い──例えば、一人どこかに放り出されたとしたら？

（怖い……）

　実際にこうして保護されている時点で、きっと恵めぐまれている。目覚めた時一人だったら、状況どころか右も左も分からない状態で生きてはいけなかったかもしれない。しかもここは砂漠、水も無く一日も過ごせるかどうか。

　そう考えると、無む性しように怖くなった。

　当たり前のように存在していた地面がなくなり、足元が揺らぐ感覚とでもいうのか。起きた時から感じていた不安が大きくなりすぎて、胸が押し潰されそうに苦しい。

　喚わめくことも嘆なげくこともせずに、結局黙だまりこくってしまったマコトを見つめ、老人は物もの憂うげに表情を曇らせた。

「この世界は女が少ないんじゃ。『イール・ダール』……異世界からの娘が現れたら、一族から男を選出して婚姻を結ぶことになっておる。この世界では十六が成人なんじゃが……」

『イール・ダール』という言葉が、自分を指していることは、分かった。しかし。

「婚姻……？」

（私が結婚？　この世界の人と？　異世界に来たことだって受け入れがたいのに、その上結婚なんて──）

　有り得ない。思わず呟いて、マコトは老人を見た。目を細めてマコトを見ていた老人は心得たように頷いてみせる。

「まぁ、嬢ちゃんはまだ小さいから、十六になったらじゃな」

　返ってきた意外な言葉にマコトは、目を瞬いた。

（小さいって私一体、いくつに見られているんだろう）

　確かにマコトは小柄で童顔な方だが、同じ世代の友人よりはしっかりしているつもりだし、実際にそこまで下に思われたことはない。

「十年ぶりじゃからの。一族の男もよりどりみどりじゃぞ」

「……え？」

　老人は面おも白しろそうにニヤリと笑って、マコトを見た。言っていることがよく分からない。

「それで、嬢ちゃんはいくつだね？」

「……十──」

　そこまで言ってマコトは気付く。

（さっき十六で結婚、って言ってたよね。じゃあ十八って言ったら、今すぐ結婚しなきゃいけないってこと……？）

　異世界に来たというだけでも処理しきれていないのに、その上見ず知らずの男と結婚なんてとんでもない。……というか、絶対に嫌だ。

「十四、です」

　少し考えてそう答える。

　さすがに厳しいかと思ったが、意外にもあっさりそうかと頷かれ、マコトは肩かた透すかしをくらった。東洋系の顔立ちは幼く見られるのだろう。複雑な気持ちになって、そう自分を慰める。

「そうかそうか。あと二年か、惜おしいのぉ。『イール・ダール』が現れたのは十年ぶりじゃ。明日にでも盛せい大だいに婚こん儀ぎを行おうと思っておったのに」

「長老、気が早いですよ。まだ相手も決まっていないでしょう」

「しかし、皆が待ちに待った『イール・ダール』じゃぞ。盛大に祝ってなにが悪い」

（このおじいちゃん、偉えらい人なんだ……）

　長老と男が呼んだことに気付き、今いま更さらながらにマコトはそう思い老人を観察する。一体いくつなのだろうか、柔にゆう和わな顔は皺しわだらけで乾いており、百歳を過ぎていると言われても信じられそうだ。

　タイスィールと老人の親しい掛け合いに、先程までの緊きん迫ぱくした空気が幾いく分ぶん和やわらいだ。

　ふむ、と自分の言葉に満足げに頷いて、老人は思い出したように顔を上げた。

「そうじゃ、肝かん心じんの名前を聞いてなかったの。嬢ちゃん」

「……佐々木真です」

　少し躊躇いながらも正直に名乗る。

「ササキマコト？」

　この世界には名字という概がい念ねんはないらしい。妙な発音アクセントでフルネームを呼ばれて、マコトは慌てて首を振った。

「真、でいいです」

「そうか、マコトじゃな。ワシはムルシドじゃ。息子むすこが西の頭領をやっておる。ワシは世話役といったところかの。悪いが色々忙いそがしくてな、もう行かねばならん。孫娘のサラを世話係として寄よ越こすから、それまで不便な思いをさせるがここで生活しておくれ」

　ここで生活、その言葉に改めて気持ちが塞ぐ。異世界で、砂漠。……生活どころか生きていける気さえしない。不安なんて言葉では足りない。得体の知れないなにかに狙ねらわれているような恐怖に近い。しかし、他に選せん択たく肢しは見つからない。

　例えばここから、彼らから逃げたとして、その後は？　窓の外から吹き込む風はひんやりと冷たい。これが昼には立っていられないほどの暑さになるのだろう。この身ひとつでどうやって生きていくというのか。

　マコトはただ頷くことしかできず、そんな自分の無力さに唇を嚙み締めた。

「早さつ速そくじゃが……。さっきも言った通り『イール・ダール』は十年ぶりじゃから、花はな婿むこ候補は全部で七人いる。ここにいるタイスィール、ナスルもそのうちの二人じゃ」

「長老、私は」

　長老の言葉に、それまで後ろで控えていたナスルが困惑したように口を挟はさんだ。しかし、ゆっくりと振り返った長老と目が合うと、最後まで言わず押し黙った。

「よろしくね」

　それとは逆にタイスィールは、マコトに向かってにっこりと微笑んだ。

（候補……って、この人達が……？）

　どう見ても二十代後半にしか見えない。年齢が離れすぎている以前に、二人とも美形すぎて恐れ多い。

　そう思ってあることに気付く。

　もしかして自分と同様に、彼ら自身の意思で候補になったわけではないのでは？

（くじ引きで選ばれた……とか、きっとそういう理由だ）

　候補とはいえ、平凡な自分が相手だなんて申し訳ないと思う。

「婚儀は二年後になるが、今なら好きな相手を選べるぞ。みんなイイ男達じゃからな」

　からかうように笑うと、ふとなにか思いついたように、ぽんと手を打った。

「どっちにしろ孫が来るまでの間、世話人がいるじゃろうて。交流を深めるためにも、順番にそれぞれのゲルに泊とまればいい」

　さらりと続けられた言葉に、マコトの体は凍りついた。

（……見知らぬ男の人と同じ部屋で寝ろってこと？）

「長老、さすがにそれは……」

　言葉を失ったマコトの代わりにタイスィールが助け船を出すが、長老は「なんじゃ、こんな小さな子に一人で眠れと言うのか」と一いつ蹴しゆうする。

　いえ、もう十八なんですが！　いっそそう叫びたかった。

　花婿候補というからには、この二人のように多分妙みよう齢れいの男達だろう。おそらく今いる部屋と同じような狭せまい場所で、見知らぬ男性と二人きり。しかも相手は日ひ替がわりだ。

（無理……嫌）

　マコトは、いっそう顔を白くして首を振った。もともと母と二人きりの生活だ。高校でもそれほど異性と関わる機会は少なかった。その上、小柄で染めてもいない黒髪が大人しそうに見えるのか、たまに使う電車でも痴ち漢かんらしきものに遭遇することがあり、年頃になってからは男性全ぜん般ぱんが苦手になっていた。

「最初はサハルのゲルがいいかのぅ。広いし、ニムの服が借りられるじゃろうから」

　どうすれば断れるのか。マコトが言葉を探している間に、どんどん話は進んでいく。

　タイスィールと長老との間で、今日のマコトの宿しゆく泊はく先は強ごう引いんに決定されてしまった。

　このままでは駄だ目めだ。遠慮しようと口を開いたマコトの言葉を遮るように、コンコン、と控えめなノックの音が狭い部屋に響ひびいた。機き敏びんな動作で扉に向かったのはナスルだ。

「長老、馬の準備が調ととのいました」

　外にいる人影と二言三言話した後、ナスルは長老の傍かたわらに膝ひざをつき報告する。

　闇しか見えない隙すき間まから吹き込む冷たい風に、マコトはぶるりと身を縮めて、掛けられていた毛布を無意識に引き寄せた。

「残念じゃが、ワシはこれで失礼するよ。では、嬢ちゃん、また近いうちに」

　ムルシドはそう言って、毛布の上に置いていたマコトの手を両手で優しく握り締めた。

　皺だらけのしかし温かい感かん触しよくに、その手をじっと凝ぎよう視しする。突然触れられ驚おどろいたが、それは不思議と嫌な感じではなかった。

「元気でな」

　ムルシドはタイスィールの手に摑まり腰こしを上げると、まるで小さい孫にするようにぽんぽんとマコトの頭を軽く撫でて、ナスルと共に出て行った。




（えっと……どうすれば……）

　部屋に残ったタイスィールに、マコトは話し掛けるべきか迷う。

　聞きたいことはたくさんあるのに、なにから聞けばいいのか。それすら頭の中が整理できていない。

（このまま、この部屋にいられたらいいのに……）

　一度、一人になって落ち着いて考えたい。まだ現実味がなくて、夢の中にいるようにぼんやりしている。

（夢ならホントに早く覚めて欲しい……）

　目覚めてから何度も思ったことを心の中で呟くが、そんなことばかりしていても話は進まない。

（……サハルさん、っていう人の所に行かなきゃいけないんだっけ……どんな人だろう）

　老人が言っていたのは確かそんな名前だった。名前を反はん芻すうして二人で過ごす事態を改めて思い出し、マコトは唇を嚙み締める。

　しかし会話のきっかけにはなりそうだ。マコトが思いきって顔を上げるのと同時にタイスィールが口を開いた。

「マコト、でよかったかな？」

　高くも低くもない男の人の声なのに、妙に艶つやっぽいそれに心臓が跳ねる。

　父を幼い頃に亡くしたマコトが、男性に下の名前を呼び捨てにされるなんて初めてのことだ。少し困惑したが、自分のことを子供だと思っているのだから、あまり気にしないようにしよう、と心に決める。

「はい。あの……タイスィールさん、でしたよね……？」

　合っているだろうかと不安そうに首を傾げるマコトに、タイスィールはにっこりと微笑んだ。

「合っているよ。可愛い声で名前を呼んでもらえて嬉うれしいね」

　マコトは反応に困って固まる。お礼を言えばいいのか冗談が過ぎると笑えばいいのか頭を悩ませていると、タイスィールに面白そうな顔で観察されていることに気付いた。彼はなにか考えるように自分の顎あごに触れ、その間も視線は動かない。

（なんだろう……なにか言いたいことでもあるのかな……）

「あの……」

　マコトの声にタイスィールはふっと顔を上げる。それから苦笑し先程と違う砕くだけた笑え顔がおで首を振った。

「ああ、悪いね。少し思い出す人がいて」

　──思い出す人。誰だろうと気になったが、タイスィールが立ち上がったことに気を取られて聞くタイミングを失ってしまう。

「じゃあ今からサハルの所に案内してあげるよ」

「あの……やっぱり、私、ここで一人でも大丈夫だと思うんです、けど……」

　じっと見つめられて言こと葉ば尻じりが弱くなる。そんなマコトを気き遣づかうようにタイスィールは眉まゆ尻じりを下げた。

「そう、気持ちは分かるんだけど、ここは私のゲルでね。普ふ段だんなら大だい歓かん迎げいなんだけど……君も聞いていただろう？　長老命令だからね。私の一存では決められないんだ」

　ごめんね、と申し訳なさそうに言い添えると、マコトは慌てて首を振った。

「それに時々隙間から毒虫やら蛇へびやら入ってくるから危ないんだ」

（毒虫……砂漠ならサソリとか……？）

　テレビや図ず鑑かんでしか見たことがないそれを頭に思い浮かべてぞっとする。……確かに自分一人では対処することはできないだろう。

「じゃあ行こうか」

　外へと促うながされおそるおそる小さな扉をくぐる。そして刺すような外気の冷たさに一度身を竦めたものの、吸すい込こまれるような夜空を仰ぎ見て──一瞬、状況を忘れた。

「すごい……」

　思わず感嘆の声を上げる。降るような星空とはまさにこのことだろう。そのまま見入ってしまい、いつの間にか隣となりに並んだタイスィールに「風か邪ぜをひくよ」と囁ささやかれてやっと我に返った。

「っあ……すみません」

　バツが悪くなって視線を逸そらす。そのまま振り返り今までいたゲルを見つめて小さく呟いた。

「こんな風になっていたんですね……」

「ああ、見るのは初めてだろう？　今は住んでいる人は少ないけれどゲルというんだよ」

　月明かりに白く浮かぶドーム状のゲルは、砂漠の闇に映えて幻げん想そう的だった。

「サハルはね、王宮で文官をしているんだ。博識だから、分からないことがあれば彼に聞くといい。知りたいことが、たくさんあるだろう？」

　はい、と返事をしたものの、吸い込まれそうな夜空に見み惚とれてつい足が遅おそくなる。

「本当に風邪をひくよ？　星を見るなら後ろから抱だいて温めていてあげようか」

「……大丈夫です！」

　タイスィールの言葉にマコトはぶんぶんと首を振り、大きく後ずさる。

「遠慮しなくてもいいよ？」

　いかにもというような、からかう表情を浮かべて近付いてきたタイスィールに、マコトが慌てて距きよ離りを取ろうとしたその時、二人の間を穏やかな声が割った。

「貴方あなたはなにをしてるんですか。子供に迫せまるなんて常識を疑います」

　呆れた口調の男を見上げ、マコトはほっとしたように白い息を吐いた。

（助かった……の、かな）

　動きを止めたタイスィールから、じりじりと後ずさり間かん隔かくを空ける。

（子供だと思ってからかってるのかな。それとも噓うそをついたのを怪しまれている？　……よく分からない）

　けれど、タイスィールという人は本当に綺麗な顔立ちなのだ。むやみやたらと甘あまい言葉を囁かないで欲しい。

「仮にも王の親衛隊だった私になんてことを言うんだサハル。わざわざ迎えに来てくれたのかい？」

　気分を害したとばかりに、タイスィールはわざとらしく眉を寄せて青年を見た。

（この人がサハルさん、なんだ……）

　年齢はタイスィールと同じか少し下だろうか。タイスィールのように華はなやかではないものの彼も端正な顔立ちをしている。その髪も瞳もマコトにとっては馴染みのある色で、なんとなく親しみを感じた。自分と変わらない黒髪はひとつにまとめられ夜風に揺れている。

（あ、でもよく見ると焦こげ茶ちや色……かな）

　灯あかりと共に歩み寄って来たサハルを間近に眺めて、心の中で修正する。

　目が合うとふわりと柔らかく微笑んだサハルにマコトは慌てて会え釈しやくする。穏やかな雰囲気を纏まとっていて優しい感じがした。そのせいか、身長は皆と同じように見上げるほど高いが、威い圧あつ感は感じなかった。正直、ナスルやタイスィールよりは親しみやすそうだ。

「ええ、長老が出発前に立ち寄られまして、……今日は私が『イール・ダール』をお預かりすることになったみたいですね」

「そう。ほらマコト、彼がサハルだ。じゃあ後はよろしく。マコトまたね」

「……あ、はい……あの、ありがとうございました」

　短い道案内だったが律りち儀ぎに頭を下げたマコトに、タイスィールはふふっと小さく声を立てて笑った。そんな女性めいた仕草すらも不自然ではないことにマコトは妙に感心してしまう。そして、言い忘れた、とでも言うように振り向いてタイスィールは片目を瞑つぶってみせた。

「そうそう。君の花婿候補に私も入っていること、忘れないで？」

「……あ、はい……」

　ニッコリ笑って言われたその言葉に、マコトは思わず返事をしたものの反応に困る。

（……もしかして、遠回しに迷惑だと言われてる？）

　しかし彼の口調は楽しげで、どちらかというとからかっているように思えた。困って黙り込んだマコトの隣で、サハルは訝しげな視線をタイスィールに向ける。そんな二人の様子に笑みを深めたタイスィールは、今度こそ自分のゲルへと戻っていった。




「行きましょうか。私のゲルはこちらです。足元が暗いですから気を付けてくださいね」

　タイスィールを見送った後、さりげなく差し出された手に、マコトはおずおずと自分の手を重ねる。確かに慣れない砂は足を取られるし、自分のつま先も見えないほど真っ黒だ。

（優しい人みたい……）

　掛けてもらった言葉はその容よう貌ぼうと同じく穏やかで優しい。男の人と二人きりになることには抵てい抗こうがあるが、最初に泊まるのが彼のゲルでよかったかもしれない。

　先程までいたタイスィールだったら、なにを言われるのかと四六時中緊きん張ちようしてしまうだろうし、ナスルに至っては一晩中睨まれ続け、眠るどころではなさそうだ。

　少し歩いて、さっきまでいたタイスィールのゲルより少し大きなゲルの前で立ち止まる。

　同じようなゲルが並んでいるから、しっかり覚えておかないと間違えそうだ。

　サハルに促されるまま、小さな木の扉を屈んでくぐると、中の部屋はさっきと同じような内装だった。しかし部屋の片側に本がぎっしり詰つまった棚たながあり、その前にもたくさんの本が積まれていて、微かすかに古い本特有の匂においがする。

（王宮で文官をしてるって言ってたっけ……）

　文官、は確か役人とかそういう意味だったはずだ。そう言われれば確かにそれらしい雰囲気を持っている。

　先に部屋に入るように促したサハルは扉に近い場所で立ったまま、自己紹しよう介かいを始めた。

「私はサハルと申します。お名前を伺うかがってもよろしいですか」

「はい、さ……真です」

　今度は最初から下の名前だけ名乗る。サハルは確かめるように口の中で繰くり返かえし、にこりと微笑んだ。

「マコトさん。よければ着き替がえませんか。妹の服でよかったらどうぞ。その格好では寒いでしょうから」

　マコトが今着ているのは、冬物のセーラー服だ。少し外に出ただけなのに、剝き出しだった足がすっかり冷え切っていた。しかも今まで気付かなかったのが不思議なくらい砂だらけで、セーラー服の紺色が薄うすく見えるほどに白くなっている。

（ゲルに入る前に、砂を落とせばよかった）

　そう思ってマコトは後こう悔かいする。このままでは絨じゆう毯たんを砂まみれにしてしまいそうだ。一晩お世話になるのに、これ以上迷惑を掛けたくない。

「着られそうなものを用意しておきました。では、私は外で待っていますね」

　サハルはそう言うと予あらかじめ用意していたらしい服を差し出した。マコトが受け取ると再び扉を開けてゲルから出て行く。

　第一印象は正解だったらしい。マコトのことを子供だと思っているはずなのに、わざわざ着替えのためだけに、外で待っていてくれるなんて紳しん士し的だと思う。

（……それとも、年齢のこと、本当は分かっている？）

　疑ってしまうのは、思わせぶりな行動をしかけてきたタイスィールのせいだろう。

　少し考えてマコトは首を振った。彼らが敢あえて騙だまされたふりをする必要はないはずだ。

　手渡された着替えを見下ろし、絨毯が敷しかれた床に服を並べる。ボタンのついたワンピースが二枚。厚いものと薄いものがあるから、重ねて着るのだろう。それから下にズボンらしきものを穿はくらしい。これも生き地じが厚くて温かそうだ。

　まずスカートの下からズボンを穿く。少し余ったので折り返すと、次にセーラー服の砂すな埃ぼこりを落とさないように、慎重に上着を脱ぬぎそのまま丸めた。下着とタンクトップ一枚の剝き出しの肌はだに冷気が刺さって、マコトは大きく身体を震わせた。

（砂漠の夜って寒いんだ……）

　先程はよほど満天の星空に夢中になっていたらしい。確かに状況を忘れて見入ってしまうほど幾いく千せんの星が瞬く砂漠の夜空は美しかった──が、今になってその寒さが身に染しみて、急いでワンピースに袖そでを通す。かじかんだ指で、前のボタンを留とめようと見下ろした途端、マコトは固まってしまった。

（……胸が、留まらない……）

　両りよう端はしを引っ張ってみるが、なんとかなるレベルではない。小柄な癖にこんなところだけ発育がいいのも困りものだ。

（妹さんっていくつなんだろう）

　そんな疑問が頭に浮かぶ。例えばもう少し胸が小さかったとしても、入りそうにない。サハルの妹なら二は十た歳ちは超こえているだろうと勝手に思い込んでいたが、もしかするとまだ子供なのかもしれない。

　袖そで丈たけはなんなら少し長いくらいだ。厚い方のワンピースなら少し大きめだろうかと思ったが、結果は同じだった。

（どうしよう……、制服も、砂だらけだし……）

　サハルはこの寒空の下、外で待ってくれているのだ。これ以上待たせるのも悪い気がしたマコトは、ワンピースを丁てい寧ねいに畳み直し、再びセーラー服の上着を頭から被かぶった。スカートは脱いで下はズボンなので、戦時中の女子学生のようだ。

「サハルさん」

　マコトが呼び掛けると、律儀に「入りますよ」と念を押してサハルは中へ入ってきた。奇き妙みような出いで立たちになったマコトの姿を見て、数回目を瞬かせる。

「もしかして着方が分かりませんでしたか？」

　優しく問われて、マコトは言い淀む。

　サハルは床に折おり畳たたまれたワンピースに視線を向けて、少し困ったように眉を寄せた。

「好みに合わないかもしれませんが、その上からでも身に着けた方がいいですよ。朝方はもっと冷えますし」

　幼い子供に嚙んで含めるような口調に、マコトは本格的に困ってしまった。わざわざ用意してもらった着替えを選より好ごのみするほど我わが儘ままだとは思われたくない。そして同時にサハルが年齢を疑っていないことも確信した。だからこそ、本当に優しくしてくれるサハルに誤解されたくないと思った。

「あの、そうじゃないんです……用意してもらったのに、ごめんなさい。……その、入らなくて」

「……？　妹は貴方よりも年上で背も高いのですが……」

　このままでは延々とこの繰り返しだろう。

（ああ、もう……っ）

　マコトはサハルから視線を外すと、思いきったように口を開いた。

「む、胸が、入らないんです……っ」

　恥はずかしいなんてものじゃない。なにが悲しくて会ったばかりの男に、自分の胸の大きさを打ち明けねばならないのだろう。

　マコトの勢いに驚いたサハルは、一瞬釣られたようにマコトの胸元に目を向ける。しかしすぐに自分の不ぶ躾しつけな視線に気付き、急いで逸らした。

「……そうですか。では、私の服でもかまいませんか？」

「それでお願いします……」

　淡たん々たんと代だい替たい案を提示されて、マコトは恥ずかしさに頰ほおを染めて俯うつむきながらただ頷くことしかできなかった。

（……私の馬ば鹿か）

　一人で意識して、恥ずかしがっている自分が情けなくなった。




　結局、前が留まらない服と、肩が抜ぬけそうなほど大きい服、どちらがマシだろうと考えてマコトは後者を選択した。再び着替えを用意し、ゲルから出て行ってくれたサハルに感謝して、急いで服を着替える。

「服の中で泳いでますね」

　ゲルの中に戻り、開口一番にそう言ったサハルの目は優しく、からかっている感じはなかったのでほっとした。

「明日、服を手配しますね。今日はそれで我が慢まんして頂けますか？」

　マコトが頷くと、サハルは気が利かなくて申し訳ありません、と頭を下げた。

「いえ……っこちらこそ、迷惑を掛けてすみません」

　恐きよう縮しゆくしたようにマコトが慌てて前に出した両手を振る。その仕草に大きく襟えり元もとがずれ、白い肩が剝き出しになった。こほん、と咳せき払ばらいしてからサハルはそれとなく目を逸らす。

「ではもう夜も遅いのでお休み下さい。私が使っていた寝ね床どこで申し訳ないのですが」

　サハルが示した場所を見てから、マコトは部屋の中に視線を巡めぐらせる。毛布が重なった寝床らしき場所は、そこしかなかった。

「あの……サハルさんは、どこで寝るんですか」

「仕事が立て込んでいましてね、今日はもともと眠らない予定だったのですよ。だから遠慮なく使って下さい」

（忙しい……なら、あんまり話し掛けちゃ駄目だよね。色々聞きたかったんだけど……。でも、眠らない予定だったって本当かな……）

　やはり自分に寝しん台だいを貸すための優しい噓なのだろうか。マコトには分からなかった。

「長老が慌あわただしく出発してしまいましたから、この世界のことをちゃんと教えてあげるようにと言いつかっています。まだ眠れないようでしたら、お話ししましょうか？」

　考えていたことが顔に出たのか、と思うくらいタイミングよくサハルがそう切り出した。

　慣れない砂漠の冷たい風に触れたせいか体もだるくて、精神的にも疲つかれている。もう考えることも放ほう棄きして、眠ってしまいたい気もしたが、こんな中ちゆう途と半はん端ぱに不安な状態では嫌な夢を見そうだ。

「でも、忙しいんじゃ……」

　躊躇いを見せたマコトに、サハルが大丈夫ですよ、と笑ってみせた。

「どちらにせよ徹てつ夜やには変わりませんし、少し一息つきたいところだったんです。ああそうだ。お茶でも飲みましょうか」

　そう言って部屋の奥に向かおうとしたサハルに、マコトは反射的に「大丈夫です」と遠慮しようとした。しかしそれよりも早くサハルが振り返り微笑んで首を振る。

「私が飲みたいので、付き合って下さい。それに実は先程淹いれたばかりなんです。それを用意するだけですから」

　……そう言われてしまえば遠慮することは、できない。確かに目が覚めてからなにも口にしておらず、緊張の連続に喉も渇かわいていた。

「ありがとうございます」

　そう言って頭を下げたマコトにサハルは頷き、棚の中から器うつわを取り出した。

　しばらくして、サハルから渡された器からは不思議な香かおりがした。ハーブティに似ているかもしれない。カモミールかレモンバーム？　オレンジの香りも仄ほのかに感じる。一度だけ友人と一緒に行った専門店で飲んだものに似ていて、そしてなにより甘い。普段なら甘すぎると思うほどの砂糖の量だったが、今の張り詰めた神経にはこれくらいがちょうどいいと思った。柔らかな湯気に、緊張も少しずつ解けていくような気がする。

「では、まず『イール・ダール』について説明しましょうか。長老はどこまで？」

「えっと……私みたいに異世界から来た女の子を『イール・ダール』って……あと、現れるのは十年ぶりだって聞きました」

　途と切ぎれがちなマコトの言葉に、サハルは丁寧に頷いてくれる。

　話の段取りを組み立てていたのか少し考えるように間を空けた後、サハルはゆっくりと説明を始めた。

「『イール・ダール』は昔の言葉で、イールはこの大地を造り上げた女神の名前、ダールはその娘、という意味です。神話になるのですが、千年前この世界は戦いくさが絶えず、悲しみに暮れたイールが、大地から女を全て消し去りました。伴はん侶りよや娘を奪うばわれた男達が戦をやめ、女神に平和を誓ちかうと、女神は自分の娘を大地の祝福と共に地上に遣つかわしました。それが『イール・ダール』の始まりと言われています」

「大地の祝福？」

「ええ、この砂漠の大地に娘とオアシスを贈おくるのです。貴女あなたが現れた時も、昨日までなかった砂漠にオアシスができました。……とても綺麗でしたよ」

「オアシス……」

　そう口に出してみるものの、どうにも想像できない。いや、魔法が存在する世界なのだ。それくらいで驚いていては駄目なのかもしれないが。

「他に質問はありますか」

　そう促されてマコトは必死で頭を働かせる。忙しそうだしあまり時間を取らせたくはない。けれど、頭の中はまだ混乱していて整理ができていない。

　サハルはそんなマコトの焦しよう燥そうを悟さとったのか、「ゆっくりでいいですよ」と、言い添え微笑んだ。その優しい笑顔にマコトは少しだけ表情を和らげると、ようやく思いついたことを口にした。

「さっきタイスィールさんに聞いたんですけど、サハルさんは王都で文官をされているんですよね？　王様がいるってことは、この国は君主制なんですか？」

「基本的には違いますね。王の権力は絶対的なものではありません。この大陸の中心に王が治める王都がありますが、その周りに砂漠の民族が四つ存在し、それぞれが小さな国家のような自治体として独立しています。私たちはそのうちのひとつ、西の民たみと呼ばれる一族です」

　サハルの説明にマコトは首を傾げる。

「……じゃあ、王様ってなんのためにいるんですか？」

「王は全てを統すべる存在ではなく、女神の『監かん視し者しや』なんです。だから敬われ慕したわれる」

　よく分からない、とマコトはますます首を傾げた。

「えっと……その四つの民族が、戦いとか……しないように見張っているってことですか」

「それも仕事のひとつですね」

　曖あい昧まいな同意は違うということなのだろうか。

　よく分からない。これ以上聞いても今は理解できそうになかったマコトは、質問を変えた。

「王都で働いているってことは、……サハルさんは、普段ここで生活されていないんですよね？　ここには、なんのために……？」

「ここは二十年前まで、もともと西の一族が住んでいた土地なのです。たくさんゲルがあったでしょう？　一年に一度、ここから馬で二時間ほどの所にある聖地で、成人した独身の男が集まって祭さい壇だんで『イール・ダール』の出現を祈いのるのです。今、ちょうどその時期で……、貴女と会えたのは本当に幸運でした」

　つまりはここには、若い男しかいないということだろうか。異性には聞きづらいことだってあるのに……、とマコトは肩を落とした。

　ああ、だから孫娘を寄越す──と言ったのか。ムルシドの言葉の意味をようやく理解する。

「皆さん、王都に移住されたんですか？」

「いいえ。その近くのオアシスに村を作って生活しています」

　穏やかなサハルの声は、目覚めてからずっとざわざわしていた気持ちを落ち着かせてくれる。マコトは残り少なくなったお茶を飲み干す。温かいお茶のおかげか体がぽかぽかと温かい。気付いたサハルがお代わりを勧めてくれたが、マコトが首を振って断ると器を引き取ってくれた。

　まだ聞きたいことは山ほどある──のに、瞼がだんだん重くなってくる。やはり疲れているのだろうか……。

　うつらうつらと船を漕こぎ出したマコトの様子に苦笑しつつ、サハルはしばらく考えるように間を空けてから口を開いた。

「私もひとつ、聞いてもいいですか？」

「……え？　はい」

　慌ててごしごしと瞼を擦こすったマコトに、サハルは躊ちゆう躇ちよする様子を見せたが、静かな口調で言葉を続けた。

「どうして、そんなに落ち着いていらっしゃるのです？」

　マコトは一瞬目を見開き、それから曖昧に困ったような笑顔を作った。

「落ち着いて見えますか……？　今も、どうしようかって……」

「元の世界に帰れないことを長老から聞いたはずです。ましてや貴女は子供なのですから、もう少し取り乱してもいいと思うのですが」

（そんなこと言われても……）

　サハルの質問に戸惑いつつも、マコトは正直に答えた。

「……私にも分かりません。さっきも言った通りです。戸惑っているし、今も不安でたまりません」

　それでも、確かに騒さわいだり泣いたりはしていない。それよりも、──帰れないのなら、お世話になるであろう人達に迷惑を掛けてはいけない、とそう思っただけだ。それに。

（そうか。変わらないんだ……）

　ふと思いついて自分でも納なつ得とくした。向こうの世界でも高校を卒業し、来月から社会人として働くことになっていた。新しい環かん境きようという意味なら同じだと言えるかもしれない。

　世界は違うけど、と心の中で呟いて、──虚むなしくなって考えることをやめた。

（え……っと……なにを聞かれていたんだっけ……）

　本格的に瞼が重くなってきたのと同時に、頭の中に白い靄もやのようなものが掛かって、思考がうまくまとまらない。

「もともと、思っていることが表情に出ない性格なのかもしれません」

　説明するのが面めん倒どうで、マコトはそう言って話を終わらせようとしたが、サハルはそれを許さないとでも言うように、黙ったままだ。

「……それに、心配してくれる家族もいませんし」

　静せい寂じやくに焦じれたマコトが付け足すように呟いた言葉に、サハルの目が細く眇められる。

「お一人でしたか」

　同情している色はない淡々とした口調に、マコトは逆にほっとした。こういう時、気を遣われるのが一番辛いのだ。必要以上に平気なふりをしなければいけなくなるから。

　母一人子一人で、生きてきた。

　母は若くして自分を産んだことで、生家から縁えんを切られ親しん戚せき付き合いは一いつ切さいなかった。父のことを尋たずねても母は微笑み、ただ『とても優しい人よ』と繰り返すだけで、どこの誰かは一切教えてもらっていない。深く追及しなかったのは、その笑顔が本当に綺麗で幸せそうだったからかもしれない。

　それに知りたいと思ったのは本当に幼い時だけで、小学校も中頃になればマコトも父のことを尋ねることはなくなった。同じような境きよう遇ぐうの子供は珍しくなかったし、もともといなくて当たり前の存在を気に掛ける必要もなかった。

　……もしかすると母の葬そう儀ぎには現れるかもしれないと、ほんの少しだけ期待したが、やはりそれらしき男性が現れることはなかった。

「ええ。……母と二人だったんですが、去年病気で亡くなってそれから一人暮らしをしていました。……今日、高校……えっと、学校の卒業式だったんですよ。あの、学校って分かりますか？」

「ええ。王都にもありますよ」

　サハルは優しく頷いて、続きを促す。

　なにを一人でべらべらと喋しやべっているのだろう。と、不思議に思う。やはり異世界に混乱しているのだろうか。止めてくれればいいのに、自分を見るサハルの目が優しいから、止められない。……違う、止まらないのだ。口を噤つぐめば、違うものが溢あふれ出だしてしまいそうで。

「……で、一時は学校も辞めるべきかと悩んだんですが……お母さんの希望でもあったし……本当、無事に卒業できてよかった」

　実際金銭的に辛かったのは、母が亡くなってからではなく入院中だった。放課後から深夜までぎっしりとアルバイトをしなくては生活できなかった。入院費はわずかな貯金と保険で支し払はらえたが、家賃を含めた生活費を工面できず、いっそ退学してその分働いた方がいいのではないかと何度も思ったものだ。

　けれど、そうすればきっと母は気に病やむだろう。だからこそなるべく母の前だけでも普段通りの生活を送ろうと思った。亡くなってからもそうだ。きっとどこかで見ていてくれるような気がして、母の看病で重ねた欠席を取り戻すべく、休まず登校し後おくれていた勉強も頑がん張ばった。

　ぽつぽつと呟くように自分の生活を話す。他人が聞いても面白くもない話、本当の日常。しかも時々愚ぐ痴ちまで交じるのだ。自分ならさっさと切り上げて席を立つだろう。

　話を終えたマコトは、もう夢なのか現実なのか区別がつかないほど、襲おそい掛かかってくる眠ねむ気けにぼんやりしていた。

「……そう、頑張ったのですね」

　深く頷いて、サハルが優しく微笑む。

「卒業おめでとうございます」

　そして静かに呟かれた言葉に、マコトは虚うつろに開いていた目を大きく見開いた。驚いた顔でなにか言おうと口を開きかけて、しかしすぐに閉じる。

「どうかしましたか？」

「いえ……まだ誰にも言ってもらってなかったから、……多分、嬉しくて……」

　駄目だ。そう思って奥歯をきつく嚙み締める。声も、性別すらも違うのに、その優しい声が母親と被った。そう、きっと生きていれば、こんな風に優しい声で祝ってくれたはずだった。……思えば仏前に卒業の報告もできないまま、こちらの世界に来てしまった。

　頰を伝った涙なみだの感触に慌てて俯いたその瞬間──、気付けば温かい感触に包まれていた。

　サハルに抱だき締しめられているのだと気付いたのは、胸に押し当てられた耳が穏やかな心音を拾った時。決してきつくはない優しい抱ほう擁ように、母を思い出し懐かしさと──寂さびしさを覚えた。母が忙しくて大変なのは分かっていたから、小学校に上がる頃には甘えて抱っこをせがむことはできなかった。……あんなに早くいなくなるのなら、我儘でも何度も抱き締めてもらえばよかった。そんな気持ちが込み上げたせいかもしれない。出で逢あったばかりの人だというのに、離れることもせずそのまま身を任せてしまいたい気持ちになって、いっそう涙が止まらなくなった。

「す、みません……泣いたり、して」

　どうにか声を落ち着かせようとするが、どうしても震える。背中を撫でる大きな手が心地ここちよくて鼻の奥がツンとする。

「いいえ、貴女は……多分、色んなものを我慢しすぎているみたいですね。子供なら子供らしく大人に甘えなさい」

　色んな感情を溶とかすような優しい声が耳元で響いて、もう我慢ができなかった。それでもみっともなく泣くのは嫌で、マコトはきつくサハルの服の裾すそを摑んで嗚お咽えつを嚙み殺した。
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　しばらくしてから聞こえてきた微かな寝息に、サハルはそっと体を離した……が、少女の手が自分の服をしっかりと摑んでいた。

　涙で冷えた頰に触れてそっと顔を覗き込めば、腫はれた瞼が痛々しかった。ずっと嚙み締めていたせいだろう、小さな唇が赤く充じゆう血けつしていた。

　突然異世界に飛ばされて──色んなことがあって疲れたのだろう。

　そっと額にかかった前髪を梳すくと、ふとその下に視線が向いた。大きすぎる服のせいで襟元から白く形のいい膨らみが覗く。抱き寄せた拍子に感じた戸惑いを思い出し、慌てて視線を外した。

　起こさないように慎重に寝台に横たえてみれば、サハルの服を摑んでいるせいで横向きになった少女の体の線は滑なめらかな女性らしい起き伏ふくを描いていた。泣き腫らした幼い顔にその肢し体たいはとてもアンバランスで──。

（……本当に十四歳なのだろうか）

　理知的な色を称たたえた瞳、しっかりした口調。そしてどこか憂うれいのある微笑み。どれをとっても同じ年頃の自分の妹とはまったく違う。
















　先程別れる前に見たタイスィールの意味深な微び笑しようを思い出す。

『そうそう。君の花婿候補に私も入っていること、忘れないで？』

　含みのある声こわ音ねだったが、あれは候補から外れるつもりはない、ということをマコトではなく、自分に知らしめたかったのだろうか。

　だとしたら──

　ほぼ無意識に、サハルはマコトに向かって手を伸ばしていた。

「……ん……」

「……っ」

　小さく寝返りを打ったマコトに、ばっと手を引く。

（──なにを考えている）

　固く握り締めた拳こぶしに力を込める。

　まさかこんな年とし端はもいかない子供に、──ましてや、自分の妹と同じ年頃の少女に断りもなく触れようとするなんて。しかも明らかに『あやす』などという感情ではなかった。

　もともとカイスと違って、サハルは『イール・ダール』を伴侶としたいという拘こだわりはない。それどころか面倒なことには巻き込まれたくないというのが本音だった。現れた『イール・ダール』が幼いこともあり、候補から外してもらうつもりでいたのだが。

　──感情を押し殺して一人で泣く少女を、放っておけないと思った。

　きっと妹と同じ年頃だから。異世界に一人で放り出された少女が哀れで、庇ひ護ご欲をそそられるのだろう。

　サハルは無理矢理そう自分を納得させた。

　分厚い毛布を引き寄せ、マコトの体にそっと掛ける。その指が、自分の服から自然に離れるまで待とうと、その場に寄り添うように腰を落ち着けた。
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（あったかい……）

　マコトは覚かく醒せいしたばかりのぼんやりとした頭でそう思い、猫ねこのように丸まった。

　温かいものに包み込まれている感かん触しよく。随ずい分ぶんと久しぶりな感覚だったけれども、それがなんだったか、いつのことだったのか思い出せない。

　心地ここちよい温かさに頰ほおを摺すり寄せ、もう少しだけ、とそう思った瞬しゆん間かん、急にその『温かいもの』がもぞりと動いた。

「……っ！」

　慌あわてて瞼まぶたを限界まで押おし上あげると、目の前に男のものらしき尖とがった顎あごがあった。男だと分かったのは大きくせり出した喉のど仏ぼとけとぽつぽつと固そうな──いわゆる無ぶ精しよう髭ひげが同時に目に飛び込んできたからだ。

　驚おどろきそのまま視線を上げると、少し眠ねむそうな、しかし穏おだやかな茶色い瞳ひとみとかち合った。

（サ、ハルさんだっけ……!?）

「起きましたか」

　目が合うと、サハルは昨晩と同じ優やさしい微笑ほほえみをその顔に浮うかべ、おはようございます、と挨あい拶さつを口にした。

「えっあ……」

　一体どうなっているのか、とマコトが状じよう況きようを理解できず、目を白黒させていると、それを察したらしいサハルが、ゆっくりと説明を始めた。

「申し訳ありません。昨晩話をしたままマコトさんが眠ってしまいまして……服を、ですね、放してくれなかったものですから、──そのまま私も眠ってしまいました」

　そういえばさっきからなにか摑つかんでいる右手を見下ろし、マコトは顔色を変える。

　それは間ま違ちがいなくサハルの服だった。

「ご、ごめんなさい……！」

　慌てて手を外し謝罪の言葉を口にすると、ようやく頭に血が巡めぐったのか、まざまざと昨夜の自分の言動が脳のう裏りに蘇よみがえってきた。

（私……っよく知らない人に……！）

　思わずマコトは声にならない悲鳴を上げる。

（あ、あれ夢じゃないよね……っ!?）

　もう眠たくて眠たくて、随分と僻ひがみっぽい愚ぐ痴ちを言ってしまった気がする……しかもその後、サハルの胸に縋すがりつき──泣いて、しまった。あのまま眠ってしまったというのだろうか。確かにそこからすっぽり記き憶おくがない。なんて迷めい惑わくな。

（ちょっと、待って……）

　……しかも、サハルは昨夜徹てつ夜やで仕事をしなければならないと言っていたはずだ。自分が服を放さなかったせいで、ここから動けなかった、ということだろう。もしかしなくても、きっと。

「あの、お仕事……」

　おそるおそる問いを口にしたマコトに、サハルは微び笑しようを浮かべながらゆっくりと首を振ふる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。今日中に終わらせれば間に合いますから」

（……やっぱり……）

「……すみませんでした」

「そんなに謝あやまらないで下さい。おかげで私も久しぶりに眠れましたから、効率よく片付けることができそうです」

　どれだけできた人なのだろう。……こんなに迷惑ばかり掛かけても嫌いやな顔ひとつしない。

　寝ね床どこの上で肩かたを落とし俯うつむいたマコトの様子を眺ながめていたサハルは、笑えみを深めてゆっくりと口を開いた。

「マコトさん。実は昨日から考えていたのですが……私のことを兄だと思ってくれませんか？」

「え？」

　突とつ然ぜんの言葉にマコトは意味を摑みかねて、サハルを見上げた。

　サハルはマコトの前にしゃがみ込むと、子供に聞かせるようにきちんと視線を合わせて、言葉を続けた。

「私には同じ年とし頃ごろの妹もいますし。兄──、家族だと、この世界に一人くらいそう思える人がいてもいいと思うのです。貴女あなたさえ嫌じゃなければずっと私のゲルに住んで下さってもかまいませんし。……兄きよう妹だいなら当然でしょう？」

「お兄さん、ですか……」

　言い出された提案があまりにも突とつ拍ぴよう子しもないもので、マコトは呆あつ気けに取られたままサハルの顔を凝ぎよう視ししていた。

「はい。お嫌ですか？」

「いえ！　そんなことは、……ッ」

　ぶんぶん首を振って否定する。

　嫌、なんてそんなわけない。ただ驚いただけで。

　こんな──サハルのような優しい兄なんて、あまりに理想的だ。

（……でも、突然、どうしたんだろう……）

　昨日、あまりよく覚えてはいないが、亡なくなった母の話もした気がする。

　兄弟もおらず一人だと──それで、気き遣づかってくれたのだろうか？

　どう返事をするべきか迷ったマコトが黙だまり込こんでいると、サハルは沈ちん黙もくを肯こう定ていと受け取ったらしく、やや強ごう引いんに「ではよろしくお願いしますね」と片手を差し出してきた。

　引き寄せられるように差し出した手を強く握にぎり込こまれる。その手は寝ね起おきのせいか温かく、胸の奥おくまで浸しん透とうしていくようで、ずっと触ふれていたいとすら思った。

（お兄ちゃん……）

　心の中で呟つぶやくと、どこかくすぐったいような心地になる。

　同情だと分かっていたけれども、サハルの優しい申し出を断ることなんてできなかった。

「じゃあ、朝食にしましょうか。簡単なものしかできませんが、ゲルの中で待っていて下さいね」

「わ、私も手伝います」

　とりあえずこれ以上は迷惑を掛けたくないという気持ちから、マコトは勢いきおい込こんで申し出る。しかしサハルは、少し考えるようにマコトを見つめてからゆっくりと首を振った。

　肩を落としたマコトにサハルは片目を瞑つぶって応える。

「兄はね、妹を甘あまやかすものなのです」

　サハルはそう言って立ち上がり、少し寝ね癖ぐせのついたマコトの頭を優しく撫なでる。その手の温かさがくすぐったくなってマコトは少しだけ笑い、サハルも口元を緩ゆるませた。




（お兄ちゃん、か）

　先さき程ほどのやりとりを思い出したマコトは、一人残されたゲルの中で苦く笑しようする。

　物心つく前から預けられていた保育園にはたくさんの子供がいたが、その中でも寄より添そうように遊ぶ兄妹の存在はとても羨うらやましいものだった。

（こんな感じなのかな……）

　だけどあれよりサハルは少し自分に甘いように思う。慣れない優しさに困こん惑わくすることもあるが、それは決して嫌ではない。ただ少しくすぐったいのだ。

（いつ、戻もどってくるんだろう）

　寝床を簡単に整えて、マコトはサハルが出て行った扉とびらに視線を向けた。

　それから大きく伸のびをして、少し外の空気を吸いたいなと思った。

「あ、制服……」

　そういえば昨日、着き替がえた時に丸めて隅すみに置いたままだ。

　マコトはとりあえず外で砂を落とそうと、制服を抱かかえ扉の取っ手に手を掛けた。

「わ……」

　扉の向こうには、ただ空があった。

「青い……」

　空が青いなんてもちろん当たり前のことだ。しかしマコトが今までいた世界よりも、その青が深くて濃こい。濁にごりのない空は、それだけで芸術品のように美しく、昨夜の夜空と同じようにマコトは思わず食い入るように見つめてしまった。

　しばらく眺めていたマコトだったが、はっと我に返り慌てて本来の目的を思い出す。丸めていた制服を勢いよく広げ、ぱんぱんと何度も叩たたいて砂を落とした。

（あれ、そういえばコートはどこに行ったんだろう。昨日の、え……っと、……タイスィールさんの所かな）

　家へ帰る途と中ちゆうだったから着ていたはずだ。最初のゲルで寝かせてくれた時に脱ぬがしてくれたのだろうか。

　ぐるりと見み渡わたすが、周囲はゲルが並んでいる他にはなにもない。しかし少し離れた所で白い煙けむりが上っていることに気付いた。サハルはあそこにいるのだろうかと、マコトは目を凝こらしてその先を見つめるが、いくつものゲルに邪じや魔まされて姿は見えなかった。

（大人しく戻った方がいいよね……）

　探検したいという想おもいが一いつ瞬しゆん胸をよぎったが居い候そうろうな上、昨晩も迷惑を掛けてしまっている。勝手な行動は控ひかえるべきだと、マコトは我が慢まんして手早く制服をたたむと、ゲルに戻ろうとした。

　開けっ放しだった扉をくぐろうとしたその時、後ろから声が掛かった。

「よぅサハル！　ってあれ……、うぉぅ！　お前かよ……」

　突然の大声に、マコトの肩が大きく震ふるえた。振り向いたその先にいたのは、銀色の髪かみの大おお柄がらな男だった。

（え……っと、誰だれ、っていうか……）

　口調から察するに自分のことを知っているようだ。

「おはようございます」

　戸と惑まどいつつもマコトは、ぎこちない笑え顔がおと共にそう返した。というよりそれ以外に言葉が見つからなかったのである。

「あ……、お、おはよう。その、……昨夜ゆうべはよく眠れたか？」

　男は明らかにマコトを見て戸惑っている。しかしそれでもきちんと挨拶を返してくれた。ナスルと呼ばれた男から感じたような敵意は見られず、マコトは少しほっとした。

（眠れたっていえば眠れたような……）

　この上なくぐっすりと。疲つかれてその上思いきり泣いたおかげか、不安はあるものの頭の中は不思議とすっきりしていた。夢も見なかった分、元の世界よりも眠りは深かったような気さえする。

（異世界初日で熟じゆく睡すいなんて、案外私って図太いのかもしれない）

　それに男性と二人きりで過ごすなんて怖こわいとすら思っていたのに、警けい戒かい心しんもなくあっさりと眠ってしまった自分に呆あきれてしまう。……子供だと思われていることもきっと安心材料になっているのだろうが、初対面の男の人と二人きりだったのに、あれほど緊きん張ちようしなかったのは初めてだ。

（お兄ちゃん、だからかな……）

　サハルの言葉を思い出して心の中で茶化したマコトは、銀ぎん髪ぱつの男に向かって頷うなずき答えようとしたが。

「いや、待てっ！　眠れるわけないよな……っ悪い、無神経なこと聞いた」

　慌てたように続けられた男の声に搔かき消けされた。……どうやら、自分と会うことがよほど想定外だったようだ。

　焦あせっている男が妙みように微笑ましくて、マコトは小さく笑みを浮かべた。

　派手な銀髪と上背に驚いてしまったが、どうやら彼かれも優しい人物らしい。

「大丈夫です、よく眠れました。えっと……」

　名前を聞いてもいいだろうか、と迷い言いい淀よどんだマコトに、男はほっとしたような顔をして短く「カイス」と名乗った。

「カイスさん。あの、私はマコトといいます」

「マコト、な」

　一度確かく認にんするように呟き、「よろしくな」と笑ってから、カイスはなにかを探すようにきょろきょろと視線を動かした。

「あの、サハルさんは食事の用意をして下さっていて……、すぐ戻るって仰おつしやってました」

　おそらくサハルに会いに来たのだろう。そう思ってマコトは説明する。

　カイスはやはり少し迷うように再び視線を彷徨さまよわせてから、遠えん慮りよがちにマコトに聞いた。

「あー……じゃ、待たせてもらってもいいか？」

　もちろん、と頷くと、カイスはほっとしたような顔をする。

　やはり異世界人というのは、この世界の人にとって異質なのだろうか。

　カイスの反応にそんな考えがちらりと頭をよぎる。

　朝日にきらきらと輝かがやくカイルの銀色の髪を見上げ、マコトはほうっと小さく溜ため息いきをついた。

（それにしてもここの世界の人って、綺麗な髪色の人が多いな……）

　自然に見えるので、染めているのではなく地毛なのだろう。

　そんな中で、染めることもましてや手入れすらもしていない自分の黒い髪は、さぞ貧ひん相そうに違ちがいない。マコトは風に靡なびく自分の髪を一ひと房ふさ摑んで見下ろし、少し恥はずかしく思った。

　二人して部屋に入り、しばらく沈黙が続いた後、カイスが声を上げた。

「なぁお前さ、結局いくつなんだ？」

　長老は昨日、この男の元には行かなかったのだろうか。迎むかえに来たサハルは既すでに自分の年ねん齢れいを知っているようだったが。

（この人は候補者じゃないとか？）

　そうだったらいいなと思いながらマコトは男を観察する。タイスィールやサハルよりも幼い感じがするから、自分とさほど歳としは変わらないかもしれない。……それにしても『イール・ダール』の年齢は相当重要らしい。

「十四です」

　微かすかに良心が咎とがめたが、マコトはやはり昨日と同じ言葉を口にした。

「あ～……やっぱりか……」

　カイスはそう唸うなって、それきり黙り込む。

（あれ……もしかしてこの人も、候補の一人なのかな）

　呟きを拾ってマコトは顔を曇くもらせる。十年ぶりに訪おとずれた『イール・ダール』が自分みたいな貧相な少女で、しかも成人していないときて、きっとがっかりしたのだろう。

　考えごとをするように腕うでを組み唸っているカイスに、マコトはぺこりと頭を下げた。

「あの、ごめんなさい」

「あ？　なんで謝るんだよ」

「その……せっかく来た『イール・ダール』がこんなので」

　そう続けたマコトに、カイスは大きく目を見開き思いきり首を振った。

「だからなんでお前が謝るんだよっ！　期待しすぎた俺おれが悪いんだから、その、気にするな……っ！」

　怒ど鳴なるようにそう言ったカイスだったが、自分の失言に気付いたらしい。

　それでは、目の前の少女が期待外れだったと言っているようなものだ。

「うわ、っじゃなくて……っ！　……悪いっ、そんな意味じゃなかったんだ」

（この人って……）

　一人で話し一人で自じ滅めつしている。わたわたと慌てるカイスに、マコトは今度こそ笑いを堪こらえることができなかった。吹ふき出だすように笑い出したマコトに、カイスは一瞬唇くちびるを尖らせたが、邪じや気きのない笑顔にすぐに表情を和やわらげた。

「……まぁいいか、笑っててくれてよかった」

「え？」

　言葉の意味を聞こうとして笑いを収めたその時、タイミングよく部屋にノックが鳴なり響ひびいた。マコトが返事をするとゆっくりと扉が開く。中にいるカイスを見て、サハルは微かに目を大きくした。

「カイス。来ていたのですね」

「よぉ。俺の分は？」

　ニヤリと笑って手を差し出したカイスの横を素す通どおりし、マコトの前の床ゆかに湯気が上がったスープとパンを置いた。

「ありませんよ。ご自分で用意なさい」

「あの。よかったら半分こしますか？」

「お、悪いな。……っていてぇよサハル！」

「自分で、用意なさい」

　持って来た盆ぼんらしきものでカイスの頭を軽く殴なぐりつけ、最初の言葉を強調したサハルは、マコトに気にしないで下さい、と笑顔を向ける。

　遠慮のないやりとりに、二人は仲がいいのだろうとマコトは笑顔を浮かべながら推察した。勧すすめられるまま目の前に差し出されたスープに木のスプーンを沈しずめ口に運ぶ。

（あ、美お味いしい……）

　そういえば昨夜からなにも食べていない。

　シンプルな味付けのスープは、空っぽだった胃に優しい。こんな場所でどうやって焼いたのだろうか、小さな白いパンは香こうばしく美味しかった。

　味わうようにゆっくりと口に運ぶマコトの様子を優しく眺めつつ、サハルは思い出したように、カイスに声を掛けた。

「カイス、今日はお暇ひまですか」

「ん？　暇といえば暇だな」

　サハルは満足したように笑って、口直しにと持っていた果物をカイスに向かって投げる。それを受け取ったカイスが小気味良い音を立てて齧かじったのを確認してから、言葉を続けた。

「エラのオアシスで市いちが立つそうです。女性物の服を買ってきて頂けませんか」

「……汚きたねぇぞサハル。そもそも服ってなんだよ？　そこの嬢じようちゃんのならニムの服があるだろ？　……あれ、そういやそれサハルの服か」

　今いま更さら気付いたらしいサハルは、首を伸ばしてマコトを見る。

　それをさりげなく遮さえぎったサハルは、理由は言わずにっこりと笑って、お願いします、と言い添えた。

「でも、女の好みなんか分かんねぇし」

　カイスの言葉にサハルが少し考えるように押し黙る。そんなやりとりを黙って見ていたマコトは遠慮がちに口を挟はさんだ。

「あの、一いつ緒しよに行っちゃ駄だ目めですか？」

　その言葉にサハルは少し考えるように間を置いてマコトに問い掛ける。

「行きたいのですか？」

　今日はなんとなく一日ここで過ごすのだろうと思い込んでいたマコトは大きく頷いた。できるなら今までいた世界とどれだけ違うのか、自分の目で確かめたい。

　もともと家にじっとしていることが少なかったため、時間を潰つぶすのが苦手だった。それに自分がゲルにいたままでは、サハルだって気が散って仕事が進まないだろう。

「分かりました。カイスでは買いにくいものもあるでしょうしね。……しかしできるだけ、目立たないようにして下さい。この世界は女性にとって、残念ながらあまり安全とは言えませんから」

「じゃあ、決まりだな」

　二人のやりとりを見ていたカイスは、最後の一口を口に放り込むと、指についた果物の汁をズボンで拭ぬぐい、勢いよく立ち上がった。

「お願いします」

「じゃあ俺は馬に水やっとく。それ食ったら出発な」

　カイスはそう言い残すと、足早にゲルを出て行った。
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「妙なことになったな……」

　ひととおり馬の世話を終え、カイスは鞍くらの位置を調整しながらそう呟いた。

　アクラムの予言通りに現れた『イール・ダール』が、──想像していた女性像とあまりに違っていたので、カイスは昨夜自や棄け酒ざけのように酒を呷あおってしまった。

「……あ～頭いてぇ」

　天気は大丈夫だろうかと、馬に水をやっている途中で空を見渡せば、既に昇りきった太陽の強い日差しが眩まぶしく肌はだに突つき刺ささった。昨夜大量に飲んだ酒が蒸発しそうだ。

（まぁでも、ちょっと意外だったよな……）

　幼い顔立ちは最初に見た通りだが、小こ煩うるさいガキという感じではなく、どちらかと言えば控えめで落ち着いていた。……とくにあの、漆しつ黒こくの目が妙に静かで──印象に残った。

　目が合ってしばらくして、挨拶と共に気遣わしげにぎこちなく向けられた笑顔に、なぜか逆にこっちが慌ててしまった。

（市場か。まぁ一緒に行っても目立たなければ大丈夫だろうが……服が欲ほしいって言ってたよなぁ。ニムの服で間に合うだろうに、やっぱり我わが儘ままなのか？）

　少し話した限りでは、そんな風には見えなかった。けれど、所しよ詮せん──見た目通りの子供なのだろう。

　サハルの妹のニムが、典型的な我儘娘で、なにかとつまらない理由で突っかかってくる。カイスの子供嫌ぎらいはニムのせいで悪化したと言っても過言ではない。

　女は落ち着いた、できれば年上の女がいい。凹おう凸とつがあって抱だき心地ごこちも良く、我儘を言わない女が理想だった。

　伴はん侶りよとしては──はっきり言って今度の『イール・ダール』は対象外だ。

　カイスの亡くなった母も『イール・ダール』であり、一族の頭領であるカイスの父と婚こん姻いんを結んだ。歳をとっても仲が良く、自分の親ながら理想の夫ふう婦ふだった。

　母が亡くなって五年経過した今でも、父は母を想い頭領という重い地位にいながらも、新しい伴侶を迎えようとしない。それほど母への想いが深いのだろう。

　だからこそ、自分も伴侶に『イール・ダール』を得たいと幼い頃から思っていた。既に十九。この世界の男に適てき齢れい期きというものは存在しないが、二は十た歳ちを超こえればもうそろそろと相手を探し始める男も増えてくる。

（……あー、十年待って結局子供かよ。なんかどうでもよくなってきた……）

　さっさと候補から降り、馴な染じみ深ぶかい王都近くの西の一族の村に戻りたいのは山々だが、次期頭領としての立場もある。

「そろそろ食い終わった頃だよな……」

　カイスはそう呟き、再びサハルのゲルに足を向ける。扉の前には既に二人の姿があった。

　サハルは腰こしを屈かがめ、どうやらマコトに外がい套とうを着せているらしい。留め具を掛けると、最後に背中に垂らしていたフードを目ま深ぶかに被かぶせた。

（甲か斐い甲が斐いしいことで……つーか、甘やかしすぎ。だからニムがあんな我儘になるんだよ）

　八つ当たり半分でそんなことを思いながら、カイスは行くぞ、と声を掛ける。

「じゃあよろしくお願いします」

　とっくにカイスの気配に気付いていたらしいサハルはそう言ってから、最後にマコトの頭をフード越ごしに撫でた。サハルの手を頭に置いたままそろりと振り返ったマコトもぺこりと頭を下げる。

「ほら、あそこに馬が見えるでしょう。先に行っていて下さい」

　サハルの言葉に素す直なおに頷き、マコトは歩き出す。続こうとしたカイスをサハルが呼び止めた。

「なんだよ」

「マコトさんは控えめな性格みたいですから、欲しそうな物があれば察して買ってあげて下さいね」

「ぁあ？　……めんどくせぇな、じゃあお前が行けって」

　眉まゆを顰ひそめてカイスが唸る。

「私もそうしたいのは山々なんですけどね、あいにく仕事が残っているのです」

　馬の方に駆かけ出だしたマコトを、まるで本物の兄のように優しい目で見つめたサハルは残念そうに呟き、カイスに自分の財さい布ふを握らせた。持たされた財布はかなり重い。

「お釣つりはいりませんから、よろしくお願いします」

　冗じよう談だんでもなさそうなサハルに、カイスは少し戸惑う。

「お前な、馬でも買うつもりかよ」

「買ってあげたいくらいですけどね」

　そう言ったサハルは微笑みながらも至って真面目な顔で、カイスを大いに呆れさせた。
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　馬上で改めて簡単に自己紹しよう介かいした後はとくに会話もなく、馬で二時間足らずで目的地に到とう着ちやくした。会話がない、というよりは馬の振しん動どうで舌を嚙かみそうで話すどころではなかったという方が正解かもしれない。

　市場の入り口らしき場所で馬から下りると、力が入りすぎて固まった下半身が悲鳴を上げてマコトは転びそうになった。乗っている間は振り落とされないことだけを考えて必死だったので気付かなかったが、足ががくがくしている。それでも分厚いズボンとクッション代わりの布のおかげでどうにか筋肉痛だけで済みそうだった。出掛ける前にズボンをもう一枚重ねて穿はくようにと言ってくれたサハルにマコトは深く感謝する。

　そんなマコトを気にする様子もなく、カイスは立っていた男と二言三言話して小こ銭ぜにと共に馬の手た綱づなを預ける。盗とう難なん防止に預かってくれる専門の商売人らしい。

　なんとなく駅の駐ちゆう輪りん場じようを思い出してしまい、マコトは小さく笑って足を動かす──が、強こわ張ばった太ももの筋肉がまた悲鳴を上げたせいで自然と歩ほ幅はばが小さくなる。

　あたりを見渡すとここに立つ市は、衣類だけではなく、生活雑貨や食べ物も売られている。週に一度の市は、このあたりでは一番大きなものらしい。

　そんなカイスの説明を聞きながら、マコトはサハルの言いつけ通り目立たない程度に周囲を観察する。白い布で簡易な屋根を作りその下には鮮あざやかな野菜や果物が雑多に陳ちん列れつされていて、マコトの感覚で言えば外国のバザールそのものだった。しかし確実に違うのは店主も客もほぼ男性だということだろう。

（女の人が少ないって言ってたけど……）

　確かにそうらしい、と市の様子を見て納なつ得とくした。たまに見る女性は夫らしき人と常に一緒で、それ以外の若い女性や子供にも護衛らしき目に見えて屈くつ強きような男が付いていた。ここまで男女の比率が違うのならば、サハルが言っていた通り女性にとっては住みづらいだろう。誘ゆう拐かいなんて物ぶつ騒そうなことも起きるのかもしれない。カイスにしてもその性格から先にどんどん進んでいくイメージだったが、マコトの真横ではなく不自然じゃない程度に右側の少し後ろを歩いていた。おそらくは襲われたりした時にすぐ反応できるようにだろう。

　しばらくして目的の店を見つけたのか、カイスは「ここだ」とマコトを呼び止めて、前へ押し出した。

「手に取ってみてちょうだいね。いいもの揃そろってるから」

　愛あい想そ良くマコトに声を掛けてきたのは、これまであまり見なかった女性の売り子だった。マコトの母親ほどの年齢で、後ろには夫らしき男がなにか作業をしながらも女性を見守っているように見える。

　マコトは慌てて会え釈しやくし並んでいる商品を眺める。色とりどりの布製品を見ると洋服屋だろうか。奥の男は軽く会釈しただけで関わろうとはしないので、切り盛りしているのは女性なのかもしれない。女主人──確かに人好きのする女性の風ふう貌ぼうはそんな感じだが、マコトは女性でよかったとほっと胸を撫で下ろした。

（あ、もしかして気を遣つかってくれたのかな。下着とかも買うもんね。……えっと……）

　我関せず、といった感じで奥にいた男と雑談を始めたカイスに、マコトはかなり悩なやんで、その袖そでを引いた。

「これで、いいんですかね？」

　手前にあった紺こん色いろのワンピースを手に取り尋たずねる。問われたカイスは最初自分に向けられた質問だとは思わなかったらしい。訝いぶかしげに眉を寄せたカイスに、マコトは慌てて言葉を重ねた。

「すみません。あの、私こっちの世界の服よく知らなくて、こういう服を昨日サハルさんにお借りして、今外套の下に着ているんですけど……一いつ般ぱん的なものってこれでいいんですか？」

　声を抑おさえつつマコトがそこまで説明すると、カイスはようやく気付いたらしく、マコトの手元に視線を落とした。

「そうだよな。……悪い。まぁ、そういうのよく着てる。……つーか辛しん気き臭くさい色だな」

　声を落とす様子もなく不ぶ躾しつけに言い切ったカイスに、マコトは思わず女主人を見た。だがさすが客商売。とくに気分を害した様子は見せず、それどころかカイスの言葉に大きく頷いた。

「そうねぇ。お嬢さんみたいな可か愛わいい子には、こっちの色の方が合うんじゃない？」

　女主人がそう言って紺色の隣となりにあった薄うすい桃もも色いろのワンピースをすくい上げ、カイスとマコトの前に広げて見せた。

　お、とカイスが感心した声を上げたものの、マコトは少し困ったように首を振った。

「いえ。これでおかしくないなら、こっちで大丈夫です」

「そんなこと言わず、合わせてみたら。ほらよく似合う、ね？　お連れさんもそう思うでしょ？」

　半ば無理矢理体に合わせられて、マコトは困ったようにカイスを見上げた。話を振られたカイスは、素直に頷いて、他の色も物色し始めた。

　マコトは自分に当てられた服を一度受け取り、生き地じを確認するように指を動かしぽつりと呟いた。

「でも薄い色ですし、汚よごれが目立ちますよね？」

　布地の厚さや少し光こう沢たくのある感じからするとよそ行きではないだろうか。そう思ったマコトだったが、カイスはそんなマコトの言葉に目を瞬まばたく。そしてしばらく経たってから呆れた口調で答えた。

「おっまえ、どんだけ所帯じみてんだ……」

　なかなかぐさりと刺さる一言に、マコトは服を手にしたまま俯き、頰を赤くした。実は元の世界でもわりと言われることが多かった言葉である。一応これでも年頃なので言われて嬉うれしい言葉ではない。

　しかしカイスがそれを知るわけもなく悪気もないことは、ここ数時間一緒にいただけでも分かる。

「あーなるほどな。サハルが言ってた意味が分かった」

　カイスは思い出したようにそう言って溜息をつき、腕を組んだ。

　突然出てきたサハルの名前にマコトが首を傾かしげたのと同時に、カイスは「よし」と頷くと、女主人に告げた。

「じゃ、これ両方とあと数着。それから、生活に必要なものもアンタが選んでやってくれ。コイツがなにか言っても聞くな」

「カイスさん!?」

「よろしくな」

　焦るマコトを無視してカイスは傍かたわらの椅い子すに腰掛けて、店主とのお喋しやべりを再開した。

　カイスの申し出通り、女主人はてきぱきと服や小物を揃えたものの、「これとこれならどちらがいいか」という選せん択たく肢しを与あたえてくれ、最終的にはマコトにも花を持たせてくれた。

　サハルの時の二にの舞まいにはならないように、耳を寄せてもらい胸周りの話をすると、女主人は少し驚いたような顔をしつつも客商売の勘かんか、すぐに頷き、サイズを変えてくれた。こちらではどうやら着き丈たけは購こう入にゆう者しやが直すらしく、基本は裾すそ上あげするかベルトや飾かざり紐ひもで調整するらしい。

　全て選び終え、女主人の話が雑談へと移行したところでカイスが立ち上がった。




　購入が決まった衣類や小物をざっと見ていたカイスはふと首を傾げると、そのうちの一着を手に取って広げた。

「お前には大きいんじゃねぇか？」

　何気なく掛けられた声に、マコトは視線を彷徨わせる。

（カイスさんに突っ込まれるとは思わなかった……）

　女性の服なんか興味なさそうだったのに。そう思いながらマコトは重い口を開いた。

「いえ、多分これくらいで大丈夫です。丈たけは自分で詰つめられますし。……あの、着やせしてるだけで、その、……意外に太いんですよ」

　あはは、と乾かわいた笑いを浮かべたマコトに、カイスは「は？」と呟き、後ろから無造作にマコトの腰を摑んだ。

「これのどこが？」

　分厚い外套越しだったが、それでもカイスの手の感触はある。その大きな手と突然の暴挙に、マコトは氷のように固まった。

　動かないマコトを訝しみ、カイスが後ろから顔を覗のぞき込こむ。顔を真っ赤にして困ったように見上げてきたマコトと目が合い、カイスは慌てて手を離した。

「悪い！　つい」

「はははっ、じゃあ、まだこの兄ちゃんといい仲でもないんだねぇ！」

　二人のやりとりを見ていた女店主がそう言って豪ごう快かいに笑ったが、マコトは耳まで赤くしたまま俯き、カイスは不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「いくらだ」

　その言葉にマコトは、躊躇ためらいつつもカイスの袖を引いた。

「カ、カイスさん……今更なんですけど、私お金持ってなくて……いつかお返しします」

「あ？」

　カイスの訝しげな視線に、マコトは唇を嚙かみ締しめて、再び謝罪を口にした。

　市に連れていってくれると聞いた時は、そこまで思い至らなかったが、買い物をするのにお金がいるのはどこの世界でも常識だ。お金を出してもらうことになるのは分かっていたが、遠慮なく欲しいものは言って下さいね、と見送ってくれたサハルの言葉に甘えて買いすぎたかもしれない。

　女主人に「やっぱり減らします」と口を開きかけたマコトだったが、カイスは慌ててそれを止めた。

「最初からお前に払はらわせるつもりなんてねぇよ。返さなくてもいい。金なら」

　そこまで言って、カイスは言葉を途と切ぎれさせた。ややあってから、ふい、とマコトから視線を外す。

「俺が払う」

　そう言って、腰からぶら下げた財布を開き、女主人に手渡した。釣りはいらない、とのカイスの言葉に、女主人の顔が分かりやすく綻ほころぶ。

「すみませんっあの、いつか、っていうか、働き場所が見つかれば絶対お返しします！」

「いらねぇよ。大した出費じゃねぇ。他に寄りたいトコあるか？」

　カイスが付け足した言葉にマコトは慌てて首を振る。

　包み終えた荷物を肩に担かつぐと、カイスはまだ申し訳なさそうにしているマコトの頭をくしゃりと撫でて「行くぞ」と声を掛けた。
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　出店のひとつで簡単に昼の食事を済ませ、二人はそのままどこにも寄ることなく集落に戻もどった。夕方にもまだ早い時間だ。

「おや、早かったですね」

　厩きゆう舎しやに馬を繫つなぎ荷物を下ろしている途と中ちゆうで声を掛かけてきたのはサハルだった。

　今から出掛ける用事でもあるのかと思ったが、そうではなく、マコトを迎むかえに出てくれたらしい。

「お仕事終わりましたか？」

　気に掛かっていたことを尋たずねれば、サハルは苦く笑しようしながらもしっかりと頷うなずいた。

「ええ。おかげさまで。……荷物はこれだけですか？　少ないですね」

　馬にくくりつけられた麻あさ袋ぶくろを指さし、サハルはマコトではなくカイスに問い掛ける。どことなく非難の響ひびきがあるな、と感じたマコトだったが、カイスもそれに気付いたらしく、きりりと眉まゆを吊つり上あげ言い返した。

「仕方ねぇだろ！　コイツが、どこも寄らねぇって言うから！」

　確かに最初の店を出てから、カイスは何度もどこかに寄るかと声を掛けてくれていた。それを頑かたくなに断ったのはマコトだ。

　けれど服を揃そろえた最初のお店の女主人が、本当に『ひととおり』揃えてくれたのだ。その中に気になっていた下着もちゃんと含ふくまれていたし、少しだけ置いているという石せつ鹼けんや、髪かみに使ったり肌はだを保ほ湿しつするという香こう油ゆなどの生活雑貨も入れてくれていた。

「あの、本当に充じゆう分ぶん買って頂きましたから」

　カイスの言葉に頷きながら困った顔で見上げたマコトに、サハルは眉まゆ尻じりを下げた。

「困った子ですね……」

　言葉ではそう言いつつもサハルの表情は穏おだやかで、被かぶったままだったマコトのフードを下ろして汗あせで額に張りついた髪を梳くしけずり整える。カイスはそんな二人をまだ物言いたげに見ていたが、言葉が見つからなかったようにふいと視線を逸そらし、馬から最後の荷物を下ろした。

「そうそうマコトさん。朗報ですよ。先の『イール・ダール』が、この近くのオアシスまでいらっしゃっているようです。行ってみますか」

「え……！」

　思わず声を上げてサハルを見る。

　もしかしてそれを伝えるためにここで待っていてくれたのだろうか。

　昨日長老から話を聞いた時から、会ってみたいと思っていた。

　もちろん行きたい。けれど、そこまで一人で行けるはずもなく、また誰だれかに道案内してもらわなければならないだろう。そのことが気になってマコトは素す直なおに頷くことは、できなかった。

「あの……いいんですか？」

　躊躇ためらいながらもそう尋ねると、サハルは「大だい丈じよう夫ぶですよ」と頷く。──が、すぐに申し訳なさそうに眉尻を下げた。

「私がお連れしてあげたいところなのですが、あいにく明日は王都へ戻らなくてはならなくて……誰かに頼たのんでみますね」

　それまで珍めずらしく静かに馬に水をやっていたカイスだったが、二人のやりとりは聞いていたらしい。大きく溜ため息いきをつくと、マコトの頭をがしっと無造作に摑つかんだ。

「わっ……」

「しょうがねぇなぁ……」

　次いで真上から降ってきた呟つぶやきに、マコトは分かりやすく表情を輝かがやかせた。サハルが満足そうに微笑ほほえみ、カイスが苦笑交じりに「連れてってやる」──そう言おうとしたところで、背後から声が掛かった。

「残念だけどカイス。その役目は私が頂こう」

　聞き覚えのある艶つややかな美声は、ある意味忘れられない。マコトはびくっと大きく身体を震ふるわせ、声のした方に視線を向けた。

「タイスィール、さん……」

　昨日、星を見ていてからかわれたことは記き憶おくに新しい。

　なんとなく苦手だと感じていたマコトにとって、なるべく顔を合わせたくない人物だった。

「早かったですね」

　突とつ然ぜんのタイスィールの登場に、サハルはそう言って空を見上げた。

「まぁね。でも、ちゃんと北の砂さ漠ばくまで流して挨あい拶さつしてきたよ」

　タイスィールは、意味深な笑えみを浮うかべて、マコトを見る。

（な、なんで私を見るのかな）

　そう思いながらマコトはさりげなく足を動かし、距きよ離りを取った。

「なんでお前なんだよ。いいって。明日も俺おれがコイツに付き合うし」

（カイスさんナイスです……っ！）

　納なつ得とくのいかない顔で反論したカイスに、マコトは目を輝かせる。今日一日過ごしただけだが、カイスは言葉が乱暴でやや強ごう引いんながらも基本的には優やさしい。そばにいるだけで緊きん張ちようしてしまうタイスィールよりも、まだ話しやすいカイスに案内してもらいたい。

　しかしマコトの気持ちを知ってか知らずか、タイスィールはその言葉に「おや」と片眉を上げた。

「カイス。君、明日は頭領と一緒に集まりがあるだろう。サハルは王都。明日の捜そう索さくはアクラムの番だし。──残るは私しかいないだろう？」

　うっと呻うめいて黙だまり込こんだカイスを見て、マコトは心の中で肩かたを落とした。

「準備すんの忘れてた……っ」と呟き背中を向けたカイスを見送ろうとしてはっとし、慌あわてて呼び止めた。

「あの……今日は本当にありがとうございました。連れていってもらえて嬉うれしかったです」

　そう言って頭を下げたマコトに、カイスは悲ひ壮そう感漂ただよっていた表情を幾いく分ぶん和やわらげた。

　おう、と短く返事をしてから、マコトの頭を軽く小こ突づいて、自分のゲルに向かって歩き出した。

（集まりに出る、ってことは、カイスさん若いけど偉えらい人なのかな……馴なれ馴なれしくしすぎたかも）

　カイスの後ろ姿を見送っていたマコトに、タイスィールは口を開いた。

「じゃあ行こう。今日はね、アクラムのゲルだ。色々変わったものがあるから面おも白しろいかもしれないよ」

　アクラムのゲル──そう言われて、マコトは思わず眉み間けんに皺しわを寄せた。

　昨日、候補者のゲルで順に夜を過ごすように決められてしまった。だけど。

　タイスィールの顔を見上げ、マコトは物言いたげにじっと見つめる。それに気付いたタイスィールは、小さく首を傾かしげた。

「どうしたの？」

「私、は、あの……サハルさんの所に……」

　しどろもどろに紡つむいだマコトの言葉に、背後にいたサハルは一いつ瞬しゆん嬉しそうに表情を綻ほころばせた。そんなサハルを観察しタイスィールは苦笑する。しかしゆっくりと首を振ふった。

「サハルは今晩から出発するんだ。それに権利は平等にあるからね。君には候補者のゲルをまわってもらわなくてはいけない。──なにも決断を急ぐことはないんだ。それともアクラムが嫌いやなら、私のゲルに来るかい？」

　タイスィールの提案にマコトはぎょっとして首を振る。

「冗じよう談だんだよ。私の番はカイスの次で明後日あさつてだ。長老はどんな基準で決めたんだろうね？」

　楽しげに笑みを深めて、タイスィールは地面に置いていた荷物を両りよう脇わきに抱かかえた。

「あ、自分で持ちます！」

「女の子に、重いものは持たせられないよ」

　ウインク付きでそう言われて、条件反射のように固まってしまったマコトの肩をサハルがぽんと叩たたく。はっと我に返り振り向くと、サハルが申し訳なさそうに口を開いた。

「ずっと泊とまっていいと言ったのに力及およばず申し訳ありません。そういうことなので、明日の夜まで留守にします。アクラムは少し個性が強いですが、とくに害はないので、それほど構えなくても大丈夫だと思います」

　少し早口で説明するサハルにマコトは驚おどろき、そしてすぐにお礼を言った。きっと次の相手が気になっていると考えて事前に教えてくれたのだろう。害はない、というあまり人に使われない言葉が少し引っ掛かったが──差し出されたものに気を取られた。

「裁さい縫ほう道具です。必要だと思って用意しておきました」

「ありがとうございます！」

　小さな皮製の袋ふくろを、マコトはありがたく受け取る。

　そう、今日買ってきた服の袖そでや裾すそを、短く縫い直さなければならないのだ。それを見み越こして用意してくれたサハルは本当にすごいと思う。

（本当、サハルさんにはお世話になりっぱなし。なにか返せる物とか、……私にでもできることってないかなぁ……）

　そう思って考えてみるが、悲しいことになにも思い浮かばない。

　……そもそも自分はいつまでここに置いてもらえるのだろうか。十年ぶりの『イール・ダール』だからと大事にされているのは分かる。けれどまだ成人していないことになっている自分は結けつ婚こんもできず、中ちゆう途と半はん端ぱな状態だ。

（いっそ出て行った方がいいのかな……）

　ここにいれば、誰か一人は自分の伴はん侶りよとして選ばれてしまうだろう。仕事どころか夫の支し度たくも食事の用意もできない──この世界の常識すら知らない伴侶を迎えることになる男が、正直気の毒だと思う。

（なにかできることを見つけて、自活しなきゃいけないよね。でも、私特技もないし……）

　なんとなく暗い気持ちになりつつも、マコトはサハルに別れの挨拶をして、タイスィールの後ろに続いた。







「あれがアクラムのゲル。元は長老のものだから一番造りがしっかりしているんだ」

　タイスィールはそう言って、集落のほぼ中心、一ひと際きわ大きなゲルの扉とびらを指差した。

「アクラム、入るよ」

　扉を三度叩いてから、中に向かってそう声を掛ける。

　答えはなかったが、タイスィールは躊ちゆう躇ちよすることもなく扉を開けた。

「ほら、マコトも入って」

　ゲルの中に入ったタイスィールは、入り口で躊躇っていたマコトを促うながす。おそるおそるマコトが中に足を踏ふみ入いれると、まず天てん井じようまで届く大きな棚たなが目に入った。その中には所狭せましとガラスや陶とう器きの瓶びんが並んでいる。続いて壁かべに掛かっている不思議な模様の布、動物かなにかの骨に乾かん燥そうさせた草。真ん中に魔ま法ほう陣じんらしきもの──その中心に全身黒ずくめの男が胡座あぐらをかいて座すわっていた。

（……個性が強い……）

　サハルの言葉を思い出してマコトは頭を悩なやませる。確かにそうだが……これを個性で片付けていいのだろうか。マコトは不気味な部屋の雰ふん囲い気きと一体化した男を見てそう思う。

「アクラムは占うらない師しと、薬師くすしを兼かねているんだ。なにかあったら彼かれに言うといい」

（薬師って……、お医者さんのことよね）

　そういえば漢方薬らしき匂においがする。マコトは鼻を動かしながら、再び部屋を観察する。壁一面に干された骨や草、棚に並ぶ瓶の中に入っている物は、薬の材料なのだろうか。

「アクラム。マコトだよ」

　戸口に立ったままタイスィールはアクラムに向かってそう声を掛けた。すると目ま深ぶかに被っていたフードがほんの少しだけ動いた。

「『イール・ダール』……」

「そう。我々の花はな嫁よめだよ」

　歌うようにタイスィールは答える。

（そういう紹しよう介かいの仕方は、ものすごく嫌……）

　いたたまれなくなって心の中だけで突つっ込こむ。マコトは部屋の雰囲気に圧あつ倒とうされながらも、タイスィールの隣となりに立ち自分の名前を名乗った。

「真まことです」

「……アクラムだ」

　お世話になります、とぺこりと頭を下げたマコトに、アクラムは頷くように俯うつむいたかと思うと、そのまま沈ちん黙もくしてしまった。

（……タイスィールさん以上に、摑めない人だなぁ……）

　すっぽりと被ったフードのせいではっきりとは分からないが、尖とがった顎あごやすっと伸のびた鼻筋から察するに彼も綺き麗れいな顔立ちをしているのだろう。

（この世界ってほんとに美形しかいないのかなぁ……）

　余計に話しかけづらくなり、立たち尽つくしていると、タイスィールが口を開いた。

「じゃあ、明日、夜明け過ぎに迎えに来るよ。オアシスは少し遠いからね。準備しておいて」

　しんと静まり返ったゲルの中。マコトは一歩も動かず固く瞼まぶたを閉じて座り続けているアクラムを見て、邪じや魔まをするべきではない、と判断する。

（サハルさんに聞けなかったこの世界のこと、まだ色々聞きたかったんだけど……）

　気軽に話し掛けられるような雰囲気ではない。

　マコトは仕方ないと諦あきらめ、タイスィールが運んでくれた荷物を物色する。ここはひとまず服を直すことにしようと思ったのだ。正直することがあってよかったと思った。こんな空気の中、手て持もち無ぶ沙さ汰たでゲルにいたら息が詰つまりそうだ。

「『イール・ダール』」

　荷物の紐ひもを解ほどきどれから直すかと考えているところへ、突然アクラムが口を開いた。

　驚いて振り返ったマコトは、一体なにを言われるのかと身を固くする。アクラムの表情は変わらないどころか、瞼さえ固く閉じられたままだ。一瞬空耳だろうかと思ったが、マコトが首を傾げるよりも早く静かな低音が続いた。

「何な故ぜ噓うそをつく？」

　その言葉にマコトの体が凍こおりつく。

「え……」

　噓、と言われれば心当たりは一つしかない。年ねん齢れいのことだ。

（もしかして、バレてる……？）

　周囲に疑っている者などいなかった。今日一日一いつ緒しよにいたカイスなどは、もっと下かと思った、と真顔で言ったくらいだ。

「なにを言って……」

　とりあえずそのこととは限らないし、と引ひき攣つった笑みを浮かべてそう呟いた言葉を、淡たん々たんとしたアクラムの声が遮さえぎった。

「年齢を偽いつわった理由について聞いている」

（やっぱり……！）

　気付いていたのだ。

　どうしよう、と考えるよりも先に、いつの間にかまっすぐに向けられていたアクラムの視線に困こん惑わくする。そこで初めて彼の瞳ひとみの色に気付いた。琥こ珀はくよりも明るい金色の瞳は、心の中を覗のぞき込こむように透すき通とおっていて、責められている気がした。

「……ぁ……」

　マコトは手にしていた布をぎゅっと握にぎり締しめ、搾しぼり出だすように吐はき出だした。

「……だって私はまだ十八で、向こうの世界じゃ、ようやく高校を卒業したばっかりで……」

　自分でも分かる。つまらない言い訳としか思えない言葉に、マコトはぎゅっと眉を寄せる。けれど、それが正直な気持ちだった。

　しばらく沈黙が続く。アクラムは静かな表情のままマコトに再び問い掛けた。

「一族の男との婚こん姻いんが嫌なのか」

　今いま更さらこの人はなにを言うのだろう。マコトは咄とつ嗟さに睨にらみつけるようにアクラムを見た。

「知らない人といきなり結婚しろ、なんて……嫌に決まってます……っ！」

　けれど勢いのままそう叫さけんだことを、すぐに後こう悔かいした。

『イール・ダール』──未来の一族の誰かの『花嫁』だからこそ、自分はここに滞たい在ざいを許されているのだ。それを拒きよ否ひするなど、出て行けと言われても仕方ないと思う。こんな砂漠の中で放り出されたら、間ま違ちがいなく死ぬ。なにを甘あまえたことを言っているのか、そう返されると思った。

　しかし次の瞬しゆん間かん、アクラムはあっさりと頷いたのだ。

「そうか、分かった」

　そう呟いて、再び瞑めい想そうに戻る。

　それは一体なにに対しての返事なのか。摑み所のないアクラムの様子に、困惑を隠かくせない。マコトが不思議そうに凝ぎよう視ししていることに気付いたのか、アクラムは瞼を閉じたままふと眉を寄せた。

「なんだ？」

「いえ……あの、私が成人してるって、他の人に言いますよね……？」

「なぜ」

　真顔で聞き返されて、マコトは返答に困る。

「私は理由が知りたかっただけだ。お前にはお前の考えがあるのだろう」

　マコトは眉を寄せ、アクラムの言葉の意味を考える。
















（……とりあえず助かったってこと……？）

　もしかすると、純じゆん粋すいに理由を知りたかったから、聞いたのだろうか。

（やっぱり変わった人……）

　信用してもいいのだろうか……？　しかし実際アクラムは知っていたのに今まで誰にも言っていないようだ。

　肩の力を抜ぬいて、マコトは握り締めていた手の中の布を絨じゆう毯たんの上に置き、アクラムに向かって小さく頭を下げた。

「……ありがとうございます」

「なんの礼だ」

「その、黙っていてくれることにです」

　言いづらそうに俯いたマコトにアクラムは、「興味ない」とつれなく返した。

　マコトは苦笑いしつつ、やはり再び「それでもありがとうございます」と繰くり返かえした。

　この世界に来て、結婚について勝手に決められたことが、自分で思っていた以上に嫌だったのかもしれない。元の世界でも他人に怒ど鳴なったことなんてなかったのに。

　おそらく自分はここに来てからずっと流されてばかりいることに危機感を抱いだいていた。ようやく口に出してはっきり嫌だと言えたことで気持ちが少し整理されたように思う。

　……長老と話した時に、今と同じくらい自分の気持ちを言えていれば、年齢を偽らなくても済んだのだろうか。そう思ってマコトは首を振った。あの時は様子を窺うかがうだけで精いっぱいだったのだ。仕方がなかった。

　少し間が空いて、アクラムは抑よく揚ようのない声で占い師らしい言葉を呟いた。

「ただ偽りは自分に咎とがとなって返ってくる。──それだけは覚えておけ」

「……そう、ですね」

　アクラムの言うことは、なんとなく理解できた。けれどやはりできれば結婚なんてしたくないし、考えられない。

　それきりアクラムは黙り込んでしまい、マコトも小さく溜息をついた後、再び布を選び始めた。ふいに名を呼ばれて、マコトはまたアクラムに視線を戻す。

「顔が赤い」

「え？　……ああ、日焼けしてしまったみたいです」

　出かけにサハルに注意された通り、市ではフードを目深に被りなるべく下を向いていたが、やはり焼けてしまったようだ。ほんの少しだけ鼻の先がひりひりしているが、冷やすほどのものではないだろう。

　鼻先を撫なでてマコトは再び口を開く。

「熱とかじゃないので、大丈夫です」

　薬師と言っていたから、やはり気になるのだろうか。

　マコトが首を振ると、アクラムは少し考えるように天井を仰あおいだ後「そうか」と短い返事をした。

（……そういえばなんで、噓をついたことが分かったんだろ……）

　針に糸を通しながら、マコトの頭にふとそんな疑問がよぎったが、──その答えを知るのはまだまだ先のことだった。
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　別わかれ際ぎわの言葉通り、翌朝日が昇のぼってすぐに、タイスィールはマコトを迎えに来た。

「おはよう。マコト」

「……っ」

　甘い匂いまでしてきそうな艶つやっぽい声は、寝ねぼけた頭に刺し激げきが強すぎる。しかも耳元で囁ささやかれて飛び起きたマコトは、心臓が口から飛び出そうなほど驚いた。

　どくどくとうるさく鳴る心臓を落ち着かせ、手早く身支度を整える。昨日の乗馬で慣れない筋肉を使ったせいか、太ももがこれでもかというくらいの凄い筋肉痛だった。

　二人は頼むよりも早く──こういうことに疎うとそうなアクラムさえも、紳しん士し的にゲルの外へ出てくれたおかげで、痛む体を庇かばいながらも、マコトは気を遣つかうことなく着き替がえができた。

「こちらの服もよく似合うね」

　ゲルに入ってきたタイスィールは、着替えたマコトを見てにっこりと笑う。こちらの服は昨日から買ってもらった服を身に着けていたけれど。そう思って、そういえばタイスィールの前では一度も外がい套とうを脱ぬがなかったことを思い出した。おかしくないだろうか、と心配になりながらもマコトはお礼の言葉を口にする。

　今日の服は、昨日袖を詰めた薄うすいベージュのワンピースと黒のズボンだ。既にもうひとつ袖を詰めた紺こん色いろか迷ったが、なんとなくカイスと鉢はち合あわせしたら怒おこられそうな気がしてこちらに決めた。店主が揃えてくれたのは、若い娘むすめが好みそうな華はなやかな色が多かった。

（汚よごさないようにしよう……）

　そう思って「所帯くさい」とカイスに言われたことを思い出して溜息をつく。これはもう仕方ない、自分の性格なのだろう。

　それよりも、だ。服以前に自分自身が相当汚きたない気がする。日中は炎えん天てん下かだというのに丸二日風ふ呂ろに入っていないのだ。

（ここにいる人達はどうしてるんだろ……）

　砂漠の真ん中で、水が貴重だということは、マコトにも分かる。昨日はサハルが顔を洗うようにと、たらいらしきものに水を入れて渡わたしてくれた。

　……同じことを、今日も期待しては駄だ目めだろうか。昨日タイスィールに連れられ、アクラムのゲルに着くまでに周囲を見渡し探してみたが、井い戸ども水場らしきものもなかった。

　タイスィールに続いてゲルに入ってきたアクラムは、相変わらずマイペースで既すでに定位置で瞑想を始めている。その様子を眺ながめながらマコトは小さく溜息をついた。

（やっぱり、サハルさんが特別気がきくだけなんだよね……）

　ぴくりとも動かないアクラムを見てそう思う。

　……そもそもアクラムはいつ寝たのだろう。二枚目のワンピースの丈たけを詰めて、明日早いから、と長老のものだという寝ね袋ぶくろらしき寝ね床どこに先に寝させてもらったのだ。その時うつらうつらとし始めていた目にはなにか作業をしているアクラムの姿が映っていた。そんなことを思い出しながら何気なくアクラムを見ていたら、突然彼の目が開きばっちり目が合う。

「マコト」

　まじまじと見ていたことを咎める響きはなかったが、淡々とした声こわ音ねはかえって怖こわい。

　おそるおそる返事を返すと、アクラムはごそごそと袂たもとからなにかを取り出した。

「これを塗ぬっておけ」

　ぼんと放り投げられたものを間かん一いつ髪ぱつで受け止める。手の中にあったのは、緑色のジェル状のなにかが入った小さな瓶だった。

「日焼け止めだ。『イール・ダール』は肌が弱いと聞く」

「え、あ、……ありがとうございます……」

　確かに、歴代の『イール・ダール』が地球のどの国から来たのかは知らないが、もともと砂漠出身だという人間はきっと少ない。この炎天下の環かん境きようで生まれた時から暮らしてきた人間とは比べようもなく、肌が弱いということになるのだろう。

（夕べ作業してたのって……）

　まどろみながら眺めていた光景を思い出し、既に瞑想しているアクラムを見つめる。

　もしかしなくてもこれを作ってくれていたのだろうか。瓶から微かすかに香かおる薬草の匂いを昨夜嗅かいだ気もする。

　わざわざ自分のために──そう思うと胸の奥おくがざわついた。サハルと同じ、慣れない優しさがくすぐったい。

「じゃ、行こうかマコト」

「あっ……はい。あの、アクラムさん。本当にありがとうございました！　行ってきます」

　マコトはアクラムに向かって何度も頭を下げてから、外套を手にして部屋を出て行った。

　二人の足音が遠のき、一人残された部屋の中でアクラムはそっと目を開いた。

「騒さわがしい娘だ」

　しかしすぐに固く瞼を閉じると、アクラムは再び瞑想に戻った。
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　先の『イール・ダール』がいるというオアシスまでの移動時間で、マコトはタイスィールからこの世界について色々なことを聞いた。

　タイスィールはマコトが思っていたよりも親切で話もうまく、時には冗じよう談だんも交えて説明してくれたおかげで歴史の話も退たい屈くつだとは感じなかった。

『そういえば、移動方法ってラクダじゃなくて馬なんですね』

　話を聞いている途と中ちゆうで呟つぶやいただけのそんな質問にも、タイスィールは丁てい寧ねいに答えてくれた。

『ああ、昔はラクダで移動していたんだけどね、今は馬に体温調節の魔ま法ほうを掛かけてある。おかげで随ずい分ぶん移動時間が短縮できるようになったんだ』

『ラクダってそんなに遅おそいんですか？』

『うん。歩くのと同じくらいかな。……ああ、でも荷物が多い時は重宝するんだ。一頭で二百キロくらいは積めるからね』

　そんなに、と思う。自分の世界にも存在した動物なのに、知らないことばかりだ。

　乗ってみたいなぁ、と考えていたのが顔に出たのだろう。

『そんなに優ゆう雅がなものでもないけどね』

　くすくすと笑いながら、タイスィールはマコトの顔を上から覗のぞき込こんだ。

　そんなやりとりを馬の上で繰くり返かえして、およそ二時間ほどで『イール・ダール』がいるというオアシスに辿たどりついた。

「先の『イール・ダール』のイブキさんは、医者をやっていてね。定期的にこうして回かい診しんに来るんだ」

　馬から下りるとタイスィールは目を眇すがめ、周囲を懐なつかしそうに見み渡わたす。

「お医者さん……」

　一体どういう経けい緯いでその職業を選んだのだろう。やはり元の世界でも医者をしていたのだろうか。

（あ、なんか凹へこみそう……）

　自分のスキルのなさを改めて思い知り、マコトは溜ため息いきをついたものの、気持ちを切きり替かえるべく違ちがう質問をした。

「お知り合いなんですか？」

　イブキさん、と親しげに呼んだことを考え、マコトはタイスィールに問い掛けた。

「……ああ、昔のね」

　呟くように答えたその視線は、マコトではなく、まっすぐにオアシスへ向けられていた。

（なにかあったのかな……イブキさんって人と）

　なんとなくそう思う。目的地に近付くほど、タイスィールの口数が減っているような気がしていたから。

（でもよかった）

　マコトはちらりとタイスィールに視線を向け、気付かれないように小さく息を吐はき出だす。

　馬に乗ってからは、初日に見せたようなからかう素そ振ぶりは見せなかった。そんな気分ではないだけだろうが、自分にはなによりそれが重要だ。

　オアシスの端はし、大きな木と緑に覆おおわれた場所に、大中小とゲルが三つ並んでいた。一番小さなゲルの前に人ひと影かげが見える。

　小さな黒い頭に胸が騒さわぐのを感じた。長身の美人で長い髪かみをひとつに束ねている。確かにその顔はマコトと同じ東洋系だ。イブキ──名前から期待していた。

（やっぱり、日本人だ……！）

　耳のすぐそばでタイスィールが小さく息を吸うのが分かった。そして。

「久しぶり。イブキさん」

　それは決して大きくない声だったが、目の前の人物ははっとしたように素す早ばやく顔を上げた。そして小さくタイスィールの名前を呟き、まるで確かく認にんするように全身を上から下へと眺ながめた後、くしゃりと表情を歪ゆがませて笑った。

「……久し、ぶり」

「うん、元気そうでよかった」

「ええ、とっても、……貴方あなたも元気そうね。すっかり大人になっちゃって」

　イブキの目は少し赤く潤うるんでいる。タイスィールに会えたことが本当に嬉うれしいのだろう。

　けれど、久しぶりの邂かい逅こうのせいだろうか。お互たがい交かわす言葉は少なく、気まずい雰ふん囲い気きが流れた。

　しばらく間が空いてから、タイスィールは、後ろに控ひかえていたマコトを振ふり返かえると手を差し出し、前に出るように促うながした。

「積もる話はまた後でね。イブキさんに紹しよう介かいしたい人がいるんだ」

　イブキも女性にしては相当背が高い。自然に見下ろされる形になる二人の視線に、マコトは少し困こん惑わくしながらも、ぺこりと頭を下げた。そしてタイスィールの顔を見上げ、頷うなずくのを確認してから、目ま深ぶかに被かぶっていたフードを肩かたに落とした。

「え、……あっ！」

　イブキはマコトの姿を見て、大きく目を見開き、そして口元を手で覆う。

「あなた『イール・ダール』ね！」

　嬉しそうにイブキはそう言ってマコトの小こ柄がらな体を抱だき締めた。突とつ然ぜんの抱ほう擁ようにマコトは驚おどろいたが、柔やわらかな体は確かに同じ女性のもので……ほっとした。突然異世界に放り込まれ、周囲は異性だらけで緊きん張ちようしていたことに、この時マコトは初めて気が付いた。

「ね、名前は？　あたしは伊い吹ぶき。日本人よ」

「私も同じ日本人です。真まことといいます」

　マコト、と口の中で反はん芻すうするとイブキは体を離はなし、マコトの頰ほおに手を添そえ微笑ほほえんだ。

「イブキさん、そんなにくっついてるとラーダが嫉しつ妬とするよ。彼かれは？」

　苦く笑しようしながらタイスィールが呟いた言葉を低い声が遮さえぎった。

「ここにいる」

　草くさ陰かげからがさりと音を立てて現れたのは、不ふ機き嫌げんそうな大おお柄がらの男だ。

　この世界では初めて見る強こわ面もての顔に、マコトは少し身を縮こめる。そんなマコトに気付いたのか、イブキは安心させるように、手をぎゅっと握にぎり締しめてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶ、顔は怖こわいけど優やさしい人だから」

　ぽそりと耳元で囁ささやかれ、その声の優しさと手の温かさに、マコトはほっと肩の力を抜ぬいた。

「久しぶりだな、タイスィール。……来るのが遅い」

　不満げに言った男の言葉に、タイスィールは、くすりと小さく笑って彼らしくもなく素す直なおに謝罪した。

「すまない。……本当に遅くなってしまった」

　先程のような居い心地ごこちの悪さはいつのまにかなくなっていた。

　三人の表情はそれぞれ穏おだやかだった。

　タイスィールのこんなくつろいだ表情を初めて見た。

　男二人に女が一人──、先程から感じていたタイスィールの変化の理由をなんとなくマコトは察した。

「ね。真ちゃん、聞きたいこといっぱいあるでしょ？　とりあえずゲルに……じゃなくて、水浴びしましょう！」

「え……？」

　──なぜ今、水浴びなのだろうか。確かにありがたいが、どうしてこのタイミングで。

（どうしよう……すっごい汗あせ臭くさいとか思われていたら……）

　この二日の行動を思い出して、否定できない自分が悲しい。

「それはいいね」

　マコトの事情を知ってか知らずか、タイスィールもさらりと同意する。

「あたしこの世界に来た時、一週間もお風ふ呂ろに入れなくて、ほんっと困ったのよねぇ～。しかも周囲の男共はまったく気が利かないし！」

「悪かったな」

「別に責めてるんじゃないわよ。ね、ラーダ、気前よく結界張ってよ？」

　イブキは厚いラーダの胸にポンと拳こぶしをぶつけた。その手を上から握り込みラーダは頷く。

「じゃ、あたし着き替がえとタオル取ってくるわね！」

　そう言うなり、イブキは飛ぶようにゲルに入っていった。

（元気な人だなぁ……）

「相変わらずだねぇ、イブキさんは」

　くすくす小さく笑うタイスィールの目は、懐かしそうに眇められている。それを受けてラーダは困ったように眉まゆを寄せた。

「いつまで経たっても落ち着きがない」

「そんなところも可か愛わいいと思っているくせに」

　タイスィールの揶や揄ゆに、ラーダの顔にさっと朱しゆが走る。

　ふふっと人を食った笑えみを浮うかべたタイスィールに、ラーダは顔を背そむけ、「お前も相変わらずだな」と眉を顰ひそめた。

「お待たせ～！　さ、真ちゃん行きましょう！」

「え、あ、はい」

　ぐいっと強ごう引いんに腕うでを取られ、マコトは引きずられるように少し離れた岩いわ陰かげに連れていかれた。

「この辺一体、よろしくね～！」

　イブキはそう叫さけび、ラーダに向かって大きく手を振る。すると、ラーダはオアシスの湖こ畔はんにしゃがみ込み、大きな手のひらを湖面に向けた。呪じゆ文もんを唱えるとその手のひらから淡あわい水色のドーム型の空気の壁かべが生まれ、だんだん広がっていき、マコト達がいる岩陰もその周囲のオアシスもすっぽりと包み込んだ。

「この岩陰で着替えましょう。ラーダが結界張ってくれているから、この薄うすい水色の枠わくの中の景色は向こうから見えないようになっているの。魚も毒虫もその他モロモロ結界の外に追い出されているから、気き兼がねなく水浴びできるわよ。まあ作ってくれた人と、その人が指定した人は入れちゃうけど」

「すごい、ですね……」

　すぐ側にある水色の壁をまじまじと観察しながら、マコトはそう呟く。

「仕組みとか聞かないでね！　魔法なんてチート説明できないから！　あ、内側から触さわっちゃ駄だ目めよ。害はないけど消えちゃうから」

　触ふれようとしたマコトにイブキの声が飛ぶ。慌あわてて指を引っ込めてイブキを振り返ると、既すでに彼かの女じよは服を脱ぬぎ捨すてていた。

「まぁこんな早い時間には来ないと思うけど、患かん者じやさんが来る前に入っちゃいましょう」

「患者さん……あ、お医者さんをされてるんですよね……」

「ええ。前の世界じゃ忙いそがしすぎていつ辞やめてやろうかなんて思ってたのに、ここでも医者をするなんてなんの因果かしらねぇ。一週間前に北の集落を出て、昨日ここに到とう着ちやくしたところなのよ」

　ふふ、と笑え顔がおを浮かべてイブキはそう言った。医者であることを鼻に掛ける様子はない。気さくな人ひと柄がらにマコトは一気に好感を持った。

『イブキ！　飛び込んだりするなよ！』

　突然聞こえたラーダの声に、一いつ瞬しゆんぎょっとする。気付けば壁の向こうにタイスィールと共に立っていた。

「……っっ！」

　服を脱いでいたマコトは慌ててしゃがみかけたが、すぐに先程のイブキの言葉を思い出して動きを止める。

「分かってるわよーぅ」

　イブキは子供のように、ラーダに向かって舌を出す。がもちろん、ラーダは気付く様子もない。

（そうだ、見えないんだった……）

　しかし、それでもこちらからは見えるわけで……なんとなく恥はずかしい。

　せめてもう少し離れてくれないだろうかと思っていると、それを察したイブキが、二人に向かって怒ど鳴なった。

「ちょっと！　気になるから二人共ゲルの方に行ってよ！」

「分かった……本当に気を付けろよ」

　ラーダは重ねて注意をしてから、タイスィールを伴ともなってその場から離れた。

　顔に似合わず心配性しようらしい。マコトはほっとし、躊躇ためらいつつも服を脱ぎ、澄すんだ水に足を踏ふみ入いれた。

　水の中は透すき通とおっていて、足元の苔こけまで見える。さんさんと降り注ぐ強い日光のおかげでほどよく温められ、ちょうどいい温度だった。

　先に入っていたイブキが水を搔かきながら近寄ってくる。

「ね。真ちゃんの伴はん侶りよってタイスィールなの？」

　にっこりと笑顔を浮かべて聞かれた言葉に、マコトはぶんぶんと首を振り否定する。

　よりにもよってタイスィールとは……自分には不相応すぎて申し訳ない。

　マコトはイブキの顔を見つめ、少し迷いつつ、小さな声で呟いた。

「呼び捨てでいいです。……あの、私まだ十四ですし……」

　マコトの言葉にイブキは一瞬固まり、それから胡う乱ろんな目をして視線をずらした──胸むな元もとに。

「苦しいわよ。その胸で」

「……ですよね」

　にべもなく吐き出されたその言葉に、マコトはがっくりと肩を落とす。

　このやりとりだけでイブキはある程度マコトの事情を察したらしい。問われるままに責められるのを覚かく悟ごで初日の長老とのやりとりを語ると、イブキは責めるどころか、面おも白しろそうに相あい槌づちを打って、「よくやったっ！」と感心する素振りさえ見せた。

「気にすることないわ。大体、初対面の男といきなり結けつ婚こんしろなんて言う方が間ま違ちがってるのよ」

　イブキはそう言って、うんうんと自分の言葉に何度も頷く。

　気持ちを分かってくれたことが嬉しくて、マコトはほっとしたようにイブキを見上げ、表情を和やわらげた。

「まぁ、日本人でよかったわよね。東洋系の『イール・ダール』って珍めずらしいみたいでさ、あたしも初めて年ねん齢れい聞かれた時十六か、って聞かれて嬉しいどころかドン引きしたわよ。その時、あたし二十六よ？　かーっとなっちゃって、真っ正直に自分の年齢言っちゃったもんだから、即そつ行こうで花はな婿むこ候補に引き合わせられてさぁ、散々だったわ」

　言葉の割に、口調は険しいものではない。どちらかというと懐かしむような様子はとても楽しそうだ。

「その婚約者がラーダさん、ですか」

「そう、それと……まぁ、なんとなく気付いていると思うけど、タイスィールね」

　懐かしむような切なげなタイスィールの視線。やっぱりそんな事情があったのか、と納なつ得とくする。

「しかもタイスィールはその時まだ十七だったのよ。淫いん行こう条例に引っかかるっつーの」

　一気に吐き出したイブキの言葉は、きっとこの世界で自分にしか分からないだろう。そんなことすら共有できることが嬉しい。からからと自分の言葉に笑ったイブキに釣つられてマコトも微笑む。

　イブキはパシャリ、と両手で水を掬すくってゴシゴシと豪ごう快かいに顔を洗った。

「それにしても、『イール・ダール』が現れたならさっさと教えてくれればいいのに。いつここに来たの？」

　イブキは頰を膨ふくらませ、両手を合わせて水みず鉄でつ砲ぽうを作った。向こうの木こ陰かげで休んでいるタイスィールに向かって水を掛けるふりをする。

　結界が消えたらどうしよう、とハラハラしながらも素直に三日前だと答えると、イブキは目を大きく見開いてマコトを凝ぎよう視しした。

「……は？」

　戸と惑まどいをそのまま口にし、イブキは再び確認する。

「三日前って、三日前？」

「え？　……はい」

　間違っているだろうか、とマコトは頭の中で数えてみる。間違いない。

「真ちゃ……ああ、マコトって呼ぶわよ？　もっとマコトは取り乱していいと思う！　あたしなんか最初の一週間は夢だって言い張って、次の週はひたすら泣いて暮らしたわよ？　結局認めるまで一ヶ月は掛かったけど」

　容易に想像できてしまい、マコトは込み上げる笑いを必死で嚙かみ殺ころした。

「同じこと、違う人にも言われましたよ」

「え？」

「もともと向こうでも一人でしたし、心配するような家族もいませんから大丈夫です」

　マコトがそう説明すると、イブキはなぜか深刻そうに表情を曇くもらせた。

「──ねぇマコト」

「はい？」

「諦あきらめちゃ駄目だからね」

　ここに来て初めて見た真面目なイブキの顔に、マコトはどうしたのかと首を傾かしげる。

「なにをですか？」

　イブキはなにか言いかけるように口を開いたが、途中でやめた。

　しばらく黙だまり込こんでいたが、なにか自分の中で納得したように深く頷いてから、マコトに向かってぴしっと人差し指を立てた。

「あたしのモットーはね、強くしぶとく図太くよ」

　大真面目な顔で吐き出された言葉に、マコトはとうとう吹ふき出だした。ああ、もうなんて。

「かっこよすぎです……っ」

　本当になんて素す敵てきな人だろう。一いつ緒しよにいると楽しい。あのタイスィールがきっと──好きになったのも分かるほど、本当に魅み力りよく的な女性だった。

　イブキはふふん、と得意そうに鼻で笑って、くいっと顎あごを上げた。

「弟で子しにしてあげるから、見習いなさい」

　そう言って胸を張ったイブキを見て、マコトは眩まぶしそうに目を細める。

「──幸せ、そうですね」

　無意識にそんな言葉を呟いていた。見知らぬ世界にただ一人来るまでは、立派な職業についていて家族もいただろう。自分に比べたらよっぽど元の世界に未練があったに違いない。それなのに、こんなに明るく楽しそうに笑っている。──素直に、よかったと思った。

　イブキは優しく微笑むと、腕を伸のばしてマコトの頭を撫なでた。

「そうね。とても幸せだわ。……それに半年後には子供も生まれるしね」

　付け足すように呟いた言葉にマコトは驚いて、イブキのお腹なかを見た。日焼けしていない白い腹部に膨らみらしきものは見つからない。

　マコトの視線を追い、イブキは苦笑して顔の前で手を振った。

「まだ分からないわよ。こーんな小ちっちゃいんだから」

　指で小さなマルを作り、マコトの前に示す。

（ああ、だからラーダさん……）

　イブキに向かって何度も注意していたのか。奔ほん放ぽうなイブキに心配になる気持ちも分かる。マコトはラーダに視線を向け、くすりと小さく笑う。強面で表情は変わらないが、忙せわしなく動かしている靴くつの先が彼の心配を示している。

「おめでとうございます」

　マコトがそう言うと、イブキは一瞬驚いたように目を見開き、それから照れくさそうに少し頰を染めて「ありがとう」と笑った。柔らかなその微び笑しようは確かに小さな命を抱いだく『母』のもので、マコトは既にいない自分の母親のことを思い出す。

　ラーダとの馴なれ初そめを聞いて、すっかり馴な染じんだ頃ころ、イブキが布で身体を拭ぬぐいながら何気なく呟いた。

「まぁ、不便だけど、さほど悪い世界ではないわよ。好きな人に出で逢あって結婚して……今でこそ落ち着いてるけど、まぁでも、……色々疑ったりしたんだけどね、本当にラーダは純じゆん粋すいにあたしのことが好きなのかって……」

「どうしてですか？」

　マコトの問いにイブキは怪け訝げんそうに眉を寄せた。

「──え。だって……」

　一瞬会話が途と切ぎれる。しかし、すぐにイブキは笑顔を浮かべ首を振った。

「ううん。ほら、愛情を疑いたくなる時ってあるじゃない？」

　なんとなく言いい淀よどんだ言葉の先に、なにかがあることにマコトは気付いた。

　けれどきっとここは聞き流した方がいいのだろうと、素直にイブキの言葉に頷いてみせた。

　それからマコトは考えてきた、ありとあらゆる質問をした。例えば切実な話、生理の時はどうすればいいか、水はどこで手に入るのか、戸惑うような生活習慣はあるか──思いつく限りの質問をし、その度にイブキは嫌いやな顔せず丁寧に答えてくれた。





[image: ]






「さてと、お腹がすいたわね」

　マコトと向かい合わせでお喋しやべりをしながら髪を乾かわかしていたイブキは、手て櫛ぐしで簡単に髪をまとめると、くるりと体を返してラーダに向かってそう言った。

「分かった」

　なかなか分かりやすい催さい促そくにマコトは苦笑する。どうやらラーダが食事担当らしく、短く返事をして立ち上がった。

　手伝いくらいならできるだろうか、とラーダに声を掛けようとしたところで、ふと思いついた。

　この世界に来た初日にサハルにスープを作ってもらったことを考えれば、普ふ段だん過ごしているあの集落にも同じように台所のようなスペースはきっとあるだろう。

（……食事の用意なら、私にもできるかな？）

　サハルやタイスィールにはなにかとお世話になっているし、カイスには生活用品一式を用意してもらった。そのお返しにはならないかもしれないが、この世界に来て数日、なにもせずにただ養ってもらっている今の状態が、どうにも居心地が悪かった。しかしイブキのような専門的な知識もなく、自分ができることなど限られている。料理ならば元の世界でも自じ炊すいをしていたし、なんとかなるかもしれない。

（うん、後で聞いてみよう……）

「あ、手伝おうか」

　マコトが頭を巡めぐらせている間にイブキが手を上げてそう申し出たが、ラーダは目を眇めて首を振った。

「いらん。お前が手を出すと材料の無む駄だにしかならん」

「言うわね！　マコトの手前言ってみただけだけどさ！　後で覚えてなさいよラーダ」

　なかなか辛しん辣らつな言葉だが、その前のイブキの催促もなかなか暴君だったのでお互い様というところだろうか。

　ぽんぽんと言い合う二人だが、そこに嫌いや味みはなくなんとなく楽しそうだ。

　そんな二人に苦笑しつつ、タイスィールは懐かしそうに目を細めた後マコトを見た。

「ラーダの料理は久しぶりだね。マコトも楽しみにしているといいよ」

「……料理が得意なんですか？」

　失礼ながらなんとなく料理をするようには見えなかったので、マコトは驚いて目を瞬まばたく。

「王宮で料理長をしていたからね。王様お気に入りの料理人だったんだ」

「え……すごい、ですね」

　ラーダと話していたタイスィールがそう説明すると、ラーダはむっと眉を顰めて首を振った。

「簡易台所しかないからな。そんな大したものは出せないぞ」

　そう言って少し離れた──おそらくはその簡易台所だろう場所へと向かおうとしたラーダの背中にマコトは慌てて声を掛けた。

「ラーダさん！　あの、私にも手伝わせて下さい……！」

「……」

　呼び止められたラーダは振り向いて少し驚いたように一度瞬きをした。そしてなぜかマコトではなくタイスィールに視線を向ける。

　いいのか、とでも言うような視線は少し困惑しているようにも見えた……が、敢あえてマコトは気付かなかったふりをした。

（迷めい惑わくだったかな……でも）

「マコト、下手に手を出したらかえって邪じや魔まになるかもしれないよ？」

　確かに本職の料理人に手伝いなど不要だろう。

　タイスィールの言葉にマコトは一度俯うつむいたものの、再び顔を上げた。

「あの、邪魔にならないようにします。見てるだけでも駄目ですか？　この世界の料理の仕方を覚えたいんです。それに調味料とか元いた世界とどれくらい違うのか知りたいし……っ」

　どうしても手伝いたくて必死でそう言いい募つのれば、それまで黙っていたイブキが「別にいいんじゃない？」と軽く首を傾げた。

「可愛いアシスタントができてよかったじゃない」

　イブキの一言が効いたのか、それともマコトの気持ちが伝わったのか、ラーダはマコトを見下ろすと台所に向かって顎をしゃくった。

「……こっちだ」

　ついてこい、という意味なのだろう。

「ありがとうございます……！」

　マコトはイブキから分けてもらった紐ひもで髪を簡単にまとめて、小走りにラーダの後を追い掛けた。その背中を見てタイスィールは肩を竦すくめ、イブキは「過保護は嫌きらわれるわよぅ」とからかいながらその背中を軽く叩たたいた。







「これが肉だな。市場に行けば大体こんな塊かたまり肉が出ている。言えば一回分ごとに切り出してくれるし、別料金を払はらえばこんな風に凍こおらせてくれる」

　スーパーで売っている薄切りのパック肉とは違って、元の世界のきちんとした肉屋さんも量り売りだった。お金の単位さえ覚えれば一人でも買い物に行けそうである。

　……なんとなく狩かった獣けものから毛をむしり血抜きをして──というようなことをしなければならないのではと覚悟していたマコトは、拍ひよう子し抜ぬけしつつもほっとした。

「そうなんですか……これは鶏とり肉にくですか？」

　なんとなく色の薄さからそう予想してマコトが尋たずねると、ラーダはここに来て初めて表情を緩ゆるめて頷いた。

「本当に料理ができるんだな」

「え、……あ、できるってほどではなくて……」

　マコトが作れるのはいいとこ家庭料理だ。元料理長に『料理ができる』なんてとてもおこがましくて言えない。

　首を振ったマコトの言葉をラーダは途中で遮り、「鶏肉で合ってる」と肯こう定ていした。一番安価で手に入りやすい、と説明されて元の世界と同じなのだと納得する。

　砂さ漠ばくという場所的な制限はもちろんあるだろうが、食材に関しては自分の常識とかけ離れていないようなのがありがたい。

（うん……真っ青なお肉とかじゃなくてよかった）

　昔見たアニメや小説を思い出しマコトは改めて胸を撫で下ろした。




　ラーダは大きな出で刃ば包ぼう丁ちようをマコトに渡すと、肉を大きめにぶつぎりにするように指示する。

　そして並んでいた調味料のひとつを摑つかみ、切った肉に振りかけながら説明を始めた。

「色の濃こいものは大体匂におい消しだ。肉にはこっちで──」

　強面でとっつきにくい顔とは正反対に、ラーダは親切だった。調味料から肉の処理方法まで丁寧に説明をしてくれ、スパイスの類たぐいは後で分けてくれると約束してくれた。




　それを見ていたイブキはふいににやっと笑って、元の世界でお馴染みの料理番組のオープニング曲を口ずさみだし、マコトは思わす吹き出してしまう。

「なんだ」

「いえ、なんでも！」

　慌てて笑いを嚙み殺しイブキさんを軽く睨にらむ。自分も笑ってしまったらしいイブキは、タイスィールの背中を遠えん慮りよなくばんばん叩いていた。

「……いや、本当にイブキさんは相変わらずだね」

「俺おれの苦労を察してくれたようでなによりだ」

　疲つかれた顔を付き合わせたタイスィールとラーダ二人は、お互い溜息をつく。なによぅ、と頰を膨らませたイブキは岩場に腰を下ろした。足をブラブラさせて、ラーダに「危ない」と眉を顰められる。

　そんな感じで時々イブキが邪魔をしつつも料理の支し度たくは進み、一時間ほどでスープが完成し、他には甘あま辛からく焼いた鶏肉、フライパンで焼いたパンと三品が出来上がった。ランチにしてはなかなか豪ごう華かである。




　ラーダが使った調味料を分けてくれたので、マコトは匂いを嗅かぎつつ、せめて今使ったものだけは完かん璧ぺきに覚えようととしっかり頭の中で反芻する。

　なにか書くものを持って来ればよかった、と後こう悔かいしながら勧すすめられるままスープを口にして、マコトは目を見開いた。

「美お味いしい！」

　しっかりした味なのにくどくない。匂い消しの香こう味み野菜はなにも入っていないのに、生なま臭ぐさくなく不思議と爽さわやかだ。野菜がたっぷり入っているせいか色んな味がするのに、不思議とまとまりがいい。

（香こう辛しん料りようの匂いは結構独特なのに、一緒に煮に込こむとこんなにおいしくなるんだ……）

「今日も相変わらず美味しいわ。ラーダの料理は大陸一ね」

「……イブキは大おお袈げ裟さなんだ」

　嬉き々きとしてお代わりを注つぎに行くイブキに、ラーダはぶっきらぼうに呟き、顔を顰しかめる。どうやら照れているらしい。

「いや本当に美味しいよ。王宮を辞める時王自ら引き止めたのも頷ける味だね」

　同じようにスープを飲んでいたタイスィールもイブキの言葉に同意すると、ラーダは今度こそ黙り込み、忙しなくスープの鍋なべを搔き回し始めた。眉み間けんに皺しわは刻まれたままである。どうやら褒ほめられるのは苦手らしい。

　そんなラーダを少し可愛いと思っていると、にんまり笑ったイブキがラーダの側まで歩み寄り背中から顔を覗き込んでいた。からかいまじりの小さな声でイブキがなにか呟き、ラーダが小こ突づいた後は、お互いの顔を見て笑い合う。和なごやかな空気にマコトは同じように笑ってから、そっとタイスィールの様子を窺うかがう。そして自分と同じように笑っていることにほっとした。
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　食事を終え昼過ぎにやってきた患者と入れ替わるように、タイスィールとマコトは慌ただしくオアシスを発たった。

（もう少しお話ししたかったな……でも、遊びに行くって言ってくれたし）

　見知らぬ異世界で、同郷の人間がいるというだけで、こんなにも心強く思う。先の『イール・ダール』がイブキのような人でよかったと思った。

（料理もなんとか要領は摑んだと思うし、火を熾おこすことさえできるようになれば、私でもご飯くらい作れるよね）

　あの時勇気を出してよかったと思う。イブキの夫だから悪い人ではないと分かってはいたけれど、強面の顔はかなり恐おそろしく不機嫌に見えた。それでも、自分にできることを増やしたくて思いきって頼たのんでみたのだ。

（うん、私にしては頑がん張ばった）

　珍しくマコトは自分で自分を褒める。これで自分も役に立てるかもしれないと思えば、結果は上々だった。

　後でイブキに確認すると、代々の『イール・ダール』のおかげで、元の世界の料理もこちらの世界で受け入れられているらしく、シチューなど肉が違うだけで大差なく、全体的に濃い味にすることさえ気を付ければ、問題なさそうだ。




　帰りの道ではタイスィールは終始無言で手た綱づなを握っていた。マコトもそれに合わせるように黙っていたが、不思議と居心地は悪くなかった。

　馬に揺ゆられてうとうとしていたマコトは、目の前の馬のたてがみが赤く染まっていることに気付き、顔を上げた。

（ぅ、わぁ……）

　大地は黒く、空は赤く、千切れた雲は橙だいだい色いろに発光して周囲は闇やみと交じり合い紫むらさき色いろに染まっていく。マコトは手を額に翳かざし遠くの地平線のその先を見るように目を細めた。

「きれい……」

　夕焼け空はこんなに美しいものだったのか。昨日は早々にゲルに入ってしまったから気付かなかった。

（勿もつ体たいないことしたなぁ……）

　しみじみとそう思って、沈しずんでいく夕陽を見つめていると、それまで黙っていたタイスィールが静かに問い掛けてきた。

「君の世界とはそんなに違う？」

「はい……。あっ、いえ、……もしかしたら、一緒だったかも……」

　違う国に行けば砂漠は存在するし、と思って答えた言葉だったが、ふと、自分がいた場所でも、これほどではないにしろ近いものは見られたかもしれない、と思いつく。

（……こんなに、ゆっくり空を眺めたことなんてあったかな）

　夕焼けだけではない。抜けるような空の青さや、雲の色や形。

　日常に追われて天気を確認する以外に見上げることなどなかった。

「イブキさん、いい人でしたね」

　全てを優しく包み込むその暖かな色が、別れたばかりの彼女を思い出させた。

　マコトがぽつりと呟いた言葉に、タイスィールは思い出すようにゆっくりと目を伏ふせる。それから穏やかな笑みを浮かべて、掠かすれた声で呟いた。

「私が好きだった人だからね」

　それきり、タイスィールは口を開くことはなかった。

　摑み所のないタイスィールが零こぼした──初めての本音に、マコトはただ黙って頷いた。

　すっかり日が落ちる少し前に二人はゲルに戻もどった。手を貸してもらって馬から下りると、タイスィールに向かって頭を下げた。

「今日はどうもありがとうございました」

　タイスィールは穏やかに笑って首を振る。

「……お礼を言うのは私の方だよ」

　下げた頭にぽんと手を置かれる。からかう様子もない真面目な声に、マコトはゆっくりと頭を上げた。

「今日はカイスの所だね。まだ戻ってないようだし、私の所で待っているかい？」

　少し迷ってマコトは首を振る。

　今日一日行動を共にしたことで、タイスィールの印象も変わり、一緒にいても緊張はしなくなっていたが、……なんとなく、タイスィールが一人でいたいのではないかと思ったのだ。

「そう、じゃあ毒虫が入らないように結界を張っておくよ」

　あっさりと引き下がったタイスィールの申し出にマコトは素直に礼を言う。

　自分の意見を尊重してくれたことが嬉しい。

　カイスのゲルに向かう途中で、マコトは前を歩くタイスィールに問い掛けた。

「でも、勝手に入っていいんでしょうか？」

「大丈夫。カイスには今朝ちゃんと言ってあるから」

　その言葉に安心してマコトはカイスのゲルに足を踏み入れた。先程の言葉通り結界を張ったタイスィールは小さく息を吐く。

「じゃあ、食事を持ってくるから待ってて」

「あ、いえ、……お昼食べすぎたので大丈夫です。パンもたくさん貰っちゃったし、お腹すいたらそれ食べます」

「そう。でも気が変わったらいつでも声を掛けて」

　タイスィールはそう言うと、短く別れの挨あい拶さつを口にしてゲルから出て行った。

　再びゲルの中を見渡す。意外に……と言っては失礼だろうが、服が乱雑に積まれている他は、片付いている。

　しかし絨じゆう毯たんの上に敷しかれたままの寝ね床どこを見て、マコトは、あ、と小さく声を上げた。

（昨日の長老さんの寝ね袋ぶくろ、借りようと思ったのに……）

　アクラムのゲルまで行こうと一瞬扉とびらの方に向かったマコトだったが、結界を張ってもらったことを思い出して足を止めた。

（……しまった。中から触れると消えちゃうんだよね……）

　再度タイスィールに結界を張ってもらうのは、気が引ける。

　それにアクラムがゲルに戻っているとは限らないのだ。

（確か昨日『捜そう索さく』だとか言ってたよね。一体なにを探してるんだろう……）

　マコトは首を傾げつつ、カイスの帰りを待つことにした。

　絨毯に座すわろうとしたその時、部屋の隅すみに見覚えのある服があることに気付き、マコトは確かめるように目を瞬かせた。近付いてみるとやはり、それは昨日裾すそを直したばかりの藍あい色いろのワンピースだった。その下には繊せん細さいな装そう飾しよくが施ほどこされた箱が少し開けられた状態で置いてあった。

（もしかして……）

　隙すき間まから見慣れた藍色の制服が見えて、そっと蓋ふたを押おし上あげる。そこには予想通り昨日買ったばかりの服や生活用品が入っていた。ついでに見当たらなかったコートも一番底に入っている。

「アクラムさんかな……？」

　この箱に入れて運んでくれたのだろうか。麻あさ袋ぶくろに入った状態のままで放置してしまっていたはずだ。それ以外に心当たりはない。

（みんな、気き遣づかってくれてるよね……）

　申し訳ないほどに。箱の表面の彫ちよう刻こくを指でなぞりながら、マコトは心の中で呟く。

（カイスさんだって、いっぱい買ってくれたし）

　してもらってばかりで心苦しい。食事の用意くらいでは返せないような気がする。

　他にできることはないかと考えを巡らせるが、なにも思いつかない。誰だれかに──例えばサハルに相談したとしても『大丈夫ですよ』と遠回しに断られるような気がした。

（とりあえず今できることをやって……この世界に慣れてきたらなにか他にも探そう）

　答えの出ないことをいつまで悩なやんでいても仕方がない。マコトは思考を切り替えて、箱の中から新しい服と裁さい縫ほう道具を取り出す。カイスを待つ間、残りの服の裾を詰つめることにした。







「眠ねむい……」

　ポツリと呟いて、マコトは手にしていたワンピースを横に置いた。

　二、三時間までは没ぼつ頭とうできたが、いささか作業が単純すぎる。

　連日の乗馬で体は鉛なまりのように重く、マコトは大きく伸びをした。それだけでも腰こしや肩の筋肉が悲鳴を上げる。

（だるい……。結界って寒さも遮しや断だんするのかな……あったかいし、このまま絨毯の上で寝ねても大丈夫な気がする……）

　そう思ってそのまま床ゆかに突つっ伏ぷしかけたが、はっとして眠ねむ気け覚ざましのために首を振る。

「駄目駄目！　まだカイスさん、戻って来てないんだから……」

　わざと声に出して、なんとか眠気を誤ご魔ま化かす。一晩お世話になるのに、挨拶もしないなんて有り得ないだろう。それでも慣れない馬で遠出した疲れが眠気になって襲おそい掛かってくる。どうにも瞼まぶたが重く、うつらうつらしたその時、ふっと部屋の中に冷たい風が吹き抜けた気がした。そして扉が静かに開く音。

「なんだ。起きてたのか」

　開かれた隙間からそんな声が掛かり、身を滑すべらせるようにゲルの中へ入って来たカイスにほっとする。

「おかえりなさい」

　それは随分久しぶりに使う言葉だった。自然に口に出していた言葉にマコトは少し驚く。外がい套とうから砂を払っているのは、当然このゲルの持ち主のカイスだ。

「……ただいま」

　少し躊ちゆう躇ちよするような間を空け、カイスはマコトに背を向けたままそう言葉を返す。

　マコトの胸に、ふわりと暖かいものが広がった。

　カイスはマントを脱ぎ柱の出っ張りに掛けると、マコトの手元を見て口を開く。

「寝てると思ったんだが。……縫ぬい物ものしてたのか。まだ終わんねぇの？」

「いえ、私ももう寝ます」

　マコトが首を振ると、カイスは少し考えるように間を置き、あー……と間延びした声を出してから、首を傾げた。

「もしかして待ってたか？」

「……いえ？」

　少し空いた沈ちん黙もくが、問いを肯定した。カイスは表情を崩くずして、大きな手でマコトの頭をくしゃっと乱暴に撫でる。

「ちゃんと寝ねーと背伸びねぇぞ」

「……気にしてるんですから、言わないで下さい」

　そう言い返しつつも、マコトの心は弾はずむ。遠慮のない会話はまるで仲の良い兄きよう妹だいや、友人のようだ。

　カイスは、ふっと息を吐いて笑い、それから大きな欠伸あくびをした。そしておもむろに上着を脱ぎ捨て、上半身裸はだかになると寝床に向かった。

「……～っっ！　どうしてこの寒いのに脱ぐんですか！」

　マコトの悲鳴にカイスは首を傾げた。

「あ？　習慣なんだけど」

　そうあっさり返され、意識している自分の方が恥ずかしくなった。

（し、仕方ないよね。私のこと子供だと思ってるんだから……！）

　自分にそう言い聞かせて、極力カイスを視界に入れないようにしながら直していた服を片付け、絨毯に寝転がろうとした。

　既に深夜だ。アクラムが戻っているとしても、こんな時間に起こすのは忍しのびない。

　既に寝転んでいたカイスは、ああ、と今いま更さら気付いたように声を上げた。

「あーそっか寝るトコないよな。よし、抱き枕まくらにしてやる。こっち来い」

　にやっと笑ってカイスは寝床に転がって、毛布を持ち上げ隙間を空けた。

「……なんでですか」

「まさかそんなトコで寝るなんて言うなよ」

「寝床を半分譲ゆずってくれる気なら、もう一回結界張ってくれませんか。部屋さえ暖かかったら、私は絨毯で眠れますし」

　自分でも図ずう々ずうしいな、と思いながらマコトが冗談めかしてそう言うと、カイスは少し眉を寄せた。

「お前、俺に寝るなって言うのかよ」

　呆あきれたようなカイスの言葉に、マコトは首を傾げる。

「結界はな、術者の意識がなくなると消えんだよ。今まであったヤツ誰の結界か知らねぇけど、今頃ようやく眠れるって喜んでるんじゃね？」

　意外な言葉にマコトは驚く。

（ということは、タイスィールさん、今まで起きててくれてたんだよね……）

　なんだか申し訳なくなってマコトは表情を曇らせた。
















「ほら、とっとと来い」

　カイスは再び手招きする。

　その仕草は本当に、駄だ々だをこねる子供相手のものだ。

（……なんか、もういいや……）

　正直疲れた。自分を子供だと思っているのだ。同じ寝床で寝たって『そういう』心配をする必要はない。

　結界が消失したせいか、部屋の温度が徐じよ々じよに下がり始めていた。

　暖を取るためだ、と自分に言い聞かせて、マコトはそっとカイスの隣に横たわった。

　寝顔を見られたくないので、自然とカイスに背を向ける形になる。




「……なぁ今日、前の『イール・ダール』に会ったんだろ」

　静せい寂じやくの後、ふいに声を掛けられて、マコトは思わず振り向いた。

　いつのまにかカイスもマコトの方に体を向けていたらしく、存外近い距きよ離りに驚く。

（近い……っ）

　ここで慌てて体を離すのは、あまりに失礼だろう。反射的に起き上がろうとしたマコトはぐっと堪こらえる。対するカイスは先程のようにからかってはこないが、焦あせっている様子もない。

　……そして、イブキの所で水浴びができてよかったと心から思った。こんな近い距離なら匂いだって分かっただろう。

「色々、話聞けたのか？」

　続けられた言葉に、マコトは意外に思って頷いた。

（もしかして気にしてくれていたのかな……？）

　思えば昨日カイスはマコトをイブキがいるオアシスに連れて行く役目を引き受けようとしてくれていた。

「えっと……イブキさんっていう方で、素敵な人でしたよ。旦だん那なさんがラーダさんっていって、お料理を教えてもらったんです。それで──」

　カイスの気遣いも嬉しくて自然と声も弾み、夜も遅いというのに大きな声が出た。自分の声に驚いて、マコトは慌てて口を閉じる。

（恥ずかしい。疲れて眠ろうとしてる人になに、お喋りしようとしてるの……！）

　思いきり子供のようにはしゃいでしまった。

　しかし後悔したのも一瞬。カイスはそんなマコトの様子に少し驚いたような顔をしたものの、ゆっくりと頷いてみせた。

「そりゃよかった。続きは明日また聞かせろよ……な？」

　ふわり、と柔らかく微笑む。これまで見たことがないその意外な微笑みにマコトは軽く目を瞠みはった。

　そんなマコトの様子に気付くことなくカイスは、くわぁ、っと欠伸をして瞼を閉じる。

　どうやら相当眠いらしい。先程の無防備な笑顔はそのせいだったのかもしれない。

　マコトに顔を向けたままカイスは瞼を閉じる。マコトは振り返ったままの体勢だったが、そんなカイスに背中を向けるのは、失礼な──というよりは淋さみしい気がして、一いつ旦たん体を起こしてカイスの方に向き直り、再び横になった。

　普段の言動と派手な銀ぎん髪ぱつのせいかきつく見えるカイスの寝顔は、候補者の中でも一番日に焼けていて案外幼い。男性の顔をこんなに近くで見るのは、初めてだと思って、──思い出した。

（サハルさんは……パニック状態だったし）

　三日前の出来事か、と改めて思うと、もっと前だったような気がして頭の中で確認してみるが間違いない。一日一日がとても濃いから、そう思うのだろう。

　しばらく黙っていると規則正しい寝息が、マコトの耳に飛び込んできた。よほど疲れているのだろうか、恐るべき寝付きの早さだ。

（……ふわ、ぁ……ねむ……）

　体が温まってくると、忘れていた眠気が一気に戻ってくる。マコトは一つ大きな欠伸をしてから、そのまま瞼を閉じた。

　温かい。

　なんとなくいい夢を見られそうだ、と薄れゆく意識の中でぼんやりと思った。
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　嵐あらしは突とつ然ぜんやってきた。

　ノックもなしに扉とびらが開く。豪ごう快かいないびきをたてていたカイスだったが、弾はじけるように起き上がると、素す早ばやく枕まくら元もとの剣けんを取り体勢を整え、扉に鋭するどい視線を向けた。

「うわぁ、可か愛わいいなぁ～ッ」

　挨あい拶さつも無しに、蕩とろけそうなほど甘あまい声で囁ささやいた男の姿を見とめると、カイスはげっと呻うめく。そしてまだ寝ねぼけ眼まなこで瞼まぶたを擦こするマコトを背中に隠かくそうと手を伸のばすが、それよりも素早く男がその小こ柄がらな体を抱だき上あげた。

（え、……!?）

　男はまるで人形にするようにそのままぎゅっとマコトを抱き込んだ。遠えん慮りよなくべたべたと顔や体に触ふれられてマコトはようやく覚かく醒せいする。しかし体にしっかり巻き付いたものが誰だれかの手であることに気付き、咄とつ嗟さに悲鳴を上げた。一いつ拍ぱく置いて抜ぬけ出だそうと体を捩よじるが絡からみついたその手はぴくりとも動かない。

「なにやってんだよ……ッ!!」

　きりりと眉まゆを吊つり上あげてカイスは男を容よう赦しやなく蹴けり飛ばし、固まったままのマコトを奪だつ還かんした。

「サーディン！」

　転がるようにゲルに入ってきたのは隻せき眼がんのナスルだ。あの夜以来の再会だったが、マコトはそんなことに気付く余よ裕ゆうもなく、カイスの腕うでの中で茫ぼう然ぜんとしていた。

　しかしナスルに一いつ瞬しゆん気を取られたカイスの隙すきをついて、サーディンは再びマコトを奪うばい返かえす。そのままぎゅうぎゅうと抱き込まれて、鼻と口が薄うすい胸むな板いたに潰つぶされ、マコトは酸欠状態に陥おちいった。

（なにが、一体、どうなってるの……っ！）

　寝起きの頭には許容キヤパオーバーだ。とりあえず自分を抱いているこの男は誰なのか。サーディンというのは、多分この男の名前だろう。しかし初対面に違ちがいないこの男が、なぜ自分を拘こう束そくしているのか。マコトにはまったく理解できなかった。

「なにかありましたか！」

　騒そう動どうを聞きつけたのか、サハルとタイスィールが、開け放たれたままの扉から同じタイミングで入って来た。

　そして、サーディンの顔を見ると、大なり小なりカイスと同じ反応をした。

「とうとう見つかりましたか……」

　溜ため息いきと共に吐はき出だされたサハルの言葉を耳ざとく聞きつけ、サーディンはマコトを抱かかえたまま、子供のように頰ほおを膨ふくらませた。

「みんなひどいよ～なんで教えてくれなかったのさ～」

　こうなるから。

　四人の心の声は綺き麗れいに揃そろった。

　喚わめくサーディンを綺麗に無視し、カイスはナスルに視線を移した。

「ナスル、一いつ緒しよに来たのか!?」

　怒ど鳴なり声には、どうして連れてきたんだ、という非難の響ひびきが含ふくまれていた。

「……悪い。尾び行こうされていることに気が付かなかった」

　言い訳もせず、簡潔にそう言って頭を下げたナスルに、カイスは忌いま々いましげに舌打ちする。

「とにかく早く放しなさい。マコトさんが怯おびえています！」

　珍めずらしく怒いかりを露あらわにし、サーディンの腕を摑つかんだのはサハル。

「マコトちゃんっていうんだ～可愛い～。ね、花はな嫁よめ衣い装しようはどんなのにする～？　僕ぼくこれでも結構お金持ちだから、なんでも好きなもの買ってあげるよ～？」

　上から覗のぞき込こまれて腕が緩ゆるんだ隙に、逃にげようと腕に力を込める。しかしそれを察したのか、サーディンは先さき程ほどよりも強くマコトを抱き込んだ。

「とっとと離れやがれ……ッ!!」

　あくまでマイペースを貫つらぬくサーディンに、もともと短気なカイスがキレた。

（息……くる、し……っ）

　助けを求めるように伸ばしたマコトの手をサハルが摑もうとしたその瞬しゆん間かん、サーディンは後ろに下がって躱かわした。サーディンは.不敵に笑い、サハルは目を眇すがめる。

「とりあえず落ち着いて。マコトを放したまえ」

　一歩離れた所で見ていたタイスィールは、静かに忠告する──が、

「あれ？」

　サーディンのそんな呟つぶやきと共に、静かにマコトの体は力を失い、次いで頭がだらりと落ちた。

「マコトさん！」

　サハルは目を剝むき、サーディンに向かって拳こぶしを振ふるう。すんでのところで避よけたサーディンは、ぱちぱちと目を瞬まばたいて両手を上げた。風圧で飛んだ前髪を上うわ目め遣づかいに見てにやぁ、と猫ねこのように笑う。

　既すでにマコトはサハルの腕の中だ。

「わーサハルが余裕なく素す手でで殴なぐってくるなんて珍しい！」

　サハルは挑ちよう発はつには乗らず、耳をマコトの口元に近付けて息を確かめた。顔色は悪いものの、胸は規則的に上下している。気を失っただけのようだ。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　サハルの報告にその場にいた男達が、ほっと胸を撫なで下おろした。

「サーディン……。力加減を覚えたまえ。女の子は玩具おもちやではないのだから」

　珍しく渋しぶい顔をして苦言を呈ていしたタイスィールに、サーディンは口を尖とがらせた。

「可愛いお嫁よめさんと玩具を一緒にするわけないじゃん。大事にするからさぁ、この子僕にちょーだい」

　……嫁取りに一番乗り気なのが、よりによってサーディン。

「まだ十四歳さいだから結けつ婚こんはできないよ。サーディン」

　タイスィールは、そう説明しながらもマコトの不運に心から同情した。

「サーディンはとりあえず謹きん慎しんだね。しばらくマコトに近付いちゃ駄だ目めだよ」

「え～なんで～」

　心底不思議そうに首を傾かしげたサーディンにカイスは顔を引ひき攣つらせ、本気としか思えない低音で吐き捨てた。

「お前は一回死ね」







　そんなやりとりの側で、意識を失ったマコトをサハルはそっと寝ね床どこに横たえた。ふと、部屋を見回し、まだサーディンを殺しかねない表情で睨にらんでいるカイスに声を掛かけた。

「ここはカイスの寝床でしたよね。マコトさんは昨日どこで眠ねむったんですか？」

　淡たん々たんと問われて、サーディンを牽けん制せいするのに忙いそがしいカイスは、それどころではないとでも言うように面めん倒どうくさそうに答えた。

「あ？　んなもん一個しかねぇんだから、一緒に寝たのに決まってんだろ」

「……そうですか」

　表情は穏おだやかな笑えみを象かたどったまま、サハルの語ご尾びが不自然に上がる。が、そのことに気付いたのは、タイスィールだけだった。しかし唯ゆい一いつの目もく撃げき者しやはおやおやと肩かたを竦すくめただけで、敢あえて言葉にはしない。

「寄るなっつってんだろうが！」

　カイスはマコトに近付こうとするサーディンに容赦なく剣を振り下ろす。

「わっ」

　紙かみ一ひと重えで避け、危ないなぁとちっとも危機感なく呟いて、サーディンはカイスを見上げる。そして猫のようににんまりと笑って口を開いた。

「カイスだって人のこと言えないじゃん。一緒にくっついて寝て一晩中なにしてたのさぁ？」

　にやにやしながら問われて、カイスは一瞬動きを止める。

「なに言ってやがんだお前は。寝ただけだ」

　憮ぶ然ぜんとしたままカイスが答えると、サーディンはくくっと意味深に笑う。

「どっちの意味でぇ？」

　楽しそうにいっそう笑みを深めたサーディンに、カイスは怒りに顔を真っ赤にさせた。

「こんなガキに手ぇ出すほど不自由してねぇよっ！」

　剣を投げ捨てサーディンの襟えり元もとを摑み上げると、カイスはその勢いのまま怒鳴りつけた。

「でもさぁ、アクラムのとこに長老の寝ね袋ぶくろ常備してあるじゃん？　あれを借りればよかったのにぃ」

　ふざけた口調ながらも思わぬ正論を吐かれてカイスは、うっと呻く。

　──それは確かに、考えなかったわけではなかった。

　けれど昨日は寒かったし、目の前の小さな少女は柔やわらかく温かそうで、抱き枕にしたらよく眠れそうだと思ったのだ。……そう言おうとして、それがあまり言い訳にならないことに気付く。

（他に、他になにか……）

　心の中で呻いて、カイスははっと顔を上げた。

「昨日は戻もどって来たのが遅おそかったんだよ。わざわざアクラム起こすのも悪いって思っただけだ」

　我ながら完かん璧ぺきな答えだ。カイスがそう思ったのも束つかの間ま、にやついていたサーディンが、心底嫌いやそうに顔を歪ゆがめて言い放った。

「アクラムを気き遣づかうカイスなんて気持ちわるー」

「俺おれはやればできる男なんだよ！」

　締しめ上あげる手を強めて、カイスはサーディンを睨みつける。サーディンは宙ぶらりんに吊られたまま寒そうに両手で腕を擦る素そ振ぶりを見せた。

「まったく、君達は……サーディンもカイスも、そのあたりでやめた方がいい」

　永遠に続くかと思った言い争いをタイスィールが収める。

　渋しぶ々しぶサーディンから手を離したカイスは、苛いら立だちが収まらない様子で、ちっと舌を鳴らした。

（ああもう、嫌な目覚めだな）

　開け放たれたままのドアの隙すき間まから外を見れば、太陽はまだ昇ったばかりだ。

　眩まぶしい太陽に目を眇めるが、それほど眠ねむ気けは感じない。

（ああ、でも久々によく寝た……）

　昨日の集まりの記録を整理し村に送らなければならなかったのに、久しぶりに至近距きよ離りで感じる温かさが離れがたく、一度目を覚ましたもののずるずると寝床に留まってしまった。ついでに抱き枕の抱き心地ごこちを試ためすには至らなかったが、すぐ側から聞こえる微かすかな寝息も安らかな眠りに誘さそってくれた。

（まぁ悪くはなかった、な）

　そう思って気を失ったマコトを見下ろすと、その傍かたわらに立っているサハルと目が合った。

「カイス。次マコトさんが泊とまる時には、寝袋をちゃんと借りてきて下さいね？」

　……口調も表情も穏やかなのに目が、笑っていない。

（なんだ!?　サハルがなんかキレてんだけど……っ）

　普ふ段だん温おん厚こうな人間ほど、キレると怖こわい。

　その代表ともいえるサハルは、にこやかに笑ったまま、しつこくねちっこく嫌いや味みを言い続けるのだ。またその内容が本人も忘れていたような大昔の些さ細さいなことを掘ほり出だして延々語り上げてくる。最高記録は三時間半。痺しびれる足に悶もだえながら、二度とサハルを怒おこらせまいと誓ちかったのは去年の今いま頃ごろだったか。

（なんでなんだよ!?）

　自分同様サーディンにキレているのだろうか。しかし、冷ややかな視線は明らかに自分に向いている……気がする。

　……いくら考えても心当たりはない。

「……なんか、怒ってるか？」

　おずおずとそう問い掛けたカイスに、サハルはにっこりと笑った。

「……いいえ？」

　意図的であろう間を空け、笑みを深めたサハルの表情に、カイスの背中に悪お寒かんが走る。訳が分からないがとりあえず今はそっとしておくべきだと動物的カンで判断した。サハルから距離を置き、扉近くに移動する。

（そもそも、コイツらいつまでいる気だよ）

　なんとなくゲルに留まっている四人に、部屋の持ち主であるカイスはそう思う。

　とくにサーディンは一刻も早く視界から消えて欲ほしい。

　そしてできれば笑みを浮うかべながら冷たい空気を撒まき散ちらしているサハルも。

「でさぁ、結局誰がマコトの花婿になるの？」

　静まり返ったゲルの中、今回の騒動の犯人であるサーディンがおもむろに口を開いた。

「候補は全部で七人だったよねぇ。あとはハッシュだけかぁ。ね、誰も辞退しないの？　まだ十四なんでしょ。みんなは次の『イール・ダール』の方がいいんじゃない？」

　誰の返事を待つこともなくまくしたてた言葉に、静かに沈ちん黙もくを守っていたナスルが静かに口を開いた。

「興味はない」

「ナスルはそうだよね。もともと『イール・ダール』のこと殺したいくらい嫌きらいだもんね？」

　物ぶつ騒そうな言葉だったが、ナスルは否定しない。それを見て満足げに酷こく薄はくな笑みを浮かべて、サーディンはカイスに視線を向けた。

「お前がいる限り外れられるかっ」

　聞かれる前にカイスはそう答える。サーディンはふぅん、と鼻を鳴らしただけだった。

「タイスィールは？」

「残念ながら私は歳が歳だしね。ナスル同様外れることは、許されていない」

「またまた～！　タイスィールまだまだ若いって。もう三み十そ路じだなんて全然見えないよ」

「……あと三年あるんだけどね」

　タイスィールは女性めいた端たん正せいな顔に青筋を浮かべ、サーディンはけらけらと声を立てて笑った。

「サハルは……聞くまでもないか。父性本能強そうだもんねぇ。でも世話焼きすぎて『お父さん』なんて呼ばれないように気を付けてね」

「余計なお世話です」

　サハルらしくにこやかに、しかし即そく座ざに切り捨てる。これは最高に怒っている、と付き合いの長いカイスには分かった。

　カイスは心持ちサーディンからも距離を置く。物騒なものが飛んでこないとも限らないからだ。

「じゃ、結局候補から降りるのナスルだけ？　なに、みんなマコトのこと気に入っちゃってんの？」

　からかう口調のサーディンに、誰も答えない。

「……へぇ、面おも白しろい」

　サーディンはそう呟き、ペロリと上うわ唇くちびるを舐なめて一同を見み渡わたした。

　彼かれの嵐のような来らい襲しゆうのおかげで、はっきりしたことがあった。

　結局ナスル以外は候補から外れないというその事実に、それぞれが複雑な表情を浮かべている。

「それでマコトは知ってるの？　自分の存在意義」

　眠っているマコトをちらりと見てから、ほんの少し声を抑おさえてサーディンは全員の顔を見渡した。

「……まだ、話していません」

　深く眠るマコトの寝顔を見下ろし、サハルは苦々しく吐き出す。

「ショックだろうねぇ、自分が──」

「うるせぇ！　それだけじゃねぇよ！」

　カイスが咄嗟に怒鳴る。言葉を遮さえぎられたサーディンは鼻を鳴らして手て持もち無ぶ沙さ汰たに髪を弄いじった。

「あっそ。まだバレてはいないみたいだけど、北も東も南もそれぞれ腹の探さぐり合いしてるみたいだし、表向き捜そう索さくしてるふりしてても、マコトがここにいるの知られるのも時間の問題だよ。あと二年も隠し通せるワケないじゃん。迷めい信しんなんて信じてないでさっさと契ちぎっちゃえばいいのに、甘いよね、ここの長老サンも」

「長老を愚ぐ弄ろうするな」

　ナスルの鋭い叱しつ責せきが飛ぶ。サーディンは大おお袈げ裟さに肩を竦めると、話は終わったとばかりにくるりと体を返した。

「じゃあねぇ」

　ひらひらと手を振り、サーディンはゲルを出て行った。

「……くそ……ッ」

　遅おくれてきたサーディンは、候補者達の馴なれ合あいに小さな波は紋もんを投じた。
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（う……ん）

　頭が鈍にぶく痛む。口の中の苦さに喉のどの渇かわきを覚えて、マコトは重い瞼を押おし上あげた。

（あれ……私なにして……）

　妙みような違い和わ感かんを覚えて、マコトはぼんやりとした頭の中で記き憶おくを辿たどる。

　確か、昨日はカイスのゲルで眠りについたはずだ。なぜか部屋の雰囲気が違うような気がしてマコトは微かに眉を顰ひそめた。

（カイスさんは、もう起きたのかな？）

　昨日の夜よ更ふかしがたたったのだろうか、どうにも体が重く、マコトはすっきりしない目覚めに首を傾げ上半身を起こした。

「あっ、目が覚めた？」

　まだぼんやりとした視界に、突然一人の男が飛び込んできた。

　その姿を認めるや否いなやマコトは声にならない悲鳴を上げる。そして、途と切ぎれ途と切ぎれながらもこの男が現れた時の状じよう況きようを思い出した。

（この人、だったよね……!?）

　まじまじと顔を見る余裕はなかったが、妙に軽い口調が印象に残っている。

　確か、目が覚めたら見知らぬ男に抱きつかれていた。なぜああいう状況に陥ったのか分からない。

　カイス達とのやりとり、そして言動から察するに、……ものすごくスキンシップの激しいフレンドリーな人……と言いたいところだが、それとはかなり違う気がする。

（でも、なんでこの人が……。……えっと……、そうだ、結局サハルさん達が助けてくれたんだよね。だけどまた抱きついてきて……）

　名前は確か、サーディンだっただろうか。酸欠で頭が真っ白になって、それ以外、まったく思い出せない。きっとあのまま気絶してしまったのだろう。

「寝起きでびっくりしたよね。はいお水」

　すっと目の前に差し出されて、マコトは条件反射で受け取る。

（なんでこの人と二人きりなの!?）

　サハルやカイスが庇かばってくれたことは、覚えている。あそこで庇ってくれたのなら、二人きりになんてさせないで欲しい。

「ここはねータイスィールのゲルだよ。結界張ってあったんだけど、こっそり細工して入っちゃった。内ない緒しよにしてね？」

　きょろきょろ見渡すマコトを気遣ったのか、サーディンはにこにこ笑いながらそう説明し、それから最後に子供のような仕草で首を傾げてみせた。

（こっそりって……っ！）

　つまり誰もサーディンがここにいることに、気付いていないということだろうか。だとすると……恐おそろしい予感にマコトは一気に青あお褪ざめて、座すわり込こんだままじりじりと後ずさった。

「結界って知ってる？　向こうからは見えないし、物音だって聞こえないんだよ？　色々便利だよねぇ」

　説明する口調が、妙に楽しそうなのはなぜだろうか。

「そう、ですね……」

　掠かすれた言葉で曖あい昧まいに頷うなずくと、サーディンはマコトが手にしたままのコップを指さした。

「飲みなよ。可愛い声が台無しだよ～？　それにはなにも入れてないから、ぐぐっといっちゃってよ」

　年ねん齢れいは自分と同じくらいだろうか。初対面ならきっと爽さわやかだと思えただろう。長い前髪の下の顔は小作りながらも整っており、ほんの少し垂れた目は優やさしそうで、目元の泣き黒子ぼくろを際きわ立だたせている。無む邪じや気きに微笑ほほえんでいると、よりいっそう幼く見えた。

　マコトは手元のコップを見下ろし、ごくりと唾つばを吞のむ。

　確かに、口の中は緊きん張ちようのせいか、カラカラだ。

（……どっちにしろ結界の中なんだから、これ飲んだって状況は変わらないわよね）

　マコトはそう結論を出すと、おそるおそるコップに口をつけ少しだけ飲み込んだ。いつ用意したのだろうか。冷たい水は寝起きの体に心地よく、鼓こ動どうが少しだけ収まった気がした。

「……えっと……なにか用でも……？」

　まだなみなみと残っているコップを手にしたまま、マコトはそう切り出す。こうなれば、さっさと用件を聞いて出て行ってもらった方がいい。

「うん？　ちょっと聞きたいことあってさ」

　にこにこと無邪気な笑え顔がおを浮かべてサーディンは、マコトのすぐ隣となりに胡座あぐらをかき、頰ほお杖づえをついた。

「……なんですか？」

　妙な沈黙が続いて、──嫌な、予感がする。

　ごくりと唾を吞んで、マコトが再び尋たずねると、サーディンはようやく口を開いた。

「なんで年齢誤ご魔ま化かしてんの？」

　さくっと軽くそう問われて、マコトはぎゅっと唇くちびるを引き結んだ。アクラムの時と状況が似ているので、なんとなく予想はしていた展開だった。

　それにしても、サーディンとは数時間前に会ったばかりで……話もしていない。……どうして分かったのだろうか。

　答えに困り、俯うつむいたマコトにサーディンは笑みを浮かべたまま軽く肩を竦めた。

「バレないとでも思った？　あれだけぎゅうぎゅう抱きついたんだよ？」

　サーディンの手が、躊躇ためらうことなくマコトの胸むな元もとに伸びた。服の上から遠慮なく胸を摑まれ、マコトは悲鳴を上げた。手にしていたコップは膝ひざに滑すべり落おち水を撒き散らして絨じゆう毯たんに転がった。

「……っ！　……放し……っ」

「痛いよね？」

　ぎゅっと力任せに強く握にぎり込こまれ、マコトは痛みに顔を顰しかめた。

（なに……この人……っ！）

　摑まれたその場所からぞわりと鳥とり肌はだが立った。心臓が痛いほど大きく鳴りだす。体を捩よじって逃げようとするが、サーディンのもう一方の手がマコトの腰こしを摑んで、動きを封ふうじた。

（怖い、怖い……っ!!）

　すぐ近くにあるサーディンの表情は変わらない。楽しそうで、しかしどこか嘲あざけるような冷たい影かげが見える。まるで心の中を見み透すかされるようなその瞳ひとみに、マコトは恐きよう怖ふを覚えた。

「ね、ホントはいくつ？」

　耳元に口を寄せられ、耳の裏をくすぐるように舌が這はい回まわる。睦むつ言ごとのように甘ったるい口調なのに、冷気の塊かたまりのような視線にぴりぴりと肌が痛む。

「さっさと答えてよ？　……イラつくから」

　首筋──頸けい動どう脈みやくのあたりを嚙かむように歯を当てられ、マコトは本能的な恐怖に体を強こわばらせる。考えるよりも早く、喘あえぐように本当の年齢を口にした。

「じゅうは、ち……ッ」

「……へぇ」

　サーディンはこれみよがしに大きな溜息をつく。

　そしてほんの少し力を緩めると、顔を上げ、マコトの顔を覗き込んだ。

「で、なんで噓うそなんかつくわけ？　初対面の男と結婚なんてしたくないから？」

　言葉は疑問系だが、マコトからの答えを一いつ切さい聞くつもりはないらしい。答える時間も考える時間も与あたえないまま、言葉を重ねていく。

「わっがまま～！　『イール・ダール』はみぃんな我が慢まんしてるのにね。結婚して子供を産むからこうやって一族で面倒見てもらえてるんだよ。それ分かってる？」

　サーディンは一気にそう言うと、突つき飛とばすようにマコトから体を離した。

　そんなことは、分かっている。

　自分だって思っていたことだ。しかしこうして第三者に言葉にして責められると、本当に自分がどうしようもない我わが儘ままな人間に思えてくる。イブキが味方をしてくれたから、心のどこかで安心していた。

「それともお姫ひめ様扱あつかいされてちやほやされてるのが嬉うれしいのかな？　中身はともかくみんな顔もいいし、お金も地位もそれなりに持ってるもんね？　ああ、じっくり選ぼうと思ってるとか？　女って嫌だよねぇ打算的で」

　サーディンの言葉に、マコトは首を振る。

「ちが……っ」

「さいあく」
















　マコトの否定を遮って、止とどめを刺すように、優しく、そして残ざん酷こくにサーディンは囁いた。

「私、は……」

　声が震ふるえる。なにか反論しようと思うのに、言葉が出てこない。いや、少しでも言葉を発すれば、嗚お咽えつが漏もれそうだった。

　──自じ業ごう自じ得とくなのに、どうしてここまで傷つくんだろう。

　摑まれた胸よりもその奥おくが痛いことに気付き、マコトは堪こらえるようにきつく瞼を閉じる。

　分かっていたことだ。この世界の居い心地ごこちは決して悪くない。あれほど男と二人で過ごすなんて嫌だと身構えていたのに。目を覚ませば常に誰かがいるこの状況は、確かに気は遣う。けれどもそれ以上に、一人じゃないことを嬉しいと思う自分がいた。

　だけど同時にそんな暖かい空気は自分の心を弱くする。だから酷ひどい言葉が今、こんなにも突つき刺ささるのだろう。改めて事実を責められたくらいで、こんなにも泣きたくなるなんて、元の世界では有り得なかった。

「悪いと、思ってます。けど、結婚なんてしたく、ないんです……」

　自分が結婚するなんて、とても現実には思えない。なにもできない、特技もない、こんなつまらない自分では、相手だってきっと喜ばないだろう。……言ってしまえば、もっと自分に自信があれば、状況と同じように結婚だって、それほど躊躇うことなく、受け入れられた気がする。

　もう少し自分に価値があれば、きっとサーディンにだってなにか言い返せたはずだ。

　マコトはぎゅっと唇を嚙み締め、サーディンに顔を見られないように俯いた。

　いつのまにか放り出していたらしい転がったままのコップを取ろうとすると、その手をサーディンが強い力で摑んだ。

「なに」

　するんですか、と言おうとして顔を上げると、ふいに涙なみだが零こぼれて頰を伝った。慌あわててそれを拭ぬぐおうとするが、サーディンがマコトの手首に力を込めそれを許さなかった。

　息が触れ合うほどの距離まで近付いていたサーディンと目が合う。

「ああ、やっぱり」

　蕩けるような甘い笑顔を浮かべてサーディンは言葉を続けた。

「泣いてる顔が一番可愛いねぇ……」

　涙で濡ぬれた頰を、先程までの乱暴さが噓のような優しさでそっと両手で包み込み、うっとりと囁く。

「ほら、もっと泣いて。ひどいこともっと言ってあげるから」

　目め尻じりに浮かんだ涙を舌で掬すくって舐めると、サーディンは凄せい艶えんに微笑んだ。

　一体どうなっているのか、状況が理解できないマコトはただ固まってされるがままになっていた。

「ほんとイイ顔するよね……」

　嬉しそうにそんな言葉を呟いて、サーディンはなにか確かめるように視線を下げた。釣つられて視線を落としたマコトを見て、にっこりと笑って首を傾げる。

「触さわる？」

「……～っは……!?」

　不自然に膨らんだそれが一体なにを示しているのか、疎うといマコトにもさすがに分かった。

「まぁまぁ遠慮しないで」

　摑まれたままだった手を無理矢理引っ張られて、マコトは悲鳴を上げる。

　嫁に行けなくなるどころじゃない。すっかり涙も引っ込み、マコトは先程以上に絶体絶命の事態に陥ったことに気付いた。

「やめて下さい……っ!!」

　マコトの絶ぜつ叫きようと共に、扉が派手な音を立てて開いた。

「サーディン……っ」

　肩で息をし、扉の向こうにいたのはサハルだった。

　泣いていたと思われるマコトの赤い目と、その細い手がサーディンの手に摑まれ、どこに導かれようとしているか──それを瞬時に理解しサハルは眉を吊り上げ、くっと喉の奥で笑った。そして素早く袖そで口ぐちからなにかを出し、狙ねらいを定めることなく投げつける。

　キン、と金属がぶつかり合う音がして、サーディンの足元になにかが落ちた。それは、鋭く尖った二本のナイフだった。

「っわ！　危ないなぁ」

　どこからか取り出した大きな赤い石が嵌はめられている金属性の杖つえを手にしたサーディンが、足元のナイフを見下ろし、眉を顰める。

「カイスのでたらめな剣ならまだしも、サハルのナイフは洒落しやれになんないよ。今の完全に急所じゃん。うっかり死んじゃうとこだったじゃない」

「洒落じゃなくて本気ですが？」

　ふふふ、とまだあるらしい手の中のナイフを撫でながら、サハルはにこやかに微笑んだ。

（……サハルさん、なんかすごく怖い……ような）

　にこやかな笑顔はいつも通りなのに、纏まとう雰囲気が明らかに物騒だ。

　救世主の登場にほっと安あん堵どしつつ、今後サハルを怒らせることはしないでおこうと、マコトは心に誓った。
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　乾かわいた砂の匂におい。意識を覚かく醒せいすると、いつもならなによりも先にそれを感じた。

　けれど、今朝は──。

「──もう起きたのかい」

　華はなの蜜みつを凝ぎよう縮しゆくさせたような甘あまい匂いに相応ふさわしい艶つやめいた美声。

　マコトはそれが耳に飛び込み、脳に届く前よりも早く文字通り飛び起きた。

　心臓が痛いほど自己主張している。急に動いたせいか、くらりとめまいがした。

「前も思ったけれど、目覚めはいいようだね」

　残念がる口調で吐はき出だされた言葉がすぐ側から聞こえて、マコトは思考を停止させる。

「タ、タイスィールさん……」

　至近距きよ離りにあるだろう顔を確かめるよりも早く、マコトは寝ね起おきの掠かすれた声で名前を呼んだ。止める間もなく頭に手を置かれ、タイスィールは寝ね癖ぐせを直すように肩かたまである髪かみを指先で梳すく。

「おはよう」

「……おはよう、ございます……」

　されるがままになりながら、マコトは俯うつむいて小さな溜ため息いきを吐き出した。

　相変わらず心臓に悪い目覚ましだ。しかしきっと目覚まし時計としては完かん璧ぺきすぎるほど完璧。こんな艶っぽい掠れた声で囁ささやかれたら、男女問わず起きない人間などいないだろう。

　……ああ、昨日に引き続き今日も朝から疲つかれてしまった。




　昨日あれから──、

　救世主のように現れたサハルは、そのまま有う無むを言わせずサーディンをゲルから追い出した。そして呆ぼう然ぜんとその様子を見ていたマコトに、サーディンという人物について淡たん々たんとその性せい癖へきと対処法を説明してくれた。

　彼かれは花はな婿むこ候補の一人であり、王城に勤める稀き代たいの魔ま力りよくを持つ魔ま術じゆつ師しだというのに、それすらも霞かすむほどの変わり者であり問題児であること。そして小こ柄がらで大人しそうな女の子を見ると無む性しように泣かせたくなる──という迷めい惑わくな嗜し好こうの持ち主であることも。

（……小さくて大人しそう……つまりはいじめられっ子みたいな？）

　マコトの頭の中には、小学生が気になる女の子にちょっとした意地悪をする──そんなほのぼのとした光景が思おもい浮うかんだ。しかしサーディンはおそらくそれなりの年ねん齢れいである。そんな可か愛わいい言葉で片付けるには、いささか問題が大きいように思えた。

　そしてなにより、なぜそれほど難のある人物が、花婿候補に入っているのか。

　当然浮かんだ疑問をぶつけてみたが、サハルは苦い顔をしつつも言葉を濁にごした。……なにやら複雑な事情があるらしい。

　それから日も沈しずみ、タイスィールがやってきた。そう、このゲルの持ち主なのだから当然といえば当然だ。一いつ緒しよにイブキを訪ねた時からタイスィールへの苦手意識は薄うすれていたが、そばにいて落ち着くタイプではないことは、確かである。

　そんな気持ちを察してくれたのか、サハルは深夜まで一緒にいてくれた。しかしそんな彼を見送った後は、タイスィールのペースに巻き込まれサハルに引き続きぺらぺらと自分のことを話してしまった。

（どうして私のことなんて聞きたがるのかな……興味を持たれたってイブキさんみたいな特別な知識なんてなにもないのに困る……）

　いくら考えてもこの世界で役に立ちそうな知識など思いつかない。もう少し向こうの世界で本や新聞を読んでいればよかったと、昨日も後こう悔かいして……今も思い出して溜息が出た。

　話の途と中ちゆうで欠伸あくびを嚙かみ殺ころしたのが分かったらしく、タイスィールはすぐに話を切り上げ横になるように促うながしてくれた。その後の記き憶おくがないことから察するに、そのまま眠ねむってしまったらしい。

　マコトは話の途中で眠ってしまったことを謝あやまってから、窓から差し込む赤さを残す光に目を留とめ小さく呟つぶやいた。

「タイスィールさんは、早起きなんですね……」

　艶あでやかな夜を思わせる雰ふん囲い気きから、なんとなく遅おそくまで寝ているイメージがあったがそうではないらしい。そんなマコトにタイスィールは小さく笑って首を振ふった。

「気になることがあってね。いつもならまだ横になっているよ。マコトももう少し眠っていたら？」

　マコトは首を振り、改めてタイスィールを見た。

　この集落の中ではタイスィールが一番の年長者であり、他の候補者をまとめている。頼むなら彼だろう。マコトは数日前から考えていたことを思いきって口にした。

「あの、よければ皆みなさんの食事の用意をさせてもらえませんか？」

　マコトの言葉に、タイスィールは微かすかに眉まゆを顰ひそめた。

「イブキさんの所でも言ったけれど、君がそんなことをする必要はないよ？　第一、君の世界とこちらでは勝手も違ちがうだろうし」

「ラーダさんに大体教えて頂きました。なにもすることがありませんし……あの、もしかしてご迷惑でしょうか」

　不安そうに眉を寄せたマコトに、タイスィールは少し考えるように間を置いてから首を振り表情を緩ゆるめた。

「そんなことはないよ。普段から食事は店で済ませていたからここに来てから支し度たくが面めん倒どうで、殆ほとんど携けい帯たい食だったからね。作ってもらえるなら嬉うれしいかな」

　材料は一昨日イブキの所で分けてもらっている。女め神がみ祈き願がんの長い滞たい在ざいなのだから、調理器具や調味料は最低限用意しているだろうとラーダが言っていた。

「じゃあサハルも呼ぼう。彼が我々の中で唯ゆい一いつまともに料理ができるからね。分からないことがあれば彼に聞くといい」

　タイスィールの言葉に、「でも……」とマコトは言いい淀よどむ。早朝から自分の我わが儘ままでサハルを起こすのは気が引けた。しかも昨夜は深夜まで付き合わせている。

　しかしタイスィールは表情を曇くもらせたマコトに気付くと、ゆっくりと首を振った。

「大だい丈じよう夫ぶ。きっともう起きているよ。というよりも、今か今かと待ち構えているだろうね。私はあまり信用がないみたいだから」

　ふふっと面おも白しろそうに笑い、タイスィールは窓の向こうに視線を向けた。







　マコトは大きく鍋なべをかき混ぜると、手にしていた調味料の瓶びんを慎しん重ちように傾かたむけた。

　白い湯気が立つスープを小さな匙さじですくい上げると、フーフーと息を吹ふきかけ冷ましてから口をつける。

（こんな感じだったはず……）

　イブキのゲルで食べたスープを思い出しながら、ペロリと唇くちびるを舐なめて心の中で呟く。

　鍋の中は干し肉と匂い消しのハーブをベースにした野菜たっぷりのスープだ。白く立つ湯気には食欲をそそる香りが含ふくまれ、乾いた空気に混ざり合って広がっていった。

　あれからすぐにサハルのゲルを訪ねると、タイスィールの言葉通り既に起きていて顔を綻ほころばせた。……そのことが妙みように嬉しく照れくさくて、マコトは挨あい拶さつもそこそこにゲルを出た。

　そしてやることがあるというタイスィールと別れ、ずっと気になっていた井い戸どと共用の台所として使っている広場へサハルに案内してもらった。そしてひととおり備え付けの器具や調味料の説明をしたサハルは、そのままマコトの手伝いを申し出てくれたのだった。




　ほどなくして匂いに釣つられたのか、カイスが派手な寝癖もそのままに台所に現れた。マコトがいるとは思わなかったのだろう。カイスは寝起きの腫はれぼったい目を見開いた。

「なんでマコトがここに……ぅあ！　それよりお前、大丈夫かよ!?」

　駆かけ寄よって来たカイスに顔を覗のぞき込こまれて、マコトは少し驚おどろいたもののしっかり頷うなずく。どうやらカイスにも心配を掛かけてしまっていたらしい。マコトが「大丈夫です」と返事をすると、ようやくほっとしたように大きく息を吐き出し笑え顔がおを見せた。

　そして女神祭の潔けつ斎さいのために、肉類を取らないのだと教えてもらったアクラム、そして──少しほっとしたのだが、朝から外出しているというサーディン以外の顔ぶれが集まり、広場はいっそう賑にぎやかになった。

　そう、そこには無理矢理カイスに連れて来られたナスルの姿もあったのだ。しかし、やはり彼の表情は硬かたく、マコトを視界にも入れようとしない。

　皆より少し離はなれた場所に座すわったナスルに、マコトは心の中で小さく深呼吸をして心を落ち着かせる。きっとここで表情に出せば、サハルに気付かれるだろう。心配を掛けるのは嫌いやだった。

　落ちかけた気持ちを立て直して、マコトはさりげなくサハルに頼たのんでナスルへスープを渡わたしてもらった。

　そうして食事は始まり、サハルとタイスィールが美お味いしいとしきりに褒ほめてくれて、マコトはほっと胸を撫なで下おろした。カイスもお代わりをしてサハルもそれに続き、結局多めに作ったはずのスープは綺き麗れいになくなった。

「ごちそうさま。とても美味しかったよ。毎日食べられれば幸せだろうね」

　タイスィールが空っぽになった皿を手にそう言い、そうしてマコトは希望通り毎日一度、皆が揃そろいやすい朝食を作ることが決まったのだった。







　食事が終わり皿を粗あらく編まれた籠かごの上に置き、作業台を拭ふく。

　一連の作業を終え、マコトは賑やかに並ぶたくさんの皿を見下ろすと、額に浮かぶ汗あせを拭ぬぐいながらうっすらと微笑ほほえんだ。

「どうかしたんですか？」

　そんなマコトの表情の変化に気付き、そう問い掛けてきたのはサハルだ。

　賑やかな食事を終えて、後片付けに取り掛かったマコトに「手伝います」と申し出てくれたのは、やはり面倒見のいい彼だった。まだ勝手が分からないため、申し訳ないと思いながらもありがたく手伝ってもらうことにしたのだった。

「え……っあ、はい」

　見られていたのかと、ほんの少し頰ほおを染めて誤ご魔ま化かすように苦笑いしながら、マコトは口を開いた。

「あの……しばらく一人で生活していたので、こんな風にたくさんお皿を洗うの久しぶりで……ずらっと並んでいるのが嬉しくて」

　控ひかえめな笑顔を浮かべ、ごにょごにょと小さな声で呟いたマコトに、サハルは心得たように穏おだやかな笑えみを浮かべた。

「私も久しぶりに大勢で食事をとりましたが、いいものですね」

「はい、みんなで賑やかに食べるのっていいですよね」

　珍めずらしく弾はずんだ口調で答えるマコトに、サハルは目を細めて柔やわらかく微笑んだ。と、同時に、後ろから声が掛かった。

「サハル。ちょっといいかい？」

　振り向いた先にいたのはタイスィールだ。その後ろにはカイスが続き、どこかに出掛けるのか二人共外がい套とうを羽織っていた。

（……なにかあったのかな）

　タイスィールは普ふ段だん通どおりだったが、マコトがそう感じるほどにカイスは険しい顔をしていた。

「大丈夫ですよ、マコトさん。ではまた後ほど」

　一いつ瞬しゆん戸と惑まどったマコトの不安を感じたのか、サハルが擦すれ違ちがいざまにマコトの肩をぽんと叩たたいて離れていく。

　そんなやりとりを見ていたタイスィールが小さく溜息をつき、後ろに視線をやった。目が合ったのだろうカイスははっと気付いたように眉を上げ、──勢いよく手のひらで顔を擦こすった。

「悪わりぃ。マコト大丈夫だ。なんでもねぇ」

　明らかになにかを誤魔化したカイスに、マコトは開きかけた口を閉じ、小さな笑みを浮かべて「いえ」と首を振った。




　遠ざかっていく三人の背中がゲルの陰かげに隠かくれるまで見送り、マコトはしばらくその場に立ち尽くす。少し弾んだ気持ちがたちまち消えてしまった。気にならないわけがない。しかししつこく聞いたとしてもあの感じではなにも教えてくれないだろう。

（心配かけたくないから？　……それとも余よ所そ者ものだから？）

「……台所、整理しようかな……」

　ぽつり、とそう呟く。

　……体を動かせば、きっと余計なことを考えないで済む。

　そうしようと誰だれに聞かせるわけでもなくもう一度呟くと、片付けた鍋を再び取り出すべく作業台に戻もどった。

　隙すき間まに積もった砂すな埃ぼこりを全て取り去り、他に誰も使わないということだったので、マコトなりに使い勝手がいいように調味料やらフライパン、鍋を整理する。見上げた青い空に昇った太陽は高く、思ったよりも時間が掛かってしまった。

（意外にいっぱいある……）

　手に馴な染じむ感じのもの、錆さびて使えないものなどを選より分わけながら、棚たなにあるものを出していく。

　マコトにとっては少し高い棚に手を伸のばし、中の鍋を取り出そうと取っ手を摑つかみ大きく傾けたその時、その内側に重ねられていたらしい一回り小こ振ぶりな鍋が滑すべり落おちてきた。

「……っ」

　次にくるであろう衝しよう撃げきに目を瞑つぶり、覚かく悟ごを決めたマコトだったが、ぐいっと誰かに肩を摑まれ後ろに引き寄せられた。

　重い鉄鍋が床石に落ち派手な音が上がる。強こわばらせた肩から力を抜ぬいて後ろを振ふり仰あおぐと、無表情に見下ろしているナスルと目が合った。

　密着した背中に金属製のなにかが当たる。固く冷たい感かん触しよくに一瞬体が強ばった。使い込まれくすんだ色を出している持ち手。鞘さやには獅し子しを象かたどった紋もん章しようが刻み込まれていた。

（剣けん……）

　まだ見ぬその刃やいばの鋭するどさを想像してしまい、一瞬肌はだが粟あわ立だつ。

「……気を付けろ」

　低く呟くようにそう言って、ナスルはマコトから体を離した。

　気配もなく突とつ然ぜん現れたナスルに、呆あつ気けに取とられていたマコトだが、はっとして慌あわてて頭を下げた。

「っ、ありがとうございます！」

　ナスルはなにも言わず、そんなマコトの小さな頭を見下ろし不快そうに眉を寄せる。そしてまた棚に視線を上げると手を伸ばし、残っていた鍋を全て下ろしてくれた。
















「これだけか」

「え、あ……はい」

　助けてくれた上に、手伝ってくれたらしい、というその事実を理解するまで、マコトはやはりナスルを見つめたままだった。自分のことが嫌きらいらしいナスルがどうして手伝ってくれたのか──思わず手を出してしまうほど見ていられなかったのだろうか。

　そう思ってマコトは大きく目を瞬まばたく。──見ていた？

　一体いつから？

　近付いてくる気配なんてなかった。腰こしに剣を佩はいていることを考えれば物語の中でしか想像できないが、いわゆる……剣けん士しと呼ばれる職業に就ついているのだろう。そんなストイックな雰囲気をナスルは纏まとっている。だから気配を殺すなど息をするように自然にできるのかもしれない。しかしどうして、そんなことを『今』しているのか──。

　ふと思い浮かんだ疑問の答えを探さぐるよりも先に、ナスルは立たち尽つくすマコトを置いて踵きびすを返かえす。遠ざかっていく背中に慌てて礼を言った。

　ナスルの一連の行動について考えながらも、マコトはてきぱきと作業を進めていく。あらかた片付けが終わり、ふぅっと溜息をついたところで──にゅっと伸びた手が背後からマコトを抱だき締しめた。

「サーディンさん！」

「当たり！」

　咄とつ嗟さに叫さけんだ名前に、背後のサーディンは満面の笑みでそう答えた。それから両手を上げてすぐにマコトを解放する。

　どうやら今回は、前回のように気を失うほど抱き締めるつもりはないらしい。

　ほっとしつつもサーディンが要注意人物であることは、確かだ。朝から出で掛かけていると聞いていたので、すっかり気が緩んでいた。

（二人きりになってしまったら叫べ、ってサハルさんに言われたけど……）

　なんとなくタイミングを逃のがしてしまった気がする。それになにより、なにもされていないのに叫びづらい……。とりあえず距離を空けておこう、そう考えたマコトはじりじり後ろに下がった。

「ねぇマコト、みんなどっか行っちゃったしさぁー、遊びに行こうよ！」

「え？　……皆さん出掛けたんですか？」

　弾んだ口調でそう話し掛けてきたサーディンにマコトは首を傾かしげる。みんな、とは即すなわちタイスィールとサハルとカイスのことだろう。……ナスルがいるのは直接確かめたばかりである。

（さっきの三人だ……）

　三人ともそれぞれ多た忙ぼうで仕事や役割があるのは知っていたし、確かに昼を過ぎればこの集落に全員が揃っていることは、少ない。

　しかし。

「……サハルさんはとくになにも言っていませんでしたけど……」

　そう、サハルはいつも出掛ける前に必ず一声掛けてくれていた。それに一時間ほど前までは結構な時間二人きりだったのだ。なにか予定があるのならば、その時に教えてくれていただろう。

　もしかして適当なことを言ってからかおうとしているのか──そんな疑いが顔に出ていたらしい。サーディンは少しむっとした顔をして、マコトを上うわ目め遣づかいに睨にらんだ。

「信用してないでしょ！　というかサハルだって、さすがに妹が攫さらわれたんだから、慌ててたんじゃないの？」

　思いがけず物ぶつ騒そうな単語が出てきてマコトは目を瞬いた。頭の中で何度か反はん芻すうし慌てて聞き返す。

「あの……攫われたって、誘ゆう拐かいってことですよね？　妹さんは無事なんですか？」

　思っていた以上に深刻だった事態に、言葉を重ねるごとに不安が募つのっていく。家族が攫われるなんて、日本ではそうそう起きることではなかった。いつにないマコトの勢いに目を丸くしたサーディンだったが、すぐに首を振って軽く笑い飛ばした。

「大丈夫だってー。目的からしてニムに危害は加えられないと思うしさぁ」

「危害は加えられない……？」

　ニム、というのがサハルの妹の名前なのだろう。

　サーディンの反応があまりにも楽観的なのでマコトは戸惑う。誘拐といえば大事件で、身みの代しろ金きんを渡したとしても人ひと質じちは戻って来ない可能性もある。そんな展開の小説やドラマは元の世界で何度も見た。大丈夫だと言われても素直に納なつ得とくできるわけがない。

（もしかしてさっきサハルさんが呼び出されたのってこのことだったのかな。……カイスさんも険しい顔をしてた……）

　先程タイスィールと一緒にやってきたカイスの表情を思い出せば、楽観視できる感じではなかった。

　おそらくあの時、ニムが攫われたことをサハルに告げたのだろう。そしてあの時の三人の様子こそ正しい反応なのだと思う。

　そもそもサーディンの言うことだ。全てにおいて独特の感覚で物事を考えていそうな彼に一いつ般ぱん的な感覚を求める方が間ま違ちがっているのかもしれない。

「あの……危害は加えられないって、なにか根こん拠きよがあるんでしょうか」

　それでも、『自分』が安心したくてしつこく尋たずねてしまう。それを聞かなければずっと胸がざわついたまま、サハル達が無事に帰ってくるまでなにも手がつかなくなってしまいそうだ。

「えー……めんどくさいなぁ。いいじゃん。無事なんだからさぁ。そんなに気になるの？」

　案の定サーディンは言葉通りの面倒そうな顔をして後頭部を搔かいた。

　気にならないわけがない。サハルはマコトのことを妹とさほど年齢が変わらない、と言っていた。だから年齢を偽いつわっているマコトより年下であることは、間違いないのだ。こうしている瞬しゆん間かんにも彼かの女じよは恐おそろしい目に遭あっているかもしれない。無事だとしても不安な時間を過ごしているだろう。なにより普段からお世話になっているサハルの大事な家族なのである。彼の気持ちを考えるだけで胸が締め付けられた。

　きゅっと眉を寄せたマコトの顔を覗き込み、サーディンは少し考えるように腕うでを組んだ。そしてややあってからポンと手を打つ。

「そんなに心配なら一緒に助けに行こう！」

　いいことを思いついたとでもいうように満足そうな顔で頷くサーディンに、マコトは呆気に取られた。

　……サーディンと一緒に？　自分が行っても助けどころか足手まといにしかならないだろう。一瞬なにか聞き間違えたのかと考え込んで生まれた沈ちん黙もくをなぜかサーディンは、肯こう定ていと受け取ったらしい。その細い身体からは想像できない力で、マコトの腕を摑んで引き寄せた。

「っ！　あのっ……待ってく」

「行くよ。しっかり摑まってねー」

　マコトの抵てい抗こうと悲鳴を綺麗に無視し、呪じゆ文もんらしき言葉を紡つむぐサーディン。間近で見ることになったその横顔は淡あわく青く光を孕はらんでどこか神こう々ごうしく、普段の幼さを完全に消していた。その雰囲気に圧あつ倒とうされたマコトは思わず言葉を飲み込んでしまい、我に返った時には、耳のすぐ側そばをなにかがすごいスピードで通り抜ける風切り音がした。

（ちょっと、待って……!!）

　咄嗟に目を瞑ったマコトだったが、その数秒後目を開けた時には──今までの景色は一変していた。
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　商人のかしましい客寄せが飛び交かう中、サハルはいつになく険しい顔で目当ての店に向かっていた。

　一ひと際きわ高い声で客引きする若い娘むすめにふと視線を向けて、唇をきつく引き結ぶ。

　タイスィールから聞いた話は、サハルにとってまさに耳を疑うものだった。

　長老の孫娘サラがマコトの身の回りの世話をするべく護衛と村を発たったというのは既すでに昨日聞いていた。しかしサハルの妹──ニムがその一行に付いて行こうと一人で後を追い、その道みち行ゆきで何者かに攫われたらしい。

　そしてほぼ同時に行方ゆくえ不明だった『イール・ダール』が見つかったという声明がどこからか出され──勘かんなど働かせずともニムが『巻き込まれた』ことは火を見るより明らかだった。

　北東南の代表には、『イール・ダール』ではなくニム──西の一族の娘である可能性が高いことは、既に伝えてある。しかしおそらく何人かは本当に一族の娘かどうか確かく認にんしに来るだろう。一向に見つからない『イール・ダール』の手がかりを得ようとどこの一族も躍やつ起きになっている状態なのだ。

（しかし、まさか一人でサラ達に付いて行こうとするなんて）

　愚おろかだと思うが──ニムは幼おさななじみであるカイスを好いていた。彼女にしてみれば『イール・ダール』は、突然現れた恋こい敵がたきだ。一目でも顔が見たい──などと思ったのかもしれない。思い込んだら一直線すぎる彼女の性格から思おもい詰つめて行動に移してしまった、というところだろうか。

　あれほど一人での行動は避さけるように両親と共に、サハルも言い聞かせてきたつもりだった。危険な目に遭わないように前もって排はい除じよしていたのが、裏目に出たのかもしれない。

　一番大事な危機感をニム自身に持たせられなかったということなのだろう。

　普段王宮に勤めているサハルが、村で生活しているニムに会う機会は年に一度か二度だ。たまにしか会わない妹だからと甘やかしている自覚はあった。散々カイスに言われていた言葉が耳の奥おくに蘇よみがえり、込み上げた苦さに唇を嚙む。

　しかし犯人が『イール・ダール』として利用しようとする輩やからだったのが、ニムにとって不幸中の幸いだっただろう。ニムを『イール・ダール』として詐さ称しようするつもりか、本気でそう思っているのか定さだかではないが、ある程度は大事に扱われるはずだ。

　これがニム自身が目当てだとしたら逆に危なかった。女攫いは重罪ではあるがそのまま強ごう引いんに家の深くに隠され、女が諦あきらめるまで囲い子供を作ろうとする男もいまだ多い。そうなっては生まれた子供はその一族のものとなる。数年後事件が露ろ見けんしたとしても子供から離れることを了りよう承しようする母親は少なく結局そのまま泣き寝入りする。そんな野や蛮ばんな事件もいまだ地方には多かった。

　早くニムを取り戻し、集落に戻らなければ──。最後に見た不安そうなマコトの顔が脳のう裏りを掠かすめる。焦あせりを顔に出さないようマコトにはなにも告げずに集落を出たが、できれば彼女が事件に気付く前に戻りたい。

（──早く）

　無意識に呟いた言葉に自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う。

　集落に残してきたのは心配だったが、実際のところマコトは一人ではない。彼女が気付くことはないと思うが、常に隻せき眼がんの剣士ナスルが側に付いていた。

『イール・ダール』の護衛──それが、彼がただ一人の主と仰あおぐ王から下された命令なのだ。心配はない。そう思うのに、やはり自分の目の届かない場所にいることに不安を覚える。父性本能が強いとサーディンに言われたことも間違いではないかもしれない、とサハルは再び苦く笑しようした。

　一段と派手な出店を見つけサハルは足を止めた。色とりどりの薄布で屋根を飾かざり、その壁かべには女性物の装そう飾しよく品ひんが並んでいる。金色の細工のものが多く強い日差しに焼かれて反射し、熱気のようなものが溢あふれていた。

　そんなサハルに気付いた店主が、隣となりの店たな子ことのお喋しやべりを切り上げ声を掛けてきた。

「お買い得ですよ。お得意様ですから安くさせてもらいます」

　にやっと猫ねこのように笑った店主の意図をくみ取り、適当な赤い首くび飾かざりを指さした。

「これをお願いします」

「毎度ありがとうございます。他にご用件は」

　なにが他に、だ。サハルにしては珍しく心の中で毒づきながら値段も聞かずに硬こう貨かの入った袋ふくろごと男の前に置き、にこやかに尋ねた。

「昨日の夕方いなくなった茶色い子猫を捜さがしているんです。どこかで見かけませんでしたか？」

「ああ、そういえば、アーシャのオアシスの北で似たような雌めす猫を見た気がしますよ」

　汗の滲にじんだ血色のいい顔に愛あい想そ笑わらいを貼はり付つけて、店主は世間話の抑よく揚ようそのままに返事をした。

（思っていたよりも近い）

　そう思ってほっとする。……うまくいけば夜までに決着するだろうか。

　彼はここらあたりを根城にする情報屋である。なぜかアクラムの占うらないは、今カイスが待機しているオアシスを示していたらしいが、どれだけ捜してもニムは見つからなかった。

　アクラムとて人間だ。たまには外れることもあるだろう、と、今回はタイスィールが贔ひい屓きにしている情報屋を頼たよってここにやって来た。

　しかしこの手の商売人はうまく化けるものだと毎回感心させられる。目の前の主人など小太りで人の良さそうな商売人の風ふ情ぜいで愛想を振りまく姿は、そうそう見破られるものではない。サハルもタイスィールに教えてもらわなければ、普通に気の良い店主と見て通り過ぎていただろう。

「ありがとうございます。捜してみますね」

「ああ、それに餌えさやってたヤツらはありゃただの間ま抜ぬけですな。見てたやつも多いからきっとすぐ見つかりますよ」

　ニムを攫ったのはおそらく素しろ人うととでも言いたいのだろう。タイスィールも目もく撃げき情報が多いことからそう言っていた。おそらくは一人で馬を駆るニムを見て思いついた突とつ発ぱつ的な犯行なのだろう。

　悪い情報ではないが、素人なら素人で手て際ぎわも悪いが引ひき際ぎわも悪いものだ。それが思っても見ない悪い方向に転がることもある。

　口止めも兼かねて、なにかもうひとつ買っておくか──そう考えサハルは、所狭せましと賑やかに並ぶ首飾りやら腕うで輪わを見下ろした。

　彷徨さまよっていた焦こげ茶ちや色の瞳ひとみがある一点で止まり、サハルは指を伸ばすと鳶とび色いろに輝かがやく細い鎖くさりを持ち上げた。その先に続く蒼あおい石を空に掲かかげる。

　深い藍あい……日が沈むほんの少し前の落ち着いた空の色は、なんとなくマコトを連想させた。

　よく見ればちょうど先程の首飾りと同じデザインだ。赤い方はニムに、こちらはマコトに似合うだろう。後者は受け取ってもらうには理由が必要そうだが。

　──鎖は少し古いが、石には傷もなく透とう明めい度も高い。

「これも頂けますか」

　サハルは店主にそう告げる。

　落ち着いた藍色と燃えるような赤。

　まったく毛色の違う品に、店主は青い目をくるりと一周させてにやりと笑った。

「ほほう。兄さんもやるねぇ」

　それぞれ別の相手に贈おくるものだ、と長年の商売人の勘が働いたのだろう。店主は別々の袋に入れてサハルに差し出した。

「どちらも妹ですよ」

　穏やかな笑顔でさらりと躱かわし、サハルは追加で料金を払はらうと袋を懐ふところにしまい込む。タイスィールと待ち合わせした市の入り口へと戻るべく踵を返したが、それを店主が再び止めた。

「儲もうけさせてもらいましたから、いいことを教えてあげましょう。──目撃されたのは銀色の猫ですよ。他の方々に伝わった茶色ではなくね」

　サハルは驚きに目を見開き、再び食えない情報屋に視線を向けた。
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　一方その頃ころマコトは、見知らぬ部屋で立ち尽くしていた。

（……移動、したの？）

　サーディンが呪文を唱え終わり、瞬きする間に周囲の景色が変わっていた。

　そこはどこかの建物の一室で、今マコトが使っているゲルよりもう少し近代的だった。きちんとした寝しん台だいが二つとなにかを入れる箱が並んでおり、そのシンプルさから誰かの家の客室、もしくは宿屋という雰囲気だった。

（びっくりした……）

　この世界に来たその日にナスルに、『異世界の証しよう拠こ』として魔ま法ほうを見せてもらったマコトだったが、こうして自分の身で体験したのは初めてだった。

　ひどく現実味がない。まるで夢の中でくるりと場面が入れ変わったような感覚に近かった。しかしそんな不思議な空気は甲かん高だかい少女の怒ど鳴なり声で霧む散さんした。

「だから、悪かったって言ってんでしょ！」

「お前ホントはそんなこと思ってねぇだろう！」

　背後から聞こえたカイスの怒鳴り声に、マコトは一瞬びくりと体を強ばらせて慌てて振り向いた。

　どうやらマコトとサーディンは、繫つながった二つの部屋のうちの奥まった寝しん室しつに現れたらしい。開け放たれたままの両開きの大きな扉とびらの向こうにいたのはやはりカイスで、言い合いに集中しているのかマコト達が現れたことには気付いていないようだった。

（カイスさんと……誰だろう）

　もともと野生的な風ふう貌ぼうをしているので、こんな風に口調を荒らげると完全に柄がらが悪くなる。しかしそれよりもすごいのは、そんなカイスに負けじと食って掛かる少女の方だった。大きな瞳の愛あい嬌きようのある顔立ち。焦げ茶色の長い髪を高い位置でひとつに束ね、尻尾しつぽのようなそれが少女が口を開く度たびにぴょこぴょこと跳はね上あがっている。

「あれ？」

　腕からマコトを下ろしたサーディンも、マコト同様二人を眺ながめて首を傾げている。

「なんでニムがここにいるの？」

（ニムって……）

　言い合いのわずかな隙間に呟いたサーディンの声は、嫌に大きく響ひびいた。

　ばっと二人の視線が向けられるのを感じてマコトは身を縮める。

　痛いような沈黙の後、最初に反応したのはカイスだった。

「なんでお前がいるんだ！」

　信じられないものを見たかのように目を丸くしてマコトを凝ぎよう視しする。その表情に申し訳なくなりマコトは思わず視線を逸そらした。

「あの、……っ」

「サーディン！　お前が連れて来たのか！」

　……答えは求められていないらしい。マコトが言葉を続けるよりも先に、今度はサーディンに向かって怒鳴る。

「うわぁ、カイスが留守番とは思わなかったぁ……最悪ぅ」

「俺おれだって最悪だよ！　どういうことか説明しやがれ！」

　カイスは大おお股またで部屋を横切り、サーディンに詰め寄る。サーディンは、うるさいなぁ、とわざとらしく耳の穴に指を詰めてみせた。

「説明もなにもニムを助けに来たんだけど？　なんでかそこにいるけどさ」

「それならそれで、なんでマコトまで連れてくる必要がある！　ナスルはどうしたんだ！」

「え、それ今聞いちゃう？」

　大おお袈げ裟さに驚いてみせたサーディンの目は面白がっている三日月型だ。カイスははっとしたように口を噤つぐみ、ちっと舌打ちした。

「……もういい。どうせお前が無理矢理連れて来たんだろ」

　黙だまり込こんだことで頭が冷えたのか、それともなにか思うところがあったのか、カイスは少し声のトーンを落としそう言った。改めてマコトに向き合う。

「怒鳴って悪かったな」

「いえ……大丈夫です。あの、ここは……」

「……なんだよ。やっぱり説明もしないで連れて来たのかよ……宿屋だ。ほら前に連れて行った、市が立ってるオアシス。ここにいるってことは、サーディンから事情は聞いたんだろ？　ニムと護衛何人かでここで待機してたんだよ。俺も留守番兼けん連れん絡らく係」

　本当に長い距離を一瞬で移動したらしい。確かあのオアシスは片道二時間は掛かったはずだ。

「それよりさぁ。なんでニムがここにいるの。攫われたんじゃなかったっけ？　こんな早く見つかったの？」

　サーディンに遠えん慮りよというものはないらしい。マコトが疑問に思ったことを平然とした顔で直接本人に尋ねていた。

　茫ぼう然ぜんとカイスとサーディンのやりとりを見ていたニムは、声を掛けられたことにあからさまに嫌な顔をした。そして距離を取るようにちょうど対角にあるソファの端はしに腰を下ろす。しかし一度は無視したものの、サーディンにもう一度名を呼ばれて、ニムは組んだ足の上で頰ほお杖づえをつき、吐き出すように呟いた。

「サラよ。サラが攫われたの」

「お前が勝手に付いて来たせいでな！」

　きつい口調でそう付け足したカイスに、ニムはばっと顔を上げ睨みつけた。言い返そうとしたのか一度口を開いたが、結局なにも言わずに、再び唇を固く引き結んで顔を背そむけた。

　マコトからその表情は見えないが、その細い肩は微かに震ふるえているような気がして、マコトはカイスを見る。普段なら彼はここまでキツい物言いはしない。よほど腹に据すえかねたのか──その原因であろう先程の言葉を頭の中で反芻する。

（勝手に付いて来たって……もともとその誘拐されたサラさんと一緒に来る予定じゃなかったってこと？）

「ジジィが世話係として集落に孫娘を寄よ越こすって言ってただろう。サラは俺の従妹いとこで十三になる。今まで王宮の女官見習いとして働いてた」

　……確かに孫娘を寄越す、とそんなことを話していた気がする。

　具体的な日付を聞かされていたわけではなかったので、日々を過ごすうちにすっかり忘れていた。では、集落に来る途中で攫われたということだろうか。私が現れなければ彼女が集落まで来ることはなかったかもしれない──そう思うと、少なからず罪悪感を抱いた。

　顔を曇くもらせたマコトに代わり、サーディンが質問する。

「でも、サラって超ちよう臆おく病びようだし、護衛から離れるわけないじゃん。護衛がよっぽど弱かったの？」

「違う。コイツが追いついてきて、なんとか同行できるようにとりなしてくれ、って頼むためにサラを護衛から離れた場所に呼び出したんだ。そこをつけてきた賊ぞくに狙ねらわれた。それでニムが騒さわいで護衛が気付いた時には、まんまと大人しいサラが攫われてたんだとよ。しかもコイツはコイツでサラを追いかけて一時行方不明になるし、自分が付いて来たことは言わないでくれ、なんて護衛に口止めしやがった。そのせいで情報がごっちゃになって、結局タイスィール達にも攫われたのはサラだって伝わってねぇ。……アクラムの占いでここが出た時に怪あやしむべきだったんだよな」

　最後は独り言のように呟き、大きな溜ため息いきをついた。

　聞いていただろうニムはそっぽを向いたまま、肯定も否定も口にしない。おおむね合っているということだろうか。

「そもそもさぁ、なんでニムは付いて来たの？」

　そう言って首を傾げたサーディンの疑問はもっともだった。

　興味本位や好こう奇き心しんなんて言葉では説明できない。この世界に来て日の浅いマコトですら、市場で見た女性達の様子から、この世界で少女が一人で行動することは危険だと分かっていた。

　視線が再び自分に向くのが分かったのだろう。ニムは大きな溜息をつくと、ようやく顔を戻した。

「……『イール・ダール』を見たかったから」

　ぽそり、と呟きニムはカイスの肩越しに確かにマコトを睨んだ。

（……え？）

　戸惑うマコトに、ニムはまたふぃっと顔を背ける。

　一瞬のことだったが気のせいだとは考えづらい強い視線に、マコトは居い心地ごこち悪く俯いた。

（突然現れたから、びっくりさせちゃったのかな）

　思えば自己紹しよう介かいもしていない。

　カイスと派手に言い争っていたニムだ。あまり人に見られたい場面ではなかっただろう。そんなところに見知らぬ人間が急に現れれば、気まずいに違いない。

「で？　結局サラと犯人は今どこにいるの？」

「タイスィールの情報屋にサハルが繫ぎをつけてるから、連絡待ちだ。ほら、お前はとっととマコトを連れて集落に戻れ」

　幾いく分ぶん落ち着いたらしいカイスがそう言うと、サーディンは近くのベッドに腰を下ろして「ちょっと休きゆう憩けいしてからねー」と、腕を伸ばした。

「お前は！」

「やーカイスみたいな筋肉馬ば鹿かには分からないんだろうけど、魔術って繊せん細さいなんだよ。こんなに疲れているのにまたすぐに移動なんかしたら、間違えてマコト肉にく片へんにしちゃうかも」

　物騒な言葉にカイスはぐっと言葉を詰まらせ、マコトは口元を引ひき攣つらせる。できれば遠慮したいし、サーディン独特の悪い冗じよう談だんだとは思うが、魔術という未知な領域だけに恐ろしい。

「だからちょっと休憩」

　明らかに噓うそっぽい。しかしここでどんなにカイスが怒鳴ったとしても、おそらくサーディンはのらりくらりと躱かわして逃にげるだろう。余よ裕ゆう綽しやく々しやくのサーディンの態度と、サハルから聞いた稀代の魔術師との呼び名から察するに、おそらくカイスでは彼を抑おさえることはできないのだろう。

　同じような結論を出したのだろうカイスも眉み間けんの皺しわをよりいっそう深くしたものの、「本当にちょっと休憩したら帰れよ！」と念を押おすだけに留まった。サーディンはそんなカイスに知らないふりを決め込み、部屋の主あるじさながらに遠慮なく寝台に寝転ぶ。

　そしてカイスも小さく舌打ちした後、ニムと反対側のソファに勢いよく腰を下ろし、行ぎよう儀ぎ悪く足を組んだ。

「マコトも立ってないで座れよ」

　カイスにそう言われたものの、もう一度サーディンに声を掛けた。

「あの……サーディンさん、やっぱり集落に戻りませんか？」

　ここにいては迷惑が掛かる気がする。なによりこの重たい空気の中、自分がいる意味はあるのだろうか。

　マコトは思いきって口にする。が「嫌！」と却きやつ下かされてしまった。

　……なにを間違えてしまったのか。集落の台所でもう少し抵抗すればよかったのかもしれない。おそらくそうすれば──

「ほらほら、マコトもカイスの言う通り座んなよ～」

　サーディンにまで促されて、マコトは迷いつつももうひとつのベッドの端に所在なく腰を下ろした。

　また静せい寂じやくが生まれて自然と初対面である少女に目がいった。

（「いつもお兄さんにお世話になっています」なんて、今のこの状じよう況きようじゃおかしいよね……？）

　でも名前くらいは名乗ろうと口を開きかけたところで、それまで黙っていたカイスが口を開いた。

「マコト、こいつはサハルの妹でニムだ。……ニム、こいつが『イール・ダール』のマコト」

　渋しぶ々しぶながらも紹介してくれたのは、落ち着かないマコトの態度のせいだったかもしれない。そんなカイスに感謝してマコトは慌てて頭を下げた。

「あの、マコトです。よろしくお願いします」

　突然だったので少し上うわ擦ずった声が出た。そんなマコトをニムは一いち瞥べつし鼻で笑い、「……ニムよ」と短く吐き捨てた。

「お前なぁっ！」

　あからさまに険のある態度に、カイスが摑みかかる勢いで怒鳴った。

「なによ！」

　再び始まった言い争いにサーディンはうるさいなーと顔を歪ゆがめるが、止める様子もなく耳の穴に指を突つっ込こみ瞼まぶたを閉じる。

　止めるべきかとマコトが立ち上がり口を開いたり閉じたりしていると、白けた顔をしたサーディンが「いつものことだってば」と肩を竦すくめてマコトを再び座らせた。




　それから数十分後──。

　マコトにしてみれば、再び黙り込んだ二人を刺し激げきしないためになにも話せないその時間をとてつもなく長く感じた。横の寝台で高たか鼾いびきをかいているサーディンが心の底から羨うらやましい。

　何度目かの溜息をついたところで、笛のような甲高い鳥の声が響いた。

　カイスは素す早ばやく立ち上がると椅い子すに掛けてあった外套を腕に巻き付け、口笛を吹き高く長く響かせた。

　それが合図だったのか窓から飛び込んできた鷲わしが慣れたように降下し、カイスの腕を止まり木にして着地する。大きな翼つばさのはためきが遅おくれて砂の匂いを部屋に運び、空気を揺ゆらした。

　カイスが急いで足元の銀の筒つつを外し蓋ふたを開けると、中に入っていた小さな紙を広げた。

「どこ？」

　すぐ脇わきから声がしてマコトは驚く。眠っていると思っていたサーディンはいつのまにか体を起こして、カイスを見ていた。

「アーシャのオアシスの北だとよ」

　カイスは手の中の小さな紙をくしゃりと握にぎり潰つぶす。

「それだけぇ？　使えないなぁ。ま、そこまで分かったら気配追ったら捜せるよね」

「ああ、予定変へん更こうだ。どうせ集落に戻るつもりはないんだろう。お前はここに残ってコイツらの護衛してろ。俺が」

「嫌だよ。じゃあ行こうマコト」

　きっぱり断ったサーディンは立ち上がり、マコトに向かってそう言った。

「おい待て！　だからなんでマコトを連れて行こうするんだ！　いいからここで留守番してろ！」

　マコトもカイスの意見に賛成である。もちろんカイスの従妹であるサラのことは心配だが、サーディンはともかく自分が行ったって邪じや魔まにしかならないだろう。

「あの、サーディンさん。やっぱり私が行ったらお邪魔だと思うんです。だからここで留守番していましょう」

　ここに着いた時のカイスの態度から察するに、多分自分は集落から出ない方がよかったのだろう。

　……それにサーディンだってマコトを連れ出したことで、後でなんらかの処分を受ける可能性もある。今いま更さらかもしれないが、あまり派手に動き回らない方がお咎とがめも少ないかもしれない。

「ここまで来たのにー？　いいじゃん、誘拐劇を特等席で観ようよ。まぁ大して面白くもなさそうだけどさ。不安なら僕ぼくが全員やっつけて──あ、いいかも！　マコトにかっこいいところ見せてあげる！」

「え……あの、そういうんじゃ……！」

　しまった。なにか変なスイッチを押してしまった──マコトが後悔するよりも先に、サーディンは満面の笑顔を浮かべ呪文を紡ぎだす。先程と同じ呪文でまた移動するのだ、と遅れて気付き、カイスが止めようとして駆け出すのが分かった。驚いた鷲が慌ただしく飛び立ち羽根が舞まい散ちる。

　伸ばしたカイスの手がマコトの腕に触ふれようとしたところで、マコトはまたあの風切り音とおそらくはカイスの怒鳴り声を聞いた。




（っ、また……っ）

　風圧に咄嗟に目を瞑ったマコトは、目を開けようとしたが、先程と違ってなかなか風の音が止やまない。

「目瞑ってた方がいいよー。眼球に傷がつく」

　すぐ上から降ってきた声に慌ててまた目を閉じる。どうやら移動を繰くり返かえしているらしい。何度も浮ふ遊ゆう感を覚え──そろそろ気持ち悪くなるかもしれないとマコトが危機感を覚えた頃、ようやくサーディンから「もういいよ」と許可が下りた。




　そっと目を開けて何度か瞬きする。周囲は薄暗いが今回も建物の中らしい。しかし先程と違ってカビと埃ほこり臭くさい匂いが鼻につき、埃を吸すい込こんだマコトは小さく咳せき込こんだ。

　口元を手のひらで覆おおって周囲を見渡せば、部屋は広く全ての窓は板や布で覆われていて全体的に薄暗かった。ただ所々破れた布の隙間から漏もれる光のおかげで、なんとか部屋の様子は窺うかがうことができる。

　空家というよりは廃はい墟きよに近い。大きな家具には布が被かぶせてあったが、埃を被ったその布も長い年月晒さらされたせいか端の方は乾いて朽くちていた。

「あの、ここは──」

「誘拐犯のアジトってトコかな」

　あっさりととんでもない言葉を口にしたサーディンに、マコトは思わず悲鳴を上げかけた。

（アジトって……！）

　焦るマコトにかまわず、サーディンはくるりと頭を回し部屋の中を見渡す。慌ててマコトもそれにならい、部屋の中に誰もいないことにほっとした。

　サーディンに付き合わされることは、二回目に飛ばされた時点である程度の覚悟をしたが、まさか誘拐犯のアジトに直接乗り込むとは思わなかった。──人質の確保すらできていないのに、それはあまりに無む謀ぼうではないだろうか。それになにより移動する前に『敵陣に直接乗り込む』と教えてもらいたかった。

「うーん。間に合わなそうだから直接飛んできたけど、ちょうどいないみたいだね」

「……間に合わない、って」

　意味深な言葉にぎょっとして聞き返せば、サーディンはふるふると首を振った。

「そっちの意味じゃないよ。サハル達が助けに来ちゃったら僕が活躍できないでしょってこと。ほら、あっちのソファに転がってるのサラでしょ。無事じゃん。足繫がれてるだけで吞のん気きに寝てるし」

　サーディンが指さした先──部屋の隅すみだったのでマコトは気付かなかったが、確かにひとつ埃ほこり除よけの白い布が外されている場所があった。どうやらそこがソファらしく、確かに漏れる光に反射するような銀の髪が覗いている。

　慌てて駆け寄ろうとしたマコトの腕をサーディンが摑んで引き止めた。

「大丈夫だってー。息も落ち着いてるし薬で寝てるだけだと思うよ。それより誰か来るみたいだし、とりあえずあの衣い装しよう箱ばこに入って隠れよ？」

「え……!?」

　危機感の欠片かけらも感じさせない笑顔のサーディンは、返事も待たずにマコトの身体を抱かかえ上げた。

（やっつけるんじゃなかったの!?）

　戸惑うマコトにかまわず、サーディンは部屋を横切り部屋の隅にあった大きな箱の前に立つ。器用に片手で鍵かぎを開けて蓋を開けると、先にマコトをその中に下ろした。そして頑がん丈じような縁ふちに足を掛け、自分も入り込む。

　中にはなにも入っておらず、中ちゆう腰ごしでも大人二人が並んで入れるくらいのスペースはあった。

　サーディンは素早くそのあたりに落ちていた布を丸め、蓋に嚙ませて隙間を作った。中から外の様子を窺うためだろう。

　蓋を閉めたことで視界は暗い。しかし隙間から入ってくる明かりで、扉の方を見つめているサーディンの表情は分かった。

（サーディンさん、絶対楽しんでる……）

　まるでいたずらを仕し掛かけようと企たくらんでいる子供そのもので、目が輝いている。

（……私、なにしてるんだろう……）

　結局サーディンの暴走を止められなかったことも含めて、マコトは大きな溜息をつきたくなった。

　終始サーディンがこんな調子だからか、誘拐犯のアジトという危険な場所に隠れているかなり緊きん迫ぱくした状況だというのに、恐きよう怖ふ心しんをどこかに置いてきたようになにも感じない。

（私、この世界に来て本当に図太くなったかも……）

　そんなことを思う余よ裕ゆうすらあることをマコトは不思議に思う。

　ややあってから近付いてきた足音は、耳を澄すます必要もないほど賑やかだった。

　サーディンの隣に並んで隙間からそっと盗ぬすみ見みると、錆びた扉の蝶ちよう番つがいが耳みみ障ざわりな音を立てて開き、男が二人入ってきた。

（あれが誘拐犯……？）

「声が聞こえた気がしたんだが……」

　ひょろりとした男の声はその体格同様に細く頼りない。しかし神経質そうな顔つきで部屋の中を忙せわしなく見回していた。

（多分、見つかってもサーディンさんがいれば大丈夫……なんだよね？）

　かっこいいところを見せるのだと、張り切っていた。……が、おそらくサーディンがなんらかのアクションを起こすまでは、見つからないに越したことはない。できれば後からやってくるであろうサハルやタイスィールと協力して欲ほしいと思うが……。

「寝ね言ごとかなんかじゃねぇの」

　もう一人の男の声が思っていたよりも近い距離で聞こえてぎょっとした。派手な色のシャツが視界のすぐ側を横切るのが見える。しかし男はマコト達が入っている箱を気にかけることもなくそのまま通り過ぎ、サラが眠っているソファへと向かった。

「嬢じようちゃんもまだ眠ってる。気のせいだって」

　しかし声が違った気がする、としきりに言う男に、もう一人の男は適当に相あい槌づちを打ちながら鼻で笑った。

　どうやら細い方の男はこの誘拐には消極的らしい。

「本当にうまくいっているんだろうな？」

「大丈夫だって。明日にでもそれぞれの頭領に手紙を送って段取りを組めばいい。その頃にはコイツも目が覚めるだろうしな。ほら、お前も突っ立ってないでどっか座れよ」

　派手なシャツの男に促されて、細身の男も今にも折れそうな椅子に腰を下ろしたが、上下運動を繰り返すつま先が、落ち着きのなさを分かりやすく示していた。

　そして断続的で聞き取りづらいが、しきりに『女神の怒いかりが』と呟いていることに気付き、マコトは首を傾げた。

（女神の怒り、ってなんだろう……祝福は、何度か聞いたことがあるけれど）

　怒りとはなかなか物騒な言葉である。

　派手な男は、既に相手をするつもりはないのか腕を組み固く目を瞑っている。眠るつもりなのかもしれない。

　細身の男がふいに独り言を止める。そしてややあってから、上目遣いで派手な男に声を掛けた。

「──なぁ、今ならまだ噂うわさで済むし、後あと腐くされなく売っぱらっちまった方がいいんじゃねぇか。そもそも『イール・ダール』を騙かたるなんて普通の女なら断るに決まってるじゃねぇか。『イール・ダール』を欲しがる男に高く売りつけようたって、いざ交こう渉しようの場でバラされちまったら俺達あっという間に首切られちまうぜ。わざわざそんな危ない橋を渡らなくても」

「だから、それは何度も話し合っただろう！」

　無視するかと思っていたが、しつこく食い下がられてとうとう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたのか、言葉の途中で怒鳴り飛ばした。

　細身の男はびくっと体を震わせて口を噤む。しかしその目はまだ物言いたげで、叫んだ男は大きな溜息をついた。そしてさっきより幾分抑えた声で、言い聞かせるようにゆっくりと言葉を続けた。

「せっかくのチャンスだ。大人しそうなガキだし脅おどせばなんとかなる。女一人売り飛ばしたって、山分けすればたかが知れてる。もっと大きくいこうぜ相棒」




「山分けってことは、犯人は二人だけってことかなー……」

　ポソリ、と呟いたサーディンに、マコトは男の言葉を思い返す。確かに他に仲間がいるならそんな言い方はしないだろう。ということは、この男達を捕つかまえることができたなら、この誘拐事件は片付くのだろうか。

（……でも、どうしてわざわざ女の子を誘拐して『イール・ダール』のふりをさせなきゃいけないんだろう。……珍しいから？）

　結婚以外になにか利益があるのだろうか。

（あ、なにか特とく殊しゆな知識とか技術とか期待してる？）

　確かにイブキなら医い療りようについての知識や技術を持っている。けれど自分を含めてそんな特殊なスキルを持つ人ばかりが『イール・ダール』としてこの世界にやってくるのだろうか。

（今度聞いてみよう……）

　そうだと言われれば、なにもできない自分は謝るしかないが。

（……本当にどうして私なんかがこの世界に来たんだろう）

　落ち込みつつも、しかしよく分からない男達の態度に首を傾げる。

（でも分かった。それでサーディンさん、最初に、攫われても無事だって言ったんだ）

　確かにそんな利益があるのなら、人質になったサラ──最初はニムだったと思ったが──は、殺される心配はなかったのかもしれない。

「それに案外本物かもしれんぞ。見つけたのは例のオアシスの近くだからな」

　男は軽口ついでにそう言って、もうこの話は終わりだと締めくくった。

　しかしそんな男の言葉は、不安の塊かたまりとなった男には逆効果だったらしい。ぶるぶると体を震わせて叫んだ。

「いや、やっぱり駄だ目めだ！　本物ならなおさらマズイじゃねぇか！　きっと罰ばちが当たる。それでまたオアシスが現れなくなったりしたらどうするんだ。俺ら一族から追い出されるどころか家族全員住む場所すらなくなる！」

　喋っているうちに興奮してきたのか男は恐きよう慌こう状態だ。そして激しく動いた体に悲鳴を上げたのは彼が座っていた椅子だった。ただでさえ古かったのに、暴れたことで負ふ荷かをかけすぎたのだろう。椅子の脚あしがぽきりと折れ男はバランスを崩くずし床に転がった。男の下半身が消えるほど派手に埃が舞い上がる。床に尻しりをつけて呆ほうけた男は、たっぷり数秒空けてから声にならない悲鳴を上げた。

「女神だ！　イールが怒おこってるんだ！」

　そしてそう叫ぶと、顔を両手で覆って子供のように泣き出した。

「っぷ……っ」

　すぐ近くでサーディンが派手に吹き出し、マコトはぎょっとする。

　ひきつけを起こしたように口元を覆いヒーヒー言いながらも、拳こぶしを握り締め必死で笑いを堪こらえている。よっぽど男の恐慌ぶりがおかしいのだろう。確かにマコトも男の様子に呆気に取られていたが。

「ヤバい……っなにあれ！　すっごい面白いんだけど！　ね、ちょっと驚かしてみよう……っ！」

　笑い交じりにサーディンはそう言って、隙間から男を指さす。抑えた声でもなかったが、男の悲鳴交じりの懇こん願がんが大きくて、少し離れた場所にいるもう一人の男には聞こえないのだろう。

　そんな場合では、と諫いさめようとしたマコトだったが、サーディンはそんなマコトの目の前で両手を合わせて器うつわを作る。それを突き出すとにやにや笑いながら言った。

「マコト、『女神の呪のろいを』って言って」

「え？」

　呪い、とはまた物騒な言葉である。

　理由を聞こうとするが、早く！　と、強い口調で急せかされて、マコトは困こん惑わくしたまま同じ言葉を繰り返す。なにが起きるのかと首を傾げていると、サーディンはそれを閉じ込めるように一度握り締めて、指の隙間からふっと息を吹き付けた。

　すると──

　部屋の四方から竜たつ巻まきのように風が起こった。部屋中の布を剝はがして、舞い散る埃が部屋をぼんやりと白く煙けむらせる。

　マコト達がいる箱の中にも隙間から埃が入り込み、マコトは咄嗟に口元を袖そでで覆う。

　ぎょっとして立ち上がったのは奥にいた派手な男で、細身の男はまだ事態を理解していないのかぽかんとした顔で天てん井じようを見つめている。サーディンは箱の蓋を静かに開けて、飛んでいた大きな布を摑むと、それを頭からすっぽり被り、ゆらりと立ち上がった。そんなサーディンをいち早く見つけた細身の男は、床にお尻をついたまま、勢いよく後ずさった。

「ひぃいいいい！　申し訳ありません！　俺は、……は、反対したんです……！」

　顔面蒼そう白はくでそう言いながら、両手を組みサーディンに向かって懇願する。

　サーディンは布を被っているだけである。それでも彼にはそれが女神である『イール』に見えるらしかった。

「落ち着け！　お前何者だ！」

　幾分冷静な……それでも顔色は悪い派手なシャツの男がそう怒鳴り、サーディンに飛びかかる。しかしそれをひょいと躱かわすと、サーディンは体をゆらゆらさせながら、まだ腰が抜けて動けない男の方へと滑るように近寄った。

「イール！　申し訳ありません！　お許し下さい……っほら、お前も謝れ……！　呪われるぞ！」

「馬鹿！　呪いなんぞあってたまるか！　何者だ！」

　そう怒鳴り返したものの、細身の男の剣けん幕まくに押されているのか、その声こわ音ねは先程のものより弱い。

　そんな男達の会話を割るように、まるでトンネルの中のような響きを持ってどこからか音が響いた。

『女神の呪いを』

　限界まで機械で高くしたような声は既にマコトのものではなく、言った本人ですらよく聞き取れない。

　しかし、痛いほど心当たりのあった男達にはすぐ分かったらしかった。

　二人ともさっと顔色を変えた。

「うわぁあ！　お許し下さい」

　そう言って誰よりも早く部屋から逃げようとしたのは、さっきまで怒鳴っていた男の方だった。

「待ってくれ！」

　腰が抜けたままらしい男は、仲間のズボンを必死で摑む。

　放せ！　放さない！　そんなやりとりを必死で繰り返している男達に、白い塊は小刻みに揺れている。

（絶対笑ってる……）

　誘拐犯といえども気の毒になってしまうのは間違っているだろうか。

　ひとしきり笑って満足したのか動きを止めたサーディンは、布の間からゆっくりと手を差し出した。この世界の男にしては白く細い手は、それだけ見ると女の手に──男達には女神の手に見えたかもしれない。

「女神の怒りを」

　今度は加工のないマコトの声だったが、それでもパニック状態の二人には恐ろしく感じるらしい。震え上がり今度は仲良く抱き合った二人に、サーディンは小さな球を作り、二人の男の下半身に向かって投げた。ズボンの……言いづらい部分に黒い汚よごれが広がる。

「ひぃいいい！」

「い、嫌だぁ！　助けてくれー！」

　声にならない叫びを上げ、腰が抜けていたはずの男も競きそうように部屋を出て行く。せっかく攫ったサラのことも、頭から抜け落ちたらしい。

　男達の慌てぶりが理解できず、マコトが不思議に思っていると、布から顔を覗かせたサーディンがにやぁっと笑った。

「十六歳さいになってない女に突っ込むとナニが腐って落ちるっていう『女神の呪い』っていう迷めい信しんがあるんだ。それと勘違いしたんだよ、きっと」

　勘違いした、というよりは、させたのだろう。

　マコトが顔を赤くしたと同時に、上じよう機き嫌げんに口笛を吹いていたサーディンは、あっ、と声を上げた。

「忘れてた！　かっこよくやっつけるところを見せるつもりだったのに！　ちょっと待って！」

「サーディンさん!?」

　わざわざ呼び戻す必要はない。慌てて立ち上がり止めようとしたマコトだったが、サーディンは聞く耳も持たずに飛び出していった。

　こんな場所に一人にしないで欲しいと思いつつ、マコトはサラがいる部屋の奥に視線を向ける。相当うるさかったが、それでも目を覚まさない彼女のことが心配になった。箱から出ようとして、マコトが縁に両手をついたその時、扉の向こうからサーディンの悲鳴が聞こえて思わず固まる。

「いたいいたいいたい！」

　開け放たれたままだった扉の陰から見覚えのある外套がちらりと見える。悲鳴を上げるサーディンと一緒に入ってきたのは、

「──サ」

　ハルさん、と思わず声を掛けそうになってマコトは慌てて口を押さえた。蓋はサーディンが飛び出した状態のまま開きっぱなしだったので、マコトは慌てて体を低くする。……ここで自分が出て行けばサーディンの立場がかなり悪くなる、との判断からだったが、既にここに来る前にカイス達と顔を合わせていることに気付いた。

　あのまままっすぐ集落に戻ったということにすれば……いくらなんでも苦しいだろうか。

「どうして貴方あなたがここにいるんです」

　険のあるサハルの声が響き、自分に向けられたものでもないのに、マコトの心臓が跳ねた。

「サラを助けに来たんだってば！　もう、痛いって！」

　どうやらサーディンはしっかりとサハルに捕ほ獲かくされているらしい。

　改めてサーディンを抑えられるサハルに尊敬の念を向ける。自分にそんな力があればサーディンの暴走を止めることができただろうか。

「……サーディン、君どうしてここにいるの」

「患かん者じやはどちらですか」

　次いで部屋に響いたのは、驚いたというより呆あきれたようなタイスィールの声だったが、その後に続いた声には聞き覚えがなかった。

「サーディン、サラはどこですか」

「奥で寝てる！　心配しなくても無事だってばぁ」

「そう。先生、診しん察さつをお願いできますか？」

「もちろんです」

　お医者様だろうか。目が合うのが怖こわくて覗くこともできず、マコトはひたすら耳を澄まして、状況を把は握あくしようとする。

（あれ、そういえばサラ、ってサハルさん言ったよね？　ニムさんじゃないってもう分かっていたのかな……？）

　確かまだ伝えられていないとカイスが言っていた。あれからカイスが折り返し連絡をしたのだろうか。

（連絡方法って鷲なんだよね。そんなに早く伝わる？　あ、でもサーディンさんが使うような魔術なら一瞬なのかな。でもそれなら手紙だってサーディンさんに頼めば……って、……素直に聞くわけないか）

　では他の魔術師に頼めば──そう考えるものの、この世界のことをあまり知らない自分が答えを出せるわけもない。集落に戻ったら誰かに聞いてみよう、と早々に考えることを放ほう棄きして、そっと頭を出し二人が向かった部屋の奥に視線を向ける。

　タイスィールらしき背中と、大きな鞄かばんを持った男の横顔が見えて、目を凝こらして確かめるがやはり面識はないように思えた。

「ああサハル。サーディンを逃がさないでね。聞きたいことがたくさんあるから」

　振り返ってそう言ったタイスィールに、マコトは慌てて首を引っ込めた。

「──男達が言った通り──」

「それなら──」

　眠るサラを気き遣づかっているのか抑えた二人の会話は、マコトの耳には聞き取れない。

「それでサーディン。貴方はどうしてこんな所にいるんですか？」

　サハルの声がしてマコトは視線を戻す。逃げようとしたのか身を捩よじったサーディンの後ろに素早く回り込んだサハルは、どこからか取り出したロープでサーディンの腕を結び、それを自分の腕輪に通した。

「女神の怒りが、なんて叫びながら飛び出してきて助けまで求められました。貴方一体なにをやったんですか」

　おそらく逃げていった男達のことだろう。この部屋に入ってきたタイミングから考えて、鉢はち合わせたのかもしれない。

「普通縛しばるぅ？　サハルって絶対僕よりアレだよね！　別になにもしてないよ。なにもしないうちから超ビビってたからさぁ、女神の呪いに見せかけて脅かしただけ」

「きっと面白いことになったんでしょうね。そもそも貴方には今日──」

　サハルが途中で言葉を切り、不自然な間が空いた。

　悪い予感を覚え、マコトはいっそう頭を引っ込め、箱の手前ぎりぎりまで詰めて体を縮こめた。残念ながら蓋は空いたままだったので、そうするしか身を隠す方法がなかったのだ。

　タイスィールと医師の会話だけが響き、サハルの声は聞こえない。耐たえきれなくなったマコトはそろりと顔を上げ──うっかり叫び掛けて口を両手で覆った。箱のすぐ側──目の前にいたサハルとしっかり目が合う。ついでにサーディンは「あーあ」とでも言うように肩を竦めていた。

　怒られる──。

　見上げたサハルは無言のままだ。顔に感情らしき表情が浮かんでおらず、それが逆に深い怒りを感じさせた。

　不ふ可か抗こう力りよくだった。そう言い訳をしてもいいだろうか。先程サーディンを庇かばおうとした気持ちも忘れてしまいそうなほど、いたたまれない沈黙だった。

　サハルさん、と思わず呼び掛けた声は、ひどく掠れて音にはならなかった。しかしサハルの耳には届いたらしい。

　ほんの少し首を傾けてから、ふっと微笑んだサハルは、次の瞬間にはいつもと同じように穏やかな表情をしていた。そして唇に人差し指を置く。いわゆる「静かに」という仕草だった。

　そしてマコトにそのまましゃがんでいるようにと手を動かして指示すると、音を立てないように慎重に元の隙間まで蓋を閉めた。

　それから背中を向けるとサーディンを引き連れてタイスィール達の方へ向かう。

（……怒ってない、よね？）

　笑ってくれたし。

　そう思うとなぜか体から力が抜けた。箱の中でぺたんと子供のようにしゃがみ込む。

　じわ、と浮かんだ涙なみだの理由がよく分からないまま、マコトは目を擦った。

（……なんだろう……。怒られると思って怖かったのかな）

　慌ただしくサーディンに連れ回され、その突とつ飛ぴな行動にも振り回され、ようやく感情が追いついたのだろうか。それもあるだろう。だけど。

（違う、多分……安心したんだ）

　マコトはそう気付き、奥に向かうサハルの背中を隙間から見つめる。それから胸に手を当て深呼吸し、気持ちを落ち着かせてから静かに耳を澄ました。

「サラはどうですか」

「外傷もないし、睡すい眠みん薬やくで眠っているだけらしいよ」

　サハルに答えたタイスィールの言葉に、医者も頷く。

「誘拐された時から一度も起きていないと聞いたので、少し心配していましたが、呼吸も安定していますし顔色も悪くない。子供ですから薬が効きすぎたんですね」

　先程の男達から使った薬のことを聞き出したらしい。そういえば、タイスィールも医師らしき男もサハルより遅れて入ってきた。

「そうですか。後こう遺い症しようの心配はありませんか」

「ええ。この独特の匂いは、男達が先程言っていた薬だと思います。常習性のある薬ではないので安心して下さい。……目が覚めて気になるようなことがありましたら、そちらの医者にも見てもらって下さい」

「ありがとうございます。貴方のような優ゆう秀しゆうなお医者様に見て頂けてよかった。北の頭領によろしくお伝え下さい」

　そう言ってタイスィールは白衣の男ににっこりと笑った。どことなく刺とげがあるのはわざとらしい。白衣の男は肩を大きく竦ませて下手くそな愛想笑いをする。

「私も行く必要はないと言ったんですけどね」

　言い訳のように男は早口でそう言って立ち上がり、扉の向こうへと消えた。

　どうやら彼は別の一族らしい。もしかして西の一族以外の人間がいるから、先程静かにしろと合図したのだろうか。やはりサハルが来た時に出て行かなくてよかった。

　そうこうしているうちに屈かがみ込こんだタイスィールが、いまだ眠るサラを抱き上げた。その横で面白くなさそうに口を尖とがらせているサーディンは「つまんなーい」と言いながらも、大人しくしている。さすがのサーディンもタイスィールとサハルの二人からは逃げられないらしい。

（もう出ていいのかな……）

　医者の足音は消えたが、声を掛けられるまで待つべきか迷う。

「タイスィール。実は可愛い子猫を見つけたんですよ」

　マコトが悩なやんでいると、ふいにサハルがそんなことを言い出した。タイスィールは珍しく眉間に皺を寄せて胡う乱ろんな目でサハルを見た。

「……サハル。もう振り回されるのはごめんだよ。なに、今度こそニムでも隠れているのかい？」

　小さく笑ってサハルは曖あい昧まいに頷く。

「そうですね。茶色い子猫も含めて少しいたずらが過ぎるから、家に閉じ込めてしまいましょうか」

　三人の足音が箱の前でピタリと止まり、軋きしんだ音を立てて蓋が持ち上がる。日差しがちょうど窓から入り込み、マコトは眩まぶしさに目を瞬いた。

「これはまた……」

　両手が空いていたら、おそらくタイスィールは今にも崩れそうな天井を仰いでいただろう。珍しく心底困った、というそんな表情だった。

「……す、すみません……」

　ただでさえ上背のある二人プラス一人に見下ろされて、マコトは縁に両手でしがみついたまま眉尻を下げた。

　しばらく沈黙が続きなぜか頭頂部に視線を感じる。不思議に思ったマコトがそっと顔を上げるとタイスィールは笑って口を開いた。

「マコト、にゃあーって可愛く鳴いてごらん」

「……え？」

　こんな時になんの冗談だろう。あるいは疲れすぎてどこかおかしくなったのだろうか。

　サハルに助けを求めて視線を向けるが、彼も笑っているだけである。

「す、みませんでした」

　とりあえず謝罪を口にしたものの、二人は笑顔を浮かべたままなにも言わない。

「にゃ、にゃー？」

　よく分からないままそう言ってみれば、羞しゆう恥ち心しんにマコトの顔が赤くなった。

（なんで猫！）

「わーマコト！　可愛い～！　捨て猫みたいだねーほらほらお手～」

「それは犬です……」

　箱の縁に掛けた手が悪かったのか、しゃがんだ体勢が悪かったのかこれはひどい。なかなか精神的にくる嫌がらせである。

「タイスィール。意地悪が過ぎますよ。サーディンに強引に連れてこられたのは明白でしょうに」
















　ようやく戒いましめてくれたサハルの言葉に、タイスィールは小さく笑って「そうだね」と頷いた。

　どうやらなにも言わなくてもここにいる理由は分かってくれたらしい。一人でマコトがここに来る方法はなく、サーディンも一緒となれば想像できるかもしれないが、とにかく二人が怒っていないことにマコトは改めて胸を撫で下ろした。なぜ猫の真ま似ねをしなければならなかったのかは分からないが。

「もう出ていいですよ」

　サハルがマコトの両脇に手を入れてそのまま箱から出してくれる。その途中で、足がぶらりと浮き本当に猫みたいだな、と自分でも思った。

　床に下ろされると、タイスィールに抱えられたサラの様子を窺う。

　カイスと同じ銀ぎん髪ぱつで、十三歳と聞いていたが目を閉じているせいかそれよりも幼く見えた。

（無事でよかった……）

　きっとカイスも、そして責任を感じているだろうニムも喜ぶだろう。

　自分のせいで攫われたのだ。あれほど頑かたくなだったのも、その不安の裏返しだったのかもしれない。




　そしてタイスィールはサーディンへの罰として、馬車馬のようにこき使うことにしたらしい。

　サーディンが一度に運べる人数は二人が限界らしく、まずサハルとサラをカイスの元へと送らせ、次にタイスィールとマコトを集落に送らせた。さすがにサーディンも魔力を使いすぎたらしく、最後はしゃがみ込み肩で息をしていたが、タイスィールは間かん髪はついれずに「次は馬を取りに行くよ」と、指示を出していた。

　そしてようやく集落に戻ったマコトは、とりあえずタイスィールのゲルで待機することになった。タイスィールは結界を張り「しっかり休んでね」とマコトの体調を気遣いながらも、自分は腰を下ろすことなくすぐに出て行った。

（タイスィールさん、大変そう……）

　その原因の一いつ端たんを担になってしまった自覚のあるマコトは申し訳なく思う。

　そして一人になったマコトは誰もいないのをいいことに、こてん、とそのまま絨じゆう毯たんに倒たおれ込んだ。

（……体、重い……）

　恐ろしく疲れていたらしく、マコトはそのまま意識を失うように眠りに落ちた。
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　時間は少し遡さかのぼり、サーディンの転移術でカイス達が待つ宿屋の一室に直接降り立ったサハルは、そっと瞼を押し上げた。

「とうちゃーく」

　あからさまに不満です、とでも言うようなサーディンの声に、いち早く反応したのはカイスだった。

「お前っマコトどこ置いてきたんだよ……ってサハル!?」

　ソファを飛び越え、駆け寄ってきたカイスにサハルは頷いてみせる。

「じゃあねー」

　すぐに戻るようにタイスィールから厳命されていたサーディンは、カイスには目もくれずまた呪文を紡ぐ。

　いつものようにカイスをからかわないあたり、タイスィールが彼に言った『マコトの花婿候補から外す』宣言が効いているのだろう。

　マコトも厄やつ介かいな人間に好かれたものである──そう思い、風が吹き上がったのを感じたその一瞬の間に、サーディンの姿は消えていた。目の前のカイスも呆気に取られた顔をして「今の、サーディンだったよな？」と確認してくる。

　部屋の奥にいたニムも一瞬驚いた顔をして見ていた。なにか言いたげに口を開いたが、サハルはそれに気付きながらも視線をカイスに戻した。

「カイス。サラです。北の医者に診みてもらって心配ないとの診しん断だんは受けています。一応もう一度別の医者に診てもらおうと思うので、手配をお願いします」

　カイスははっとして、サハルの胸に抱かれたサラの顔を覗き込む。怪け我がもない綺麗な顔にほっとしたように一度表情を緩めたが、すぐに顔を引き締め頷いた。踵を返して部屋を出て行くと、ニムが遅れて駆け寄ってきた。

「サラ！　怪我は!?　お兄ちゃん本当に大丈夫なの？」

　サハルは「ええ」と頷いて、近くの寝台へと慎重にサラを下ろした。微かに瞼が震えている。目覚めが近いのかもしれない。

　サラの顔を覗き込み、唇を嚙かみ締しめたニムの顔色はあまり良くない。おそらくは彼女なりに責任を感じ心配していたのだろう。気は強いが性格は悪いわけではない。村ではしっかりしていて年下の子供の面倒もきちんと見るので、大人には信しん頼らいされているし子供にも慕したわれているとも聞く。

　サハルは心の中で溜息をつく。

　今頃両親は長老とサラの両親に平謝りしている頃だろう。サラの両親はどちらも人格者で大らかな人柄ではあるが、サラはこの世界では貴重な女で、しかも一人娘である。ニムがしでかしたことを考えればどれだけ詰なじられても文句は言えない。

「ニム、向こうで話しましょう」

「え……あたしサラの側に」

　いたい、そう続けようとしたのだろう。しかしニムはにこりとも笑わない兄の顔を見て口を噤んだ。

「貴女に側にいる資格はありません」

　きっぱりそう言ったサハルに、ニムは初め驚いたように目を大きく見開いた。それからみるみる涙の膜まくが張っていく。普段から気が強く滅めつ多たに涙を見せない妹のそんな表情に心が痛んだが、敢あえてニムには声を掛けずにソファへ向かった。ニムはもう一度だけ名残なごり惜おしげにサラの顔を見つめてから目元を擦りその後に続く。

　医者を連れて戻ってきたカイスが二人のいつになく張り詰めた雰囲気を感じて眉を顰める。しかしすぐに医者と共に奥の寝台へと向かった。

　サハルはソファにニムを座らせると、自分もその向かいに腰を下ろした。膝ひざの上で握り締めたニムの拳は小さく震えていた。

「ニム。自分がなにをしたか分かっていますか？」

　サハルはそう切り出し、いつもの甘さを捨てて、起こったかもしれない最悪な可能性をひとつずつ語った。




「おにい、ちゃん……ごめんなさい……」

「私に謝る必要はありません」

　ぼろぼろと涙を零こぼし泣くニムにサハルがそう返したその時、部屋の奥から声が上がった。

「大丈夫ですか？　どこか痛いところは」

　医者の声にはっと顔を上げたニムの肩越しに、上半身を起こしたサラが不思議そうな顔で部屋を見回しているのが見える。

　あの様子なら大丈夫そうだ、と少し安心して再びニムに視線を戻した。明らかに背後を気にしているが、兄の手前振り向くことは、できないだろう。

「行ってもいいですよ。ただサラが嫌だと言ったらすぐに離れなさい」

　サハルの突き放した言葉にニムはぐっと詰まったものの立ち上がり、サラがいる寝台の方へと駆け出そうとした。その背中にサハルは溜息をつき、そしていくらか表情を緩める。

「ニム。私も母も父も、貴女が攫われたと聞いた時は、心臓が止まるかと思いました」

「……っお兄ちゃん……っ」

「それくらいサラのご両親も心配したのです」

　慌てて振り返ったニムの目は赤く腫れ上がり鼻も赤い。それでもまだ新しい涙が頰に伝っている。

「もう危険なことは、しないで下さい。約束できますね？」

　うん、と音にならない声で何度も頷いたニムは、くるりと体を返しサラの寝台へと駆け寄った。医者を押しのけ寝台にかじりつくと、泣き声交じりに何度も謝罪の言葉を口にした。

「サラぁ!!　ごめんねぇぇぇえ」

　最初は状況を摑めず目を白黒させていたサラだったが、カイスから簡単に事情を聞き理解したらしい。ややあってから今度は、「ありがとう……っ」と嚙み締めるような掠れたニムの声が響いた。

　どうやらサラは許してくれたらしい。サハルもほっとしてサラの優やさしさに感謝する。

　記憶の有無はともかくとして、誘拐犯と同じ男に囲まれて過ごすことは、嫌だろう。ニムを受け入れてくれてよかった。不安が消えるまではしばらく同性のニムが付つき添そう方がいい。一いつ旦たん村に帰した方がいいかもしれない、とタイスィールと話していたが、この様子なら心配はなさそうだ。

　今後の予定を立てながら自分もニムの兄として謝らなければ、と立ち上がると、壁に背中をつけて腕組みしていたカイスがにやっと笑って声を掛けてきた。

「妹に甘々のお兄ちゃんにしては厳しかったな」

　そんな軽口にサハルは肩を竦めて、「さすがにね」と苦笑いする。そしてカイスに向かって頭を下げた。

「妹が申し訳ありませんでした」

　彼はサラの従兄いとこである。既に関係者には頭を下げたが、カイスだけは幼なじみの気安さに甘えて、きちんと言葉にしていなかった。

「……やめろよ。そういうつもりで言ったんじゃねーっつの」

　カイスは壁にもたれるのをやめて、それこそ幼なじみの気安さでサハルの肩に軽く拳をぶつけた。

「ほら、事情聴ちよう取しゆだ」

　行くぞ、と腕を摑まれ、サハルは幼なじみの不器用な優しさにそっと感謝した。




　はたして目覚めたサラはなにも覚えていなかった。男達の顔はおろか、自分が攫われていたことにも説明されるまで気付いていなかったらしい。

　ただ突然強きよう烈れつな眠ねむ気けに襲おそわれ、気が付いたら今のこの場所だったという。一度も目を覚まさなかったというのは、男達の噓ではなかったらしい。

（結果的にはよかったということか……）

　サラは一人娘で大事に育てられてきたせいか、一ひと癖くせも二癖もある者ばかりの王宮に勤めて二年も経たつのに、いまだ気が弱く神経が細い。途中で目が覚めて暴力で脅されるようなことがあったとしたら、相当心を病やんだだろう。

　医者の見立てはアジトで見てもらった北の医者と変わらず、外傷もなく頭痛などの後遺症も現れていない。

　終始夢から覚めたばかりのようにぼうっとしていたサラだったが、ただ一点『イール・ダール』の偽にせ物ものとして担かつぎ出だされる予定だったことを伝えた時の反応だけは顕けん著ちよだった。「なんて罰ばち当あたりな……！」と、顔色を真っ青にしたサラに、そういえば彼女は信心深かったな、と改めて思い出した。

　そんな彼女の主人になるはずの少女を思い浮かべて、思わず苦笑する。

（傅かしずかれることは、苦手でしょうね）

　どうにか彼女に居心地の良い環かん境きようを与あたえたい。そう思うのに簡単にはいかないらしい。

　二人の間をどう取りもてばいいか──そんなお節せつ介かいを当然のように考えてしまった自分に気付き、今度こそ呆れてしまった。血の繫がった妹にも手を焼いているというのに。

　そして結局、しばらくしてから落ち着いたサラが、『イール・ダール』の元へ一刻も早く向かいたいと申し出たことにより、サハル達は早々に宿屋を出ることとなった。
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　数時間後──。

　サハル達が集落に到とう着ちやくした頃ころにはすっかり日も落ち、最低限の荷物だけを下ろすと、ニムとサラはサハルのゲルに、サハルはカイスのゲルに泊とまることとなった。使う予定だったゲルは掃そう除じをしないと使用は難しい。荷に解ほどきは明日にして、各おの々おの遅おそい夕食を取り早めにゲルへ向かう。

　その途と中ちゆうでサハルは方向を変え──その背中にカイスの声が掛かかった。

　サハルが振ふり返かえるよりも早く駆かけてきたカイスが隣となりに並ぶ。

「どうかしましたか」

「あのよ、マコトがどこにいるか知らないか？」

「……なにか用事でも？」

　少し間を置いたのはカイスの真意を測りかねたからだった。しかしカイスは特に疑問を持った様子もなく言葉を続けた。

「いやアイツ、散々サーディンに連れ回されてたから、明日起きるの辛つらいんじゃねぇかと思って。朝飯、明日はいいぞって言っとこうかと」

　寝過ごして作れなかったら、あいつ気にしそうじゃねぇ？　と同意を求められてサハルは頷うなずきつつも少し驚おどろいていた。

　確かに魔ま術じゆつ師の転移は一いつ緒しよに転移した者にも負担が掛かる。ましてや魔術など存在しなかった世界からやってきた彼かの女じよならなおさら体力も気力も削けずられたはずだ。

　そして真面目な彼女なら、そういった理由があったとしても約束を破ってしまったと自分を責めるだろう。サハルも明日は自分が作ると言うつもりだった。

　しかし──本来カイスは、いい意味でも悪い意味でも大おお雑ざつ把ぱで、人を気き遣づかう性格ではない。普ふ段だんの彼かれならマコトが言い出した朝食の準備のことなんて気付きもしなかっただろう。……それなのにわざわざ捜してまで伝えようとするとは。それほど彼女のことをよく見ているということなのだろうか。

「では伝えておきましょうか。これからニムのことを謝あやまりに行くつもりだったんです」

　サハルは人のいい笑え顔がおでそう請うけ負おう。カイスは一いつ瞬しゆん戸と惑まどった顔を見せたものの、すぐに頷き、「じゃあ頼たのむ」とサハルの肩かたを叩たたいて自分のゲルへと戻もどっていった。少しだけその背中を見送りサハルも歩き出す。

（マコトさんは……タイスィールの所ですかね）

　マコトをここまで送ったのはサーディンとタイスィールである。昨日と連続になるが、そこしかないだろう。もしかするとアクラムのゲルという可能性もあるが、カイスに「占うらないが外れた」と詰なじられて盛せい大だいにヘソを曲げて扉とびらに鍵かぎを掛けてしまったのだ。結果的にはまったく間ま違ちがっていなかったこともありこちらとしては謝るしかない。明日には機き嫌げんが戻ればいいが、と思いながらサハルは、タイスィールのゲルの扉をノックした。手ての甲こうに薄うすい膜まくのようなものが纏まとわりつき、その一瞬後には霧む消しようする。……結界があったということはタイスィールはまだ戻っておらず、マコトは中にいるということだろう。

　しばらく待ったものの返事はない。迷いつつもそっと扉を開け中に入れば、かろうじて外がい套とうを脱ぬいではいるものの、絨じゆう毯たんの上で眠ねむっているマコトの姿があった。結界がなくなったことで急激に下がっていく室温に起きる様子はないもののきゅっと身を縮め丸まった。その子こ猫ねこのような姿に思わず顔が緩ゆるむ。

（疲つかれたんですね）

　いつになく深く寝ね入いっているマコトの頭を撫なでて、心の中で労いたわる。

　今夜タイスィールは後処理に追われて戻って来ないだろう。タイスィールの寝ね床どこを整えると抱だき上あげたマコトを運びそっと下ろした。

　頰ほおにかかった髪かみを丁てい寧ねいに耳に掛けると、気持ち良さそうにふわりと微笑ほほえんだ。同じように緩んだ頰を自覚して、そっと手を引ききつく握にぎり締しめる。

（──あの時……）

　誘ゆう拐かい犯のアジトでマコトを見つけた時、なぜこんな所にいるのかという疑問よりも、どうしてじっとしていてくれないのかという苛いら立だちの方が先に立った。そしてそんな独りよがりな感情を制せい御ぎよできずに顔に出した結果──マコトを怖こわがらせてしまった、怯おびえた表情でそれでも名前を呼んでくれたマコトになにかが込み上げて、ようやく我に返った。……ニムのことも含ふくめて自分の未熟さを痛感した一日だった。

　サハルは溜ため息いきをつき、懐ふところから首くび飾かざりが入った小こ袋ぶくろを取り出し、指先で撫でる。情報屋の露ろ店てんで買ったあの首飾りだ。安い買い物ではない分、マコトに受け取ってもらえない可能性だってある。ではどうして買ったのかと言えば、サハルにもよく分からない。けれど。

（なにかを与あたえたい、と思うのはただの自己満足なのでしょうね）

　あるいは贖しよく罪ざいか。

　罪のない異界の少女を騙だまして、言い方を変えれば見張りを立て外界から軟なん禁きんしている状態だ。彼女が知れば傷付くだろうことは、分かっている。

　朝食の後片付けをしている時に見たあの無む邪じや気きな笑顔は、二度と見せてくれないかもしれない。

　──では、カイスは。

　先さき程ほどマコトのことを気に掛けていた彼を思い出す。前にマコトの買い物を頼んだ時も、渡わたしたはずの自分の財さい布ふから金は減っておらず、その時は気まぐれでカイスが払ったと思っていたが、そうではなかったのだろうか。

　もともと面めん倒どう見のいいカイスだが、マコトに必要以上に構い意識しているのは、日頃のやりとりだけでも分かる。マコトはまだ子供で、カイスの好みからすれば外れている──、と考えたところでサハルはもう一度マコトを見た。

　もしマコトの年ねん齢れいがもう少し上なら、それこそカイスの理想そのものではないだろうか。

　──正直に言えば、マコトが年齢を詐さ称しようしている可能性は五分五分だと思っている。諦てい観かんしたような控ひかえめな笑えみは自分と同年代にも見えるし、無邪気に笑う笑顔は十四歳にも見えた。

　穏おだやかで優やさしい、そして抱き心地のいい女がいいと、カイスは酒が入る度たびにそう口にする。

（……まいりましたね）

　恋れん愛あい感情かどうかは別にしても、少なからずカイスはマコトを意識している。サーディンはもちろん、タイスィールもマコトに対してなにか思うところがあるようだ。とりあえず兄として、サーディンの魔まの手から守まもり抜ぬくことは考えていたが、相手がカイスやタイスィールとなるとどう反応すべきか迷う。

（馬ば鹿か馬ば鹿かしい、まだ誰だれもなにも言わないのに）

　しかし誰も候補者から外れないというその事実。

　……きっとそれすらもマコトの重荷になっていることは、分かっている。

（では誰かが行動し始めたら……）

　自分はどうするのだろう。しかしそうなるともう遅いかもしれないと思い、相反する感情に戸惑い首を傾かしげる。なにが？

　冷静に考える一方で、サハルは確かに焦しよう燥そう感のようなものを感じていた。

　サハルは何度目かの溜息をつくと、マコトの肩までしっかり毛布を掛ける。そして静かに立ち上がるとゲルから出て行った。





[image: ]






　翌日マコトが目を覚ますと、ゲルの中には主であるタイスィールの姿はなかった。

　マコトはぼうっとした頭で昨日のことを復さ習らい、タイスィールのゲルで休きゆう憩けいさせてもらったことを思い出す。体の重さに引きずられるように倒たおれ込こみ、そのまま眠ってしまったのだろう。

（駄だ目めだ……私、こんなのばっかり）

　改めて自分を見下ろし溜息をつく。絨毯の上で眠ったはずなのに、きっちりと寝床に横になり毛布まで被かぶっている。……タイスィールが、自分の寝床を譲ゆずって運んでくれたのだろうか。

（お礼言わなきゃ……外にいるのかな。それとももう出で掛かけたのかな）

　まだ重たい瞼まぶたを擦こすって軽く身み繕づくろいし外に出る。空を見上げれば既に日は高く、急いで顔を洗いに井い戸どに向かった。

（朝ご飯作るって言ったばかりなのに）

　顔を洗っているうちに頭の中もだんだん冴さえてきて、台所の整理も途中で放り出したままだったことも思い出した。マコトは慌あわてて顔を拭ぬぐい台所に向かう。

　台所には既に人ひと影かげがあり、近付いてみればサハルとカイスが二人で作業台を囲んでいた。

「よぉ」

「おはようございます」

　歩いてくるマコトに気付いていた二人は交こう互ごに声を掛ける。マコトはぺこりと頭を下げて駆け寄った。

「お二人とも戻っていたんですね」

「ええ、あれからすぐにサラの目が覚めたので、昨日の夜のうちに一緒に戻って来ました」

「あの、サラさんの様子は……」

　思いきって聞いてみる。最後に見たサラの幼い顔がずっと気になっていた。

「ええ。実は攫われる時に薬を嗅かがされていて、それからずっと意識を失っていたみたいです。男達のこともあまり覚えていないようで、結果的にはそれがよかったかもしれませんね」

「そうですか……」

　既に犯人も捕つかまっているし、中ちゆう途と半はん端ぱに意識があって怖い思いをするよりはよかったのかもしれない。

「お前も昨日は災難だったな」

　考え込むマコトに、テーブルに腰こし掛かけていたカイスが労りの言葉を掛けてきた。昨日の不機嫌さが噓うそのような穏やかさに、少しほっとする。

　大だい丈じよう夫ぶです、と首を振ったマコトはサハルが立つ作業台付近を見渡して、なにもないことに気付いた。……この場合、片付けてくれるような人は一人しかいない。

「あの、……もしかしてお鍋なべとか片付けてくれましたか？」

　作業台に向かって立っていたサハルは振り返り穏やかに笑う。ふんわりと美お味いしそうな匂においが漂ただよい、サハルが鍋に火を入れていることにその時になってようやく気付いた。

　おそらく既に出来上がっていたスープに火を入れ直したのだろう。

「ええ、料理をするついででしたから。分類してくれていたので、使えるものをしまい込んだだけですよ」

　サハルはお皿にスープを掬すくい、カイスに「行ぎよう儀ぎが悪い」と注意してから、マコトに白い湯気が立つスープの皿を差し出した。

「昨日の朝からなにも食べてないでしょう。無理してもスープくらい飲んで下さいね」

「ありがとうございます……すみません。私が作るって言ったばかりだったのに」

「気にしないで下さい。転移術は慣れている者でも消しよう耗もうします。ましてや今まで魔ま力りよくに触ふれたことのないマコトさんでは、疲ひ労ろうはここの人間より強いはずですから仕方ないですよ」

「なんなら昼まで寝てるかと思ってたくらいだから、気にすんなよ」

　カイスらしいフォローに少し笑い、マコトはようやく顔を上げた。

　確かに昨日は、タイスィールのゲルに入り絨毯に座すわった途と端たん、泥どろのような眠気に襲おそわれた。

（便利だからって魔法を乱用しちゃダメってことだよね。そういえばサーディンさんは大丈夫なのかな……）

　サーディンがあれからどうなったのか──ついでに『魔術師』に関して尋たずねると、やはりサーディンだけが規格外らしい。移動自体できる魔術師はまれで、サーディンのように複数の人間を運ぶなんてことは、誰もできないそうだ。

　サーディンは今、仕事で集落から出ているらしい。

（……さぼってまた怒おこられてないといいな）

　そんなことを思っていたらいつのまにかサハルが顔を覗のぞき込こんでいて、その近さに驚いた。

「冷める前に食べて下さいね」

「っ……はい」

　つい考えごとに集中しすぎて手が止まっていたらしい。慌ててスプーンを口に運び──優しい味にほっと体の力が抜けた。

　既すでに食事を済ませていたらしい二人に見守られ、少し緊きん張ちようしながら添そえられたパンにも手を伸のばす。

　昨日なぜサーディンと出掛けることになったのか、そんな経けい緯いを聞かれるままに話していくうちに、スープは綺き麗れいになくなった。

　それからやってきたタイスィールと入いれ違ちがうように、サハルはニム達を呼んできます、と断って席を立つ。

「いつも甘あまい兄貴に珍めずらしく怒られて、不ふ貞て腐くされて出てこないんじゃねーの」と、意地悪く笑ったカイスに、サハルは振り返って苦く笑しようし、そのまま台所から出て行った。

（不貞腐れて……）

　相当怒られたというところだろうか。

　確かに彼女の行動は褒ほめられたものではないし、なにより他人を危険に晒さらしたのだ。普段温おん厚こうなサハルが怒るのも無理はない。ニムは血の繫つながった妹で、たくさん心配もしただろう。

（だけどサハルさんが怒るなんて想像できないな……）

　例えばマコトがなにかしても……いや、もしかすると昨日廃はい墟きよで見つけられた時に、本当の妹だったら怒られていたかもしれない。

（……ああ、そうか）

『兄と思って下さい』──そう言ってくれたサハル。もう家族と呼ばれる存在がいない自分にはとても嬉うれしい言葉だった。本気にしてはいけないと思いながらも、心のどこかで多分浮うかれていた。

（馬鹿みたい……）

　心の中で呟つぶやいて、微かすかに痛む胸を押おさえやり過ごす。

『本物』が来たなら、もう『仮』の妹なんて見向きもされないだろう。自分はサハルの妹ではない。──そんな当たり前の事実に今いま更さら気付いた自分が滑こつ稽けいだった。

（……今日だって結局甘えてばっかり……。あまりサハルさんに頼たよらないようにしなきゃ）

　改めてそう思いしっかり心に刻むと、隣に座ったタイスィールに視線を向けた。すぐに気付いたタイスィールはマコトの方へと顔を傾かたむける。

「おはよう。昨日は災難だったね」

「おはようございます。あの、昨日は泊めてもらってありがとうございました。……寝る場所まで取ってしまったみたいで、すみませんでした」

　一気にそう言ってマコトは頭を下げる。なんとなく決意した流れで、いつになく強い口調になったことに気付いて恥はずかしくなる。そんなマコトの勢いに少し驚いたような顔をしていたタイスィールだったが、すぐにいつもの艶あでやかな笑顔で首を振った。

「いいよ。昨日は色々忙いそがしくて眠る暇ひまもなかったしね。マコトもお疲れさま」

　ぽん、と頭を撫でられながら目の前のタイスィールの表情を観察する。あからさまではないが確かに疲れているような感じがした。

（タイスィールさん、ここの責任者みたいなものだし、色々大変なんだよね……あれ？　眠る暇もなかったって……）

「あの……ゲルには戻らなかったんですか？」

　そう尋ねるとタイスィールは、おや、と片方の眉まゆを吊つり上あげた。

「そうだよ。今戻ってきたところだし」

「……そうなんですか」

　では誰が自分を寝床まで運んでくれたのだろう。

「……」

　こういう時に一番に思い浮かぶのはやはりサハルで、マコトは溜息を吞のみ込んだ。

（昨日戻ってから様子を見に来てくれたのかな……）

　起こしてくれればよかったのに。そう思ったが優しい彼ならそうしないことは、容易に想像がついた。

（……お礼を言わないと）

　ここに来てから彼に何度感謝の言葉を伝えただろうか。もう既に片手で数えられない気がする。そしてやはり自分は早さつ急きゆうに『サハル離れ』をしなければならない、と切実に思った。そうしないといつまでも彼に依い存ぞんしてしまいそうな気がして怖い。

　マコトは小さく溜息をつき、空になった自分のお皿を片付けようと立ち上がった。その時。

「マッコト～っ！　ただいま！」

　叫さけび声ごえよりももう少し軽い声が耳に飛び込んできたと思ったら、背中から抱きつかれた。

　マコトを羽は交がい締じめにしたのはサーディンだった。というかいきなりこんなことをするのは彼しかいない。

　手加減を覚えたのか前回のように強く抱き締められたわけではなかったので、驚いたものの苦笑し離れようとした。

　昨日一日連れ回されたのだ。きっと誰にでもこういうことをする人なのだと思えばおのずと対処法は分かる。焦あせって騒さわぐのが一番面おも白しろがられるのだ。

「なにしやがるっ！」

　しかし、カイスはそう思わなかったらしい。あるいは気付いていないのか。弾はじけるようにすぐに駆け寄り摑つかみかかったカイスを見て、サーディンはにやりと笑った。そしてひょいっとマコトを持ち上げ、さらりと躱かわす。……もしかするとサーディンは自分ではなく、カイスにかまってもらいたいのではないだろうか。

　マコトは焦りながらも、ここにサハルがいなくてよかった、と胸を撫で下ろした。大変な騒ぎになってしまいそうである。

「聞いてよ、最悪ぅ～南の市場に行ったらさぁ、ひげもじゃのむさっくるしいおっさんに会っちゃった」

　目の消毒、目の消毒っとマコトの頰に自分の顎あごを寄せてスリスリする。

「離れやがれッこの変態がっ」

　しかしセクハラ以外のなにものでもないその行動に、青筋を浮かせたカイスが一いつ切さい手加減のなさそうな回まわし蹴げりをサーディンの背中に放った。明らかな殺気を纏ったそれを紙かみ一ひと重えで躱し、サーディンはマコトを地面に下ろし舌を出す。

　カイスはすぐにマコトの腰を攫さらい、自分の傍かたわらに引き寄せる。そのまま荷物のように抱き込まれ、その力の加減のなさにマコトは眉を寄せ視線を彷徨さまよわせた。

　この面子メンツの中で唯ゆい一いつ緩かん衝しよう材になりそうなタイスィールは、顎に軽く拳こぶしを当て、考え込むように一点を見つめていた。しかしマコトと目が合うとようやく気付いたというようににっこりと微笑み、立ち上がり歩み寄るとカイスの腕うでからマコトを幼子のようにひょいっと抱き上げた。意外な行動にバランスを崩くずしたマコトは慌ててタイスィールの頭にかじりつく。

「……おや」

　タイスィールの目が一瞬眇すがめられ、感心したような声がした。──胸が頭に当たった鈍にぶい痛みよりも、なにかに気付いたようなその声の方が気になり、マコトは体を強こわばらせた。

『その胸じゃ苦しいわよ』

　オアシスで水浴びした時の、イブキの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　それほど大きな胸というわけではないが、身長や腕や足の細さ──つまり胸以外が小さすぎて、実際のサイズよりも大きく見えると友人にからかわれたことがあった。

　裾すそを詰つめた服の切きれ端はしでさらしのようなものを作ろうかと思ったが、服の繊せん維いは粗あらく伸しん縮しゆく性がないものばかりで、ちょうどいい生き地じがなかった。それに痴ち漢かん対策に元の世界でも胸にさらしを巻き押さえつけたことがあったが、一時間も経たたないうちに気分が悪くなり早々に外してしまった経験もある。

　しかし今はそんなことを言っていられないかもしれない。やはり無理を押しても胸を隠かくすべきだろうか。しかしこんな灼しやく熱ねつの太陽の下では数分も経たないうちに貧ひん血けつを起こしてしまいそうだ。

　マコトは慌ててタイスィールから体を離し背筋を伸ばす。女性めいた見た目よりも力があるらしくタイスィールは片手でマコトを抱き上げたまま、ぽかんとしているカイスに向かって軽く片目を瞑つぶった。そしてマコトをゆっくりと地面に下ろす。

「カイス、女の子の扱あつかいは丁寧にね」

　サーディンから奪だつ還かんすることに夢中で力を入れすぎたことにやっと気付いたらしい。カイスは不機嫌な表情を作りながらも「悪かったな」と小さな声で謝った。マコトは慌てて首を振る。

「いえ、大丈夫です。いつも助けてくれてありがとうございます」

　二人のやりとりを年長者らしい表情で見守っていたタイスィールだったが、マコトから離れ隅すみの方で拗すねたように丸くなっているサーディンに歩み寄った。

「サーディン。さっきの話だけど、市場で会ったひげもじゃの男っていうのは北のロジナのことかい」

　タイスィールの問いに、サーディンはちらりと顔を向け「そうだよ～」と　気のない返事をした。それを聞いたカイスの目に不ふ穏おんな気配が小さく現れ、眇められたことにマコトは気が付いた。

「……そりゃ、随ずい分ぶん遠くまで遠えん征せいしてきたな」

　口調はあくまで普段のままだが、その瞳ひとみは鋭するどい。きっとあまり良い情報ではなかったのだろう。

「それくらい必死ってことじゃないの～。でさぁ、珍しい物を、マコトのオアシスで拾ったってさぁ、ずーっと自じ慢まんだよ自慢。ああもう本気でキモいよアレ」

　鳥とり肌はだでも立っているのか、サーディンは腕を擦りながら親指の爪つめを軽く嚙かむ。

「よりにもよってロジナか……彼は色々しつこいからね」

（オアシス……私のってことは、……こっちの世界に来た時に一緒に現れるっていう……）

　そんな場所で拾い物なんて。

　この世界に来る前に持っていた物は、筆記用具とスケジュール帳しか入っていない鞄かばんと、卒業証書、カーネーション。もしかするとその中のひとつだろうか。

「珍しいもん？」

　マコトに代わるようにカイスが尋ねた。

「動物かたどった鈴すずみたいなの」

　ピンとくるものは確かにあった。今思えばこの世界に来るきっかけになったもの。母の仏前にあるものと揃そろいの──子猫のキーホルダー。

「というわけでじゃーん！　マコト手ぇ出して！」

「え……はい」

　思わず素す直なおに右手を出して、しまった。またなにかされるかも、と思ったのも束つかの間ま。

　引っ込めるより先に手のひらに硬かたい感かん触しよくが落ち、それは手のひらで弾はずむとちりんと音を立てて転がった。

「……ぁ」

　馴な染じんだ手て触ざわり。驚きに自分の手の中に視線を落とせば、それはこの世界では存在しないであろう物体だった。所々メッキが剝はげた小さな子猫のキーホルダー。家の鍵についていたそれ。

「……なんだそりゃ」

　釣つられるようにマコトの手元を覗き込み、カイスはそう言って眉を顰ひそめる。いつまで経っても口を開かないマコトにサーディンは焦じれたように口を開いた。

「ロジナが自慢してたヤツ！」

　手の中の誇こ張ちようされた丸い目がマコトを見ている。もう片方の手で鈴を摘つまめば、またちりんと軽い音がした。

（……たった五日なのに）

　──懐なつかしい。

　家の鍵を回す度、ちりんと小さく鈴が鳴り、母の帰宅を知らせてくれた。

　揃いのキーホルダー。

　黒い縁ふち取どりに嵌はめられた母の笑顔。

　それら全てが、今も自分を待っているようで──胸が詰まる。

　もう戻れないことに罪悪感が押し寄せて、けれど今はただ嬉しかった。

　隔へだたれた向こうの世界が少し近付いた……いや、亡なくなった母と自分との繫がりが戻ってきた気がして、ひどく安心した。

「ちょっと薬とお酒一緒に盛ってね～。ベロベロに酔よわせてもらってきちゃった」

「おい」

　得意そうに言い放ったサーディンに、カイスは鋭い眼光と共に低く諫いさめた。それを受けてサーディンは肩を軽く竦すくめる。

「大丈夫だってば。あんなオッサンに僕ぼくだって分かるはずないし。ね、それよりさマコト嬉しい？　嬉しかったらお礼欲ほしいなぁなんて……」

　子供のように無邪気に笑い、サーディンは俯うつむいたままのマコトの顔を覗き込んだ……が、言葉の途中で驚いたように目を見開いた。

　マコトは声もなく泣いていた。

　虚うつろに開いた黒い双そう眸ぼうから透とう明めいな雫しずくが頰を伝い流れ落ち、手のひらの鈴を濡ぬらす。そしてマコトはゆっくりとサーディンの顔を見上げると、掠かすれた声で呟いた。

「あ、りがとうございます……っ」

　頭を下げた拍ひよう子しに大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれ落おち、立たち尽つくしているサーディンもカイスも、突とつ然ぜんのマコトの涙に固まった。

（……ぁ、やだ……泣いてる）

　慌てて拭うも、涙は堰せきを切ったように溢あふれてなかなか収まらない。

「おい、大丈夫かよ？」

　いち早く我に返ったカイスが慌ててマコトの顔を覗き込んできたが、マコトは頷くだけで精いっぱいだった。心配そうな表情に泣きやまなければと思うが、涙は一向に止まらない。

　呆あつ気けに取とられた表情のままマコトを見つめていたサーディンは、目を数回瞬まばたかせぽつりと呟いた。

「……僕、泣きながらお礼言われたの初めてだ」

　サーディンは立ち尽くしたまま溢れるマコトの涙の軌き跡せきを視線で追いかける。そして彼らしくない慎しん重ちようさでマコトの頰に触れると、おそるおそるその涙を丁寧に掬い取った。

　サーディンの突然の行動に、マコトは少し驚いたように小さく肩を動かしたが、その指先は前回と比べようがないほど丁寧で優しく、マコトはされるがまま身を任せた。

　ひとしきり拭って、サーディンは指先についたその涙をじっと見下ろすと、なにかを確かめるように胸に手を置き目を瞑った。そして微かな笑みをその顔に浮かべる。
















「……うん。なんか、いい感じ」

　しみじみとした口調でそう呟くや否いなや、サーディンはぱちりと目を開け、マコトの肩にあったカイスの手を乱暴に払はらいのけた。

「ねえっマコト！　他になにか欲しいものない？　すぐ手に入れてくるからなんでも言ってよ！」

　そこで初めてカイスはマコトが泣いた理由に思い至ったらしい。払いのけられた手をぎゅっと握り込み、苦虫を嚙み潰つぶしたような顔をして一歩身を引いた。

「いえ、これだけで充分です。本当にありがとうございます」

　肩を揺ゆらされたマコトはその勢いに驚きながらも、涙を拭いながら首を振り、微かに微笑む。それはサーディンが初めて見るマコトの笑顔で、結果ますます舞まい上あがらせることになった。

「そんなこと言わないでよ！　じゃあ甘いもの!?　可か愛わいい服とか、宝石とか……っもう！　ほら早く教えてよっ」

　ぎゅうっと力強く抱き締められても、まだマコトは笑ったままだった。しかしさすがにカイスが口を挟はさむ。

「サーディン、しつこいぞ。用事終わったんならさっさと仕事に戻れよ」

　しかしサーディンはそんなカイスの忠告など耳に入る様子もなく、マコトに向かって熱心に話し掛けている。入れない二人の様子にむっと眉を寄せたカイスが、怒ど鳴なるように大きく口を開きかけたところで、落ち着いた──しかし尖とがった声がそれを遮さえぎった。

「また貴方あなたですか」

　後ろから現れたのはサハル。その後にいたのはニムとサラだった。

　年頃の女の子らしい柔やわらかな色合いの衣ころもはこの集落では初めて見るもので、自然と空気が華はなやぐ。

　普ふ通つうに歩いてきたサラにほっとしてからニムを見て、その目が腫はれていることに気付いた。が、それよりも問題はサハルである。

「マコトさんの側に近寄らないように再三忠告しましたよね」

　穏やかな物言いだが、やはり例によって目が笑っていない。

　動物的本能が危機を告げたのか、サーディンは名残なごり惜おしげにマコトの手を一度ぎゅっと握り締めると、「考えといて！」と言葉を重ねた。

　それを見たサハルの目が眇められ、胸むな元もとに手を滑すべらせた瞬しゆん間かん、サーディンはマコトから素す早ばやく身を離し、ゲルの隙すき間まを縫ぬうようにして走り去った。




（ああ、もう、泣きすぎ……）

　サハルに泣いている理由を聞かれてもどう説明すればいいか分からない。さりげなく背中を向け、気持ちを落ち着かせるために胸に手を当て深呼吸する。

　こんな小さな鈴ひとつに、自分でも驚くほど取り乱してしまった。サハルのゲルに泊まった時といい、今といい、この世界に来てから泣いてばかりだ。

（しっかりしなくちゃ）

　自分にそう言い聞かせ、手の中の鈴をぎゅっと握り締める。

　そして心の中でゆっくりと十数え、注意深くそれをポケットにしまい込んだ。うっかり落としでもしたら、取り戻してくれたサーディンの苦労を無む駄だにしてしまう。

（サーディンさんにも、改めてちゃんとお礼しなきゃ……）

　俯いてなんとかやり過ごそうとして、近くにいたカイスに気付く。顔を上げて見れば、カイスは眉を顰めてサーディンが消えた方角を険しい顔で見つめていた。

（カイスさん……？）

　しかしマコトに見られていることに気が付いたのか、「なんだよ」と少し不機嫌そうに口を尖らせる。しかしすぐになにかに気付いたように顔を上げ、にやっと笑ってみせた。

「あ、ほら見てみろよ。ニムすっげぇ顔。こっちに戻ってからも相当絞しぼられたなありゃ」

　近付いてきたカイスはそう言ってマコトに耳打ちする。その前のカイスの様子が気になったものの、釣られるようにマコトはニムを見た。

　確かに言葉通りその目は腫れている。……カイスはニムを前にすると極きよく端たんに意地悪になる気がする。

　サーディンと同じ感じなのだろうか、とマコトはカイスが聞いたら憤ふん死ししかねないことをこっそり思った。

　そんなマコト達の視線に気付いたのか、ふとこちらを見たニムと目が合う。会え釈しやくしようとすれば、重たそうな目がますます細まり刺とげ々とげしさを増した。

（……やっぱり嫌きらわれてるんだよね）

　昨日の態度はやはり、サラに対しての心配からくる余よ裕ゆうのなさや、気まずさのせいだけではなかったらしい。改めてそう思い胸の中が重くなる。

（こんな短い間で私がなにかしたってことは、ないと思うけど……でも、ナスルさんの件もあるし。もしかして『イール・ダール』っていう存在って思っていたより歓かん迎げいされてないのかな）

　長老や他の面々は最初からわりと友好的に接してくれたのでそれは考えにくかった。オアシスも一緒に現れると言っていたし、砂さ漠ばくという土地を考えれば、それは言うまでもなく喜ばしいことだろう。

（……じゃ、やっぱり『イール・ダール』が私みたいな平へい凡ぼんな人間で、期待外れだったのかも……）

　最後に導き出した答えが一番正解に近い気がして、マコトは誰にも気付かれないように小さく息を吐はき出だした。

　そしてもう一人の少女は、マコトに気が付くと慌てて駆け寄ってきた。目の前でぴたりと足を止め、両手をお腹なかの上でもじもじと擦こすり合あわせながら、聞き取りにくいほど小さな声で挨あい拶さつした。

「サラです。祖父からイール・ダール様のお世話をするように言いつかって参りました。よろしくお願いします」

（お世話……）

　年下らしい少女に世話など頼めるはずもない。しかし常識も含めて気軽にこの世界のことを尋ねられる存在は嬉しかった。それに男しかいないこの場所で同じ女の子と一緒に生活できるというだけで安心感はある。

「マコトです。こちらこそよろしくお願いします」

　サラに向かって頭を下げれば、飛び上がるほど驚いた少女が慌てて顔の前で首を振った。

「私ごときに頭など下げないで下さいませっ！」

　恐きよう縮しゆくしきったその様子から察するに、どうやら本心らしい。

『イール・ダール』という肩かた書がきは、改めて大きいのだと自覚した。しかし自分はなんの変へん哲てつもない平凡な人間で、その不相応な扱いにだんだん不安になってくる。

　サラに視線を向ければ少し緊張した様子で姿勢を正し俯かれ、期待に押し潰つぶされそうになった。

　……これならまだ敵対心を剝むき出だしにしてくるニムの方が、よほど理解できる。

　また睨にらまれないようにさりげなくニムに視線を流す。

　ニムはあまり顔を見られたくないらしく、広場に来てからはずっとサハルの背中に隠れていて今もそうだ。

　自分だって泣いて腫れ上がった顔を他人に見せたくはないので気持ちは分かる。

　サハルはニムのそんな態度に苦笑しつつ、自分と同じ焦こげ茶ちや色のニムの頭を撫でる。マコトは少しの間それを見つめてからそっと視線を外した。




　食べ終わったタイスィールと入いれ替かわりに今度はサラとニムが朝食を取り始める。今日はナスルもおらず、アクラムはもちろんここには来ない。

（そういえば、アクラムさんはちゃんと食べてるのかな……）

　ふとそんなことを思いつき心配になる。なんとなく食べることに関して無む頓とん着ちやくな印象があった。

　タイスィールとサハルが昨日のことらしき話をしている横で、サラとニムもスープを手にお喋しやべりを始めた。

　そこに入っていく勇気はなく、少し淋さみしい気持ちになりながらマコトは昨日の台所の片付けを再開しようと棚たなに手を伸ばす。するとそんなマコトの背中に、カイスが声を掛けてきた。

「どうかしたんですか？」

　首を傾げたマコトに、カイスは少し言いづらそうに眉を寄せた。空いている方の手で首を搔いて声を潜める。

「なぁマコト。できればでいいんだけどよ」

　そんな言葉から始まったカイスの意外な頼みに、マコトは目を瞬いた。
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　後片付けも終え台所に残ったマコトは、形が崩れたドーナツの欠片かけらを口に押おし込こみ小さく頷いた。

（うん、うまくできた……）

　手頃な籠かごに少し冷ました小さなドーナツとお茶が入った器うつわを入れる。これをアクラムに届けることが、カイスから頼まれたお願いだった。

『ほら、サラの誘拐の時、アクラムの占い外れただろ？　いや実際は外れてなかったんだけどな、そん時にお前の占いはあてにならねえって言ったらすっかりヘソ曲げてだなーー……。アイツ甘いもん好きだから、適当になにか差し入れしてそれで機嫌直してもらおうかと思ったんだけどよ。今日も明日も忙しくて市場に行く暇がないんだ』

　だからなんでもいいから甘いものを作ってくれないか、と大おお袈げ裟さに両手を合わせられて、マコトは苦笑しつつも引き受けた。幸い材料は昨日サラ達が持ち込んだ荷物にあるのだという。

　カイスに連れて行ってもらった市場でよく見た揚あげ菓が子しを思い出して、先程試作品をサラに食べてもらった。「美味しいです」と褒めてもらったのでおそらく大丈夫だろう。ちなみにサラにはこれこそ趣しゆ味みの延長だから、と何回も説得し渋しぶ々しぶながら頷いてもらった。

（小麦粉とか砂糖が、日本と変わらなくて本当によかった……）

　おかげでさほど躊躇ためらうこともなく調理ができた。この分なら朝食にパンケーキを作ることもできそうだ。作業台に置いたままの粉を見て、ふとこれを持ってきてくれたサハルのことを思い出す。カイスとのやりとりを聞いていたらしい彼は、そのまま台所に残り『手伝いましょうか』と申し出てくれた。しかしもう彼には頼らないと決めたマコトは、言葉を選びながらもそれを断った。

（気を悪くさせちゃったかな……）

　なんとなくそう思ったのは、その時のサハルの様子がいつもと少し違う気がしたからだ。

『では明日の朝は手伝わせてくれますか？』

　少し沈んだその声には、請こうような、しかしどこか挑ちよう戦せん的な響ひびきが含まれていた。

　サハルがまた手伝いを申し出てくれることは想定済みだったが……口調はいつもの彼らしくなかった。

　目の前にいる優しいサハルがまるで知らない人のように思えて、違い和わ感かんに戸惑い断る言葉が出てこなかった。ここは素直に頷いた方がいいのでは、と思う一方で、これ以上甘えては駄目だともう一人の自分が忠告した。

　しかしいい断り文句が思いつかずどうしようかと俯いたところでサハルがふっと表情を緩めて首を振った。

『ではなにか困ったことがあったらいつでも言って下さいね』

　その口調はいつも通り穏やかで優しくマコトはほっとしつつも、先程の雰ふん囲い気きを忘れられずにいた。

（……でも、これ以上迷めい惑わくを掛けたくないし……）

　マコトは小さく溜息をついてから、思考を切り替えるべく勢いよく首を振った。今ここで悩なやんだって仕方ない。




　砂が入らないようにドーナツが入った籠に薄い布を掛け、マコトは歩き出す。

　真昼の太陽は地面を焦こがし、歩く度にサンダルの中に入り込む砂さえ熱い。日焼けしないようにと長なが袖そでを着た上に、胸が目立たないようもう一枚着込んだせいで、乾かわいた風は熱を孕はらみ余計に暑く感じた。

（また水浴びしたいな……。サラさん達はどうしてるんだろ……）

　こっそりと体を拭ふいてはいるが、やはり限界はある。機会があれば頼んでみようと思いつつ、周囲を見渡し方向を確かく認にんする。

　行き先はもちろん、二度目の訪問となるアクラムのゲルだった。

「……食べてもらえたらいいんだけど」

　マコトは胸に抱かかえた籠に視線を落とし、小さく呟く。

「確かこのあたり……」

　集落の真ん中あたり、一ひと際きわ大きなゲルなのですぐに分かった。印象深かった扉の上に吊り下げられた動物の骨を確認し、マコトは籠を持っていない方の手で拳を作り、軽くノックをした。そして少し迷って「マコトです」と声を掛ける。しばらく間が空いて中から「入れ」と愛あい想そのない返事があった。

「……お邪じや魔まします」

　なるべく音を立てないようにそっと扉を開けて中を覗き込む。前に訪ねた時と同じく部屋は薄暗く独特な薬の匂いが籠こもっていた。アクラムは扉に背を向け立っていて、珍しく瞑めい想そう中ではないようだ。首を伸ばして手元を覗き込めば、机の上で小さな小こ瓶びんを並べ、蠟ろう燭そくの灯あかりの下でなにか作業をしていた。

　黒ずくめの男の前に並べられたいくつもの小瓶、その組み合わせはまるで魔ま法ほう使つかいのようだ。

　薬師を兼かねていると言っていたから、やはり薬を作っているのだろう。慎重に量りを傾けるその姿にマコトは急いで扉を閉めた。風で薬が飛ばないとも限らない。

「なにか用か」

　手の中の小瓶から一滴てき。慎重に落としたアクラムは背中を向けたままようやく口を開いた。不思議な薬やく剤ざいの色に見入っていたマコトは慌てて視線を上げる。

「……え……あ。あの、カイスさんに頼まれて作ったんです。ドーナツ……いえ、あの揚げ菓子なんですけど」

　不安になりながらそう伝えると、アクラムはそこで初めて視線を上げた。薬匙さじを右手に摑んだまま、マコトの胸の前で抱えられた籠を凝ぎよう視しする。

　そして、ややあってから、

「茶を淹いれる」

　ポツリと呟いた。

　いつもゆったりと構えている彼にしては珍しく、いそいそと端に設置してある戸と棚だなに向かう。いくつか並べてある瓶をじっと見つめ、フードの中の細い顎に指を置き迷う素振りを見せた。

　……なんだかとてつもなく、らしくないセリフを聞いた気がする。

　アクラムが、茶を、淹れる。

（今食べるってことかな）

　ちらりと盗ぬすみ見みたその口くちの端はに微かな微び笑しようが浮かんでいる気がして、マコトは一瞬呆気に取られたものの、次の瞬間には吹ふき出だしそうになってしまった。

「……っお茶なら持ってきましたから……！」

　笑いを誤ご魔ま化かすための苦くるし紛まぎれの申し出にアクラムはすぐに「頼む」と返事をした。なんとなく客人をもてなすとか、そういうのは苦手そうだな、と思いますますそのギャップが微笑ましい。

（可愛い……って思ったら失礼かな。きっとすごい甘あま党とうなんだよね）

　持ってきてよかった。作った以上、やっぱりこうして喜んでもらえるのは嬉しい。

　アクラムに許可を貰い、マコトは気を取り直し机の隅でお茶を淹れた。少し迷ったが自分の分も淹れることにする。揚げ物をしていたので気分的にお腹はいっぱいだったが、作った側の人間としては食べているところが見てみたかったからだ。

　二つ並んだカップを気にすることもなく、アクラムはのそりとマコトの前に移動し、その場で胡座あぐらをかく。

　アクラムの目の前にお茶を差し出し、菓子の詰まった籠を置くと、アクラムは躊ちゆう躇ちよなくそのひとつを摑み、なにも言わずに口の中に放り込んだ。

「美う味まい」

　もぐもぐと口を動かしそう漏もらすとまた籠に手を伸ばす。一心不乱に小さなドーナツを食べるアクラムにまた自然と笑みが零れた。

「お前が作ったのか」

　一気に四つ食べたところで、アクラムはそう問い掛けてきた。その勢いに、ちゃんと嚙んでいるのだろうかと余計な心配をしていたマコトは少しほっとして頷く。そうか、と返事をしてアクラムは新たにつまんだ菓子をじっと凝視し、それからは次々にまた口の中に放り込んでいった。

（む、胸焼けしないのかな……）

　既に七つが腹の中に収まり、残りひとつとなっている。最後の菓子をじっくりと見つめてから、アクラムは今までになくゆっくりと咀そ嚼しやくし始めた。その仕草は最後のひとつを惜しむ子供そのもので、マコトはまた込み上げてきた笑いを必死で堪こらえた。

　とうとう最後のひとつを完食したアクラムは、指についた砂糖を舐なめ取ると、ふむ、と満足げな溜息をつき、のそりとした動きで片方の膝ひざを立て体勢を変えた。

「異世界にも同じ菓子があるのか」

　今食べたドーナツのことだろうかと思い、マコトは頷く。

「他には？」

「あとは……他にも、色々ありますけど。……オーブン、石いし窯がまがあればクッキーとかケーキとか」

「オーブン……」

　アクラムはそう呟いたきり押おし黙だまった。少し俯いたその表情が沈しずんでいる気がして、マコトは少し考える。確かフライパンで作れるケーキが何種類かあったはずだ。レシピもなんとなく覚えているから大丈夫だろう。

「あの……、また作ってきたら食べてくれますか」

　思わず発したマコトの言葉に、アクラムか微かに顔を上げゆっくりと目を瞬いた。表情は変わらないが、なんとなく目が嬉しそうだ。

「作ってくれるのか。いつだ」

「え、いえ、いつでもいいですけど、あ、でも材料が」

　すぐに帰ってきた問いに、マコトはしどろもどろに答える。

「材料があれば作れるのか」

「……そう、ですね」

　多分、大丈夫だろう。そう思って頷くとアクラムは鷹おう揚ように頷いて口を開いた。

「分かった。用意する」

　アクラムは再び黙だまり込こんだ。マコトが差し出した茶を受け取りゆっくりと口に運ぶ。

　また沈ちん黙もくが戻り、マコトは少し迷うようにしばらく空っぽの籠を見つめていたが、思いきって口を開いた。

「あの、日暮れまで、ここにいてもいいですか」

　駄目元でマコトはそう問い掛けると、アクラムは驚いた様子もなくゆっくりとマコトを見つめた。

（……やっぱり迷惑、だったかな）

　すぐに返事がないことにマコトは心の中だけで溜息をつく。

　居場所がないから、というわけではないが、なんとなくここなら誰にも顔を合わせずに済みそうだと思ったのだ。

　サハルだけではない。カイスやタイスィールもなにかと気遣って声を掛けてくれる。それはありがたくはあったが、同時に時間を無駄にさせている気がして申し訳なくなるのだ。

　ここにいられれば嫌われているらしいニム、それにサラとも顔を合わせずに済むだろう。

　それに──きっと、こうやって候補者のゲルにいれば『彼』の手間も省ける。

　気付いたのは昨日。あの場面で現れた彼を思えば、それほど考えずともおのずと彼の役割は見えてくる。

　俯いたまま返事を待っていると、カップを手にしたままアクラムは鷹揚に口を開いた。

「好きにしろ」

　さして興味もないとでも言うように吐き捨てる。その愛想のなさに一瞬対応が遅おくれた。

（……好きにしろってことは、……えっと……いてもいいってことかな）

　マコトは少し考えてそう結論を出し、ほっと息を吐き出して頭を下げた。

「ありがとうございます。じゃ、もう少し」

「それに」

　いさせて下さい、と言い掛けたマコトの言葉をアクラムが遮った。

「……？」

　ゆっくりと膝で立ち上がり、籠のすぐ横に手を置きマコトの方に身を寄せる。薬の独特な匂いが鼻をつき、至近距きよ離りを通り過ぎた耳元に、温かい吐と息いきを感じた。

「甘い匂いは好きだ」

　男性らしい、低い声。

　耳元で囁ささやかれてマコトはびくっと肩を竦めた。驚いて顔を上げれば、不思議な色合いのアクラムの瞳とまっすぐぶつかる。猫のように首を伸ばし、鼻を蠢うごめかしたアクラムにマコトは目を瞬いた。

（甘い匂い……あ、お菓子作ってたから……）

　匂いを嗅いでいるのか、と理解してすぐ、飛び上がるように慌てて身を引いた。毎日風ふ呂ろに入っているわけではない。甘い匂いならまだしも汗あせ臭くさいと言われるのは、年頃の少女としては避さけたい。

　後ずさったマコトの腰を伸びてきたアクラムの手が攫う。首筋に生暖かい、ざらりとした感触が走り、肌はだが一瞬で粟あわ立だった。

「っゃ……」

　くすぐったさに身を捩よじり、首を回して確認した時には、アクラムはマコトから体を離していた。

　薄い唇くちびるを赤い舌が濡らす。黒い装しよう束ぞくにその赤は鮮あざやかに妖あやしく映はえた。

「舐めても甘いのかと思った」

　口を開けたまま、マコトはぽかんとアクラムを見つめる。

（な、舐められた……っ）

　つまりはそういうことで。マコトが固まっている間にアクラムはまた元の場所に戻り、お茶を飲み干した。底を見下ろし無言でマコトに差し出す。条件反射のようにマコトは思わず無言でお代わりを注いでしまった。

（一体なにを……っ）

　状じよう況きようが理解できず、混乱しかけたマコトの意識をアクラムの低い声が呼び戻した。

「知りたいことがあるなら答える。なにかあるか」

　また突然なにを言い出すのか。マコトは瓶を手にしたまま固まった。

（知りたいことって……）

　それよりもアクラムのさっきの行動はなんなのだろう。タイスィールやカイスのようにからかう風でもなく、まったく悪気もなさそうだ。

（この人、いわゆる天然とか……そういう人なのかな）

　非常識さはサーディンと張るのではないだろうか。いや、わざとじゃない分それよりも性た質ちが悪いかもしれない。自分からここにいたいと頼んだものの、やめた方がいい気もする。

「なにもないのか」

　淡たん々たんとした口調で繰くり返かえされ、マコトははっとして視線を戻す。

　なぜアクラムが突然こんなことを言い出したのかは分からないが、聞きたいことなら山ほどある。しかし、いざとなると言葉が出てこない。

「え……っと……」

　言いい淀よどんだマコトに、アクラムは少し考えるように黄こ金がね色いろの瞳を動かした。そしてややあって口を開く。

「帰りたいか」

　静かに吐き出された言葉にマコトは驚いた。

　自分の生まれた世界に帰りたい──それは当然の願いだ。

　しかし異世界に来たその日に『帰る方法はない』と言い切られたのだ。どうして今更そんなことをアクラムは口にしたのだろう。

「そう、ですね。……できるなら」

　もしかすると慰なぐさめてくれるつもりなのだろうか。そんなものはいらない。望んでいない。自然とマコトの声こわ音ねは警けい戒かい心を孕んで強ばったものになっていた。しかし返ってきた答えはマコトの予想を大きく外した。

「帰った先が、お前の知る世界ではないとしてもか」

「え？」

　戸惑いをそのまま口に出すと、アクラムは表情を変えることなく、淡々と言葉を続けた。

「女め神がみの御お手ては時空を裂さき娘むすめを選ぶ。帰った場所が元いた世界でも、時の流れが違う。ここの一日は異世界よりも長いという。時が重なれば既にそこはお前が存在した世界ではないだろう」

「じゃあ……」

　この世界に来て既に五日だ。ということは、向こうの世界では、それ以上経過したことになるのか。

「倍よりは短い時間。一日が二日弱ほど」

（じゃあ八日以上は経っているってこと……？）

　行方ゆくえ不明だと一通り騒がれ、そしてもう日常に押し流され忘れられようとしている時期。

　そう考えたら少しおかしくなった。自分の存在のなんて希き薄はくなことか。しかし、計算してからその違和感に首を傾げる。……なぜ、アクラムが異世界の時間の流れを知っているのだろうか。つまりは。

「……誰か元の世界に帰った人がいるってことですよね」

（長老は帰る方法はないって言ったのに……）

　しかし、異世界からやってきたその人物でなければ、ここまで詳くわしく時の流れなど分からないはずだ。しかし注意深く言葉にした問い掛けに、答えたのはアクラムではなかった。




「それは違うよ。マコト」

　艶やかでしかし少し強ばった声が、光と共にマコトの上に降ってきた。

「タイスィールさん……」

　扉の向こうにいたタイスィールはいつものように華やかに微笑んで「入るよ」とゲルの持ち主に声を掛けた。アクラムが返事をすることはなかったが、タイスィールは遠えん慮りよのない足取りでゲルに入り、扉を閉めるとマコトのすぐ隣に座った。

「意外な所で会うね。二人で逢あい引びきだなんてアクラムも隅に置けないな」

　くすくすと笑いながらマコトを艶つやっぽい瞳に映し、それからアクラムに視線を向ける。からかうような口調に対しその瞳はほんの少し険しい。

（違うって……ことは、）

「あの、じゃあやっぱり帰った人はいないってことですか？」

　一瞬流されかけたが、マコトは話題を戻し、今度はタイスィールに問い掛けた。その真面目な表情に、彼にしては控えめに微笑む。

「残念ながらそんな記録は伝わっていない。長老は変に君に期待を持たせるのは可か哀わい想そうだと思って、そのあたりの説明はしなかったのだろうね。それに、その時間の流れは、現れた『イール・ダール』達の元いた世界での時間を聞き取り、それらをすり合わせて算出したものだ」

『イール・ダール』達の時間のすり合わせ──確かに、辻つじ褄つまは合う。

　それでも、とマコトは食い下がった。

「でも、……戻る可能性はゼロではないですよね」

　方法が見つかっていないだけで、マコトには可能性はあるように思えた。

「……戻りたいかい」

　それは優しい声だった。アクラムの聞き方とは百八十度違う問い掛けは心を波立たせなかった。

「……私の居場所はあの世界ですから、戻れるなら戻りたいです」

　そう、あの世界なら自分は一人で生きていける。こんな風に始終誰かに頼らなければ生活がままならないなんてことは、ない。マコトはそう思い、そして切実に帰りたくなった。──『ここ』に長くいてはいけない気は、ずっとしていた。

　素直な気持ちを吐き出せば、タイスィールの目が意外そうに弧こを描えがいた。そんな表情に気付いて、マコトは首を傾げた。

「どうかしたんですか？」

「いや、君がそんなにはっきり自分の気持ちを言うなんて珍しいと思って」

　タイスィールの言葉に、マコトは口を噤つぐんだ。それから申し訳なさそうに俯く。

「……良くしてもらっているのに、帰りたいなんて……すみません」

　衣食住全て面倒を見てもらっているのに、自分の言葉は確かに恩知らずだった。謝罪したマコトにタイスィールは、ゆっくりと首を振った。

「いや、そういうことじゃないんだよ。突然異世界に放り込まれた君が、元の世界に帰りたいと思うのは当然なのだから」

　素直に肯こう定ていするのは図々しい気がして、マコトが曖あい昧まいに頷けば、タイスィールは言い聞かせるように真面目な表情で言葉を続けた。

「むしろ私は、マコトが本当の気持ちを言ってくれて嬉しいよ。君は、他人の気持ちばかり推おし測はかって自分の気持ちを抑えることが多そうだから。素直な気持ちを言ってくれたってことは、少しは私達を信しん頼らいしてくれたということだろう？」

（……信頼……）

　確かに心当たりはたくさんあった。元の世界ではなるべく、学校でもアルバイト先でも、波風を立てないように当あたり障さわりのない返事をして場をやり過ごしていた。それが一番楽だと知っていたから。でもこの世界は違った。驚きの連続に感情を剝き出しにして声を上げて驚いたり、泣いたり笑ったりすることが増えた。

　……言いたいことが言える人は、きっと自分に自信があるのだと思っていた。けれど違った。それはきっと受け止めてくれる人がいるからだ。

　少し考えて、マコトはタイスィールを見上げた。

「ここにずっといたい、とは言えませんけど、ここに来れてよかった、と思います」

　……大切なことに気付けた気がするから。それが今一番の正直な気持ちだ。

　タイスィールは慎重に言葉を重ねたマコトに笑みを深めた。

「今はそれで充じゆう分ぶんだよ。君はよくやってきたし、よくやっている。君が『イール・ダール』で嬉しいと思っている。もちろん私だけじゃなくみんな、ね」

　今の自分を認めてくれる言葉に胸が熱くなる。この世界の人達は皆みなそうだ。タイスィールしかりサハルしかり、欲しい言葉を欲しい時にくれる。

「まあ、戻りたいと言われるのはかなり淋しいけどね」

　少し苦笑して付け足したタイスィールに、マコトはやはり申し訳なくなって、身体を小さくした。

「けれどね？　時間の流れが違うことだけは確かだ。長い時間を掛けて戻る手段が見つかっても、不自然に若い人間を君達の世界は『本人』と認めてくれるか──それほど甘くはないだろう？」

　なるほど、先程のアクラムの発言の意味が分かった。

　そこは既にお前の知る世界ではない。つまりはそういうことなのだろう。例えば五年後帰れたとして、自分は元の世界では既に二十八になっているはずだ。それくらいで済めばまだいいが、それが十年後、二十年後となれば、不自然な若さでは『本人』と認められないだろう。戸こ籍せきがない状態では仕事どころか住む場所を見つけるのも難しい。

　タイスィールの話は分かりやすいが、慣れたその口調から、きっとイブキとも同じ話をしたに違いない。

（結局、すぐに方法を見つけなきゃ帰っても居場所がないってこと……？）

　マコトは痛み出した頭を押さえた。

「それにしても、マコトはなにしにここへ？」

　少し重くなってしまった空気を払ふつ拭しよくするように、タイスィールが明るい口調で話題を変えた。

「……アクラムさんに差し入れを──あ、まだたくさんあるから持ってきます。タイスィールさんもどうですか」

「それはありがたい。ちょうど小腹が空いていたんだよ」

　軽く頷くとマコトは空っぽになった籠を手に取り、静かに扉を開けて出て行った。







　マコトの足音が遠ざかったのを確認してから、タイスィールは膝を崩した。

　長い髪をかきあげ、その下に彼らしくない剣けん吞のんな光を含ませてアクラムを見み据すえる。

「アクラム、なんのつもりだい」

　鋭いその口調にアクラムは、瞬きをひとつして面倒そうに口を開いた。

「菓子を貰った。礼代わりになにか聞きたいことがあるかと尋ねただけだ」

　淡々と吐き出された言葉の真意を探さぐるように、タイスィールはぴくりとも動かないアクラムの横顔をじっと見つめ──溜息をついた。

　長年の付き合いから彼がなにかを企たくらむような性格ではないと分かっている。裏もなく本人が言った言葉通りなのだろう。それでも念を押しておく。

「マコトを元の世界に帰すつもりはないよ。長老も私もね。迷めい信しんを試ためしてみたいとでも思われたら大おお事ごとだ。安易に口を滑らせてもらっては困る」

　そう一息に吐き出し。すっと表情を消す。

「──あのことは？」

　続けられた静かな問いにアクラムは初めて顔を上げた。フードが傾きその琥こ珀はく色の瞳がタイスィールを捉とらえ微かに揺れる。

　わずかながらの沈黙の後、目を眇めたアクラムは、ゆっくりと首を振った。

「言ってはいない。『イール・ダール』の伴はん侶りよとなった者が、共に現れたオアシスの占せん有ゆう権を手にすることができる。それが昔からの約やく定じよう──」

　まるで呪じゆ文もんを諳そらんじるように淡々と答えたアクラムに、タイスィールは微かに眉を顰ひそめて頷いた。

「そう。世の中にはマコトが傷つくような口さがないことを言う連中もいるからね。──『イール・ダールはオアシスの付オ属マ品ケ』だなんて」

　吐き捨てるように呟いたタイスィールの言葉に、アクラムは少し考えるようにマコトが出て行った扉に視線を流す。そして頷くように俯いた後は、なにも言わず再び瞼を閉じた。














あとがき






　皆様はじめまして。

　日向ひなたそらと申します。……緊張で若干震える指先でキーボードを打っています。

　異世界トリップは何よりも好き……！　思えば私が小学生の頃に初めて読んだ少女小説も異世界トリップでした。現実世界を飛び出し不思議な生物や素敵なイケメン（！）に出で逢あい恋をして成長する。そんな物語を読んでいる時のワクワク感やドキドキ感は本当に何事にも変え難にくく、この本を手に取って下さった方が、ほんの少しでも当時の私のような気持ちを持って下さったなら、とても幸せに思います。

　イラストを担当して下さった由ゆ羅らカイリ先生。最初にお名前を伺った時は「あ、夢だな」と思い、現実だと喜んだ後は恐れ多くて震える、という感情のジェットコースター体験をさせて頂きました。

　本当に素敵すぎるイラストを有難ありがとうございました。ラフが上がるたびに担当さんとテンション高く涙目で盛り上がりました……！　今でも夢のようです。

　書籍化にあたり、声を掛けて下さった担当様。いつもネガティブな私を引っ張り上げて下さるその優しさと手腕に感謝しかありません。そして本になるまでに携わって下さったたくさんの皆様にも感謝を。

　そして最後にWEBで連載していた時から応援して下さった読者様、実際に手に取って下さった皆様、本当に有難うございました！

　またどこかでお会い出来れば嬉うれしいです。








著

日向そら

Sora Hinata




奈良県在住

異世界トリップは青春です。

ネットの片隅でお話を書いたり、同人ゲームのシナリオを書いてます。

どうぞよろしくお願いします。




ＨＰ：http://cheerful.sakura.ne.jp/
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